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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　カツン、カツンと、薄暗い廊下の中に靴音が響く。

　壁に取り付けられたランプの灯りに照らし出されるのは、猫耳の女性と背の高い初老のエルフ。

　コルティナとマクスウェルの二人だった。

　両者とも無言のまま、一つの扉を押し開ける。室内には椅子に座らされた一人の男がいた。

　薄暗い室内に、木製の水差しとコップだけが置かれた部屋。男の前には頑丈な机が鎮座しており、そこに取り付けられた金具に、手を縛りつけられている。

　男の大だい腿たい部ぶには赤黒く染まった包帯が巻かれており、深い傷を負っているのが見て取れた。

「さて、話す気になったかな？　素直に協力者を白状すれば、その傷を癒してやってもよいんじゃが」

「何度も話しただろ……俺は下っ端で、相手のことはほとんど知らねぇんだ」

　マクスウェルの詰問に、苦痛に耐えながら返す男。その手は痛みのためか、机の上で強く握り締められていた。

　その様子を見てコルティナは男に近付き水差しを持ち上げると──固められた拳の上に叩たたきつける。

　グシャ、という鈍い音と、男の悲鳴が室内に響く。

「ぐぎゃあああああああああああああ!?」

　乱暴な犯罪者を取り調べるため、ここに置かれている水差しもまた頑丈な木でできている。

　それは机の上に置かれた手を叩き潰すには、充分な強度を持っていた。

「悪いわね。こっちもあまり時間は掛けたくないの。あの子の入学式が近いから」

「お、俺の手、手が……手が……」

「言っておくけど、別にあなたが死んだって私たちは気にしないわよ？　代わりの人がいるから」

「代わり、だって……？」

　コルティナの暴挙に、マクスウェルはヒゲをしごくだけで別段反応を示していない。

　救いの手は伸びないと察した男は、涙を浮かべた目でコルティナを見上げる。

「そ。あなたたちが抱き込んだ門番はすでに確保しているわ。お話ならそっちでも聞けるでしょ？」

「ま、待て、待ってくれ……！　俺が知ってるのは待ち合わせ場所くらいなんだ、本当だ！」

「ふぅん……それだけでもいいわ、話しなさい」

「よいのかね？」

「ええ、噓うそはついていなさそうだもの」

「ふん……では話すがよい。傷を癒すのはその後じゃ」

「ああ……」

　一瞬でも早く苦痛から解放されたい。その一念で男は知る限りの情報を話し始めたのだった。




　男の漏らした情報を元に、衛え士じの裏切り者を炙あぶり出だし、市街の警戒を強化する。

　その指示を出した後、マクスウェルは死体を安置している地下室に向かう。コルティナは自宅で待つニコルの元へ駆け戻っていった。

　あの無気力だった彼女が、随分と入れ込んだモノである。それだけでも、マクスウェルはニコルを受け入れた甲か斐いがあったと満足していた。

　ひんやりと湿気に満ちた地下室。そこには、二つに裂けた人ひと攫さらいの頭目の死体が安置されていた。

「たった一撃でこの有様か、凄まじい武器じゃの。ライエルの聖剣に匹敵するか？」

　胸の下から下腹にかけてを根こそぎ吹き飛ばされた死体を前に、マクスウェルは呆あきれたような溜ため息いきを漏らす。

　ミシェルに与えられた白銀の大弓サードアイの経緯いきさつについては、ニコルからも聞いている。

　さらに物証として置手紙まで見せられては、その所持を認めぬわけにはいかない。

　神を名乗るのは不遜極まりないとは思うが、所有者から正式に譲られたのだから認めぬわけにはいかなかった。

「まあ、引けぬ弓など飾りでしかないがな」

　あまりにも度が過ぎた強弓故に、ミシェルはもとより大の大人ですら引き絞ることができなかった。

　そのような状態だから、扱いの面では危険はないだろう。しいて言えば、宝物としての価値を見み出いだした連中に狙われるくらいか。

「その辺はまあ、コルティナが上手くやるじゃろうて……ん？」

　なにか新たな情報がないか死体の検分をしていたマクスウェルは、足元に絡みつく銀の光に気が付いた。

　頭目の足元は、重戦士らしく鋲びよう打ちの脚甲によって守られていた。

　そこに何か糸のようなものが巻き付いている。

「……糸？　いや、髪か」

　そういえば戦ったのはライエルの娘、ニコル。その髪は青銀に輝く美しい色をしていた。

「子供とはいえさすがライエルの娘というところか……それにしてもなぜ足元に？」

　いくら小柄なニコルとはいえ、男の足首よりははるかに背が高い。

　大きく動くタイプの戦士ではないだけに、足元に髪が絡みつくシチュエーションというのは、なかなか思いつかない。

「転んだところを踏みつけようとでもしたのか……それにしては──？」

　髪の毛はただ絡んだだけでなく、足首に何重にも巻き付いていた。

　自然に絡んだにしては、妙な感じだった。

「……わからんな。まあ考えるのはコルティナに任せておくとするか」

　元々知識は多いがあまり深く考える性質たちではない。いや、考えることはできるが面倒ごとが嫌いな性格をしていた。

　コルティナという有能な副官がいる以上、そこに仕事を投げっ放しにするのも悪くない。

「今さら新しい情報も見つからんか。面倒な話じゃの。それにしても、髪を糸と見間違うとは……ワシも耄もう碌ろくしてきたのかの？」

　かつて散々目にした聖銀ミスリルの糸。それと同じ輝きを絡みついた髪に見出していた。しかしその思い出は、この死体安置室にはあまりにもそぐわない。

　懐かしい思い出を振り払うかのように頭を振ると、マクスウェルは安置室から退出したのだった。
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　すでに何日も過ごした部屋で──その夜、俺は目を覚ます。ここはコルティナの家にある俺の部屋だ。

　フィニアはまだ幼い俺と一緒に寝る事を主張したが、さすがに美少女に成長した彼女とベッドに入ったら……俺が眠れそうにない。

　そこで俺は強硬に一人部屋を主張した。

　フィニアもコルティナも、そろそろ一人部屋に憧れる年頃かと納得してくれたため、俺の主張は比較的あっさりと許可された。

　そもそも隠し事の多い俺にとって、プライバシーは大事な問題だ。それに俺だって過去は男だった訳で、色々な欲求というものは存在する。




　具体的に言うと、酒、女、賭博である。




　幸い前世の俺は賭博には興味が無く、女にモテなかったので、そういった出費は少なかった。

　今世に生まれ変わって早七年。賭博と女はともかくとして、俺の唯一ともいえる楽しみであった酒が恋しくなってきた頃合いである。

　そこで俺は、こっそり暗躍する事にしたのである。

　ここまでの旅で荷物の中に酒瓶を一つ紛れ込ませ、それをこの部屋に持ち込んだのだ。

「くっくっく、今頃ライエルの奴、慌ててるだろうな」

　子供である俺が、酒を買えるはずもない。つまり俺が持ち込んだのは、ライエルがマリアに内緒で隠し持っていた秘蔵の蒸留酒だ。

　マリアに子供の前で深酒はよくないということで、晩酌は軽めのワインだけにされていた。そんなアイツが将来の楽しみに取っておいた逸品を強奪して来てやったのだ。

　封を開いて、木製のカップに注ぐ。

　このカップは旅の最中に使っていた物で、俺が部屋に持ち込んでいても怪しまれる物じゃない。

　カップから湧き上がる、鼻に抜けるような強い香気。微かにヒノキ樽だるの匂いが混じっているのも、いい雰囲気だ。

「……あんにゃろ、いい趣味してやがるじゃないか」

　澄んだ琥こ珀はくの色合いといい、強い香りといい、実に良い酒である。それは、飲まずともわかるほどに。

　生前ライバル視していただけに、ライエルと酒を飲み交わす事は少なかったが、この趣味の良さだけは認めねばなるまい。ガドルスとは結構飲んでたんだけどな。

　存分にその香りを楽しんだ後、俺は口元にカップを運ぶ。距離が近くなった事でより強くその香りを感じ…………




　……気が付けば、朝だった。




「ハッ、俺は何を──！」

　跳ね起きて、同時に頭痛に悶もだえ転がる。頭の奥に響くようなこの頭痛。前世では何度も経験したことがあった。

「ま、まさか……二日酔い？　たった一口しか飲んでないのに!?」

　虚弱極まる今の俺の体質は、酒に対しても凄まじい弱さを発揮したようだった。まさかたった一口で潰れるとは思わなかった。

　窓の外はすでに日が昇っており、朝の爽やかな冷気が窓の隙間から染み込んできている。

「まず……この匂い、早く隠さないと」

　酒瓶はもちろんの事、カップの中身も大半を零してしまっていた。おかげで室内は、濃厚な酒の匂いで満ちている。

　俺は痛む頭を抱えながら、窓を開けて換気する。そのタイミングで部屋のドアがノックされた。

「ニコル様、朝ですよ。そろそろ起きてください」

「あ、フィニア。うん、起きてる、起きてる。今着替えてる所だから、開けないで」

「そうですか？　お手伝いしますけど」

「だ、ダメダメ！　えっと、その……とにかく、大丈夫だから！」

　慌てて入室を妨げようとする俺に、フィニアは何かを察したように、声を上げる。

「さては……オネショなさいました？」

「失敬な！」

　確かにこの女の身体では、尿意の我慢が前世ほど効かない。

　これは人体の構造的に仕方ない事象でもある。排はい泄せつ専門の器官を持つ男は、女より我慢できるらしい。

　それに幼い身体は、油断するとすぐ……その、まぁ……あれだ。うん。過去に何度か、粗そ相そうをした事は認めよう。

　だが、今回に関しては断じて違う。問題になっているのは酒の香気で、尿の臭気ではない。

　知られていけない事は同じなのだが、俺のプライドの為、これだけは宣言しておこう。

「いいですけど。コルティナ様もすでに朝食を取っておられますし、ニコル様もお急ぎください。それと、洗濯物は後でこっそりと出しておいてください」

「わかった。でもオネショとは違うから！」

　トントンと軽快な足音を立てて立ち去るフィニア。

　それにしてもコルティナは宵っ張りのくせに朝は早いな、いつ寝てるんだ？

　とりあえず、窓を開けておけば酒の匂いはすぐに抜けるだろう。

　多少不用心ではあるが、ここがコルティナの家である事は街の住人にも知られている。この家に忍び込もうという人間はまずいないだろう。

　そこで俺は勢いよく服を脱いで着替えを始めた。

　ゆったりしたパジャマなので着脱はかなり楽にできる。しかしフィニアやコルティナが買い与えてくれる服は複雑な構造のものが多いので、少々好みに合わない。

　俺は身体にピッタリフィットするシャツを着て、ショートジャケットを羽織る。

　下はショートパンツにオーバーニーソックスという露出の少ない物を選んだ。

　かなり活動的な格好だが、お嬢様然とした俺の外見からはミスマッチ感が出て、意外と似合うと俺は思っている。




　そのまま一階の食堂に向かうと、すでに朝食の用意を終えたフィニアが待ち構えていた。

　すでに食事を終えたコルティナも、食後のコーヒーを愉たのしんでいた。

　現れた俺を見て、フィニアは小さく溜息を吐つく。頑かたくなにスカートを好まない俺の服のチョイスに悲しみを禁じ得ないようである。

　対してコルティナは俺の太股の辺りをじろじろ眺めて、親指を立てサムズアツプしてきた。

　テーブルにはこんがりと焼いたトーストに、ハムエッグとホットミルク。

　コーヒーは今の俺の舌には苦すぎたからだ。この味覚の変化から、酒に弱くなっている事くらい気付けばよかった。

　俺はテーブルに着いて食事を始めると、背後に回ったフィニアが髪の手入れをしてくれる。
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　食事中に行儀が悪いと思われるかもしれないが、自分でセットできないので、これは仕方ない。

　しかもこの後、ミシェルちゃんとレティーナの三人で、街を案内してもらう事になっている。時間が無い。

　レティーナだけ呼び捨てなのは、あれだ。第一印象というやつである。

「もうそんな時間？」

　いそいそと手入れを始めたフィニアを見て、俺は時間が切羽詰まっているのかと思った。

　時間を知らせる『時計』という魔道具も存在するが、この家では居間とコルティナの部屋にしか存在しない。それなりに高価な品なのである。

「いえ、ニコル様の髪を見ていると、つい。手触りが心地いいので」

「……食事時はやめない？」

「申し訳ありません。私の癒しですので」

「あ、そう……」

　すべすべ、ぷにぷに、さらさら。女性がそういった手触りに弱いのは、フィニアとて変わらない。

　コルティナなどは、隙あらば俺を膝に乗せようとするくらいなのだ。

　後ろ頭に当たる柔らかい感触が心地いいので、俺もつい、されるがままになってしまう。

　トーストを半分と、ハムエッグ半分。これだけ口にしたところで俺の胃袋は限界になった。

「けぷ。ごちそうさま」

「おそまつさまです。髪の方も終わりましたよ」

　俺の髪は背中の半ばまでまっすぐに伸びたロングヘアである。

　本来なら切ってしまいたい所なのだが、伸ばさないとマリアとフィニアが悲しそうな顔をするので仕方ない。

　前髪だけは動きの邪魔になるので、髪留めで固定してある。

　食事しながらでもここまできっちりセットするところが、さすがフィニアである。

　ホットミルクの入ったカップを両手で抱え──片手だと指が回らないのだ──飲みきったところで玄関の呼び鈴が鳴らされた。同時に俺を呼ぶ声。

「ニコルちゃーん、あそぼー」

「はぁい！」

　大声で玄関に向かって声を掛け、椅子から飛び降りる。少々二日酔いが残っているが、ホットミルクのおかげで大分緩和された。

　俺が出掛ける用意を始めた所で、コルティナも席を立った。

「ちゃんと護身用の装備は持った？」

「うん、カタナ持ってく」

「じゃあ私も用意するから、ちょっと待っててね」

　レティーナも俺も、危うく人ひと攫さらいに拉致されそうになった身である。子供だけで遊びに行く事はできなかった。

　そこで保護者としてコルティナが一緒について来る事になったのだが……

「学院は大丈夫？」

「んー、だいじょぶ。そんなに重要なポストじゃないからね、私は」

　魔術師としての技量がそれほど高くないコルティナは、高等部で戦術理論という科目を受け持っていた。

　大抵彼女が出した戦況から、対応策を提出させる程度の授業だそうだ。それに目を通し、採点するだけなので、意外と暇が多いらしい。

　俺はカタナを背負って、とたとたと玄関へ走る。腰に下げたい所なのだが、俺の身長では鞘さやを引ひき摺ずってしまうからだ。

　コルティナも魔法の発動補助用の長ちよう杖じようを持って、後に続く。

　彼女たちを待たせないように早足で駆けていく俺を、コルティナは微笑ほほえましそうに眺めていた。

　中身は俺なんだけどな……




　ドアを開けるとミシェルちゃんとレティーナの二人が待ち構えていた。

「おはよう、ニコルちゃん！」

「おはようございます、ニコルさん」

「おはよ、二人とも」

　ミシェルちゃんはいつもの狩猟弓に加え、白銀の大弓サードアイをそのまま手に持っている。レティーナはコルティナとお揃そろいのデザインの長杖だ。

　この間コルティナと面識を持った事で、早速同じ物を用意したらしい。

「おはよう、二人とも早いのね」

「コルティナ様！　おはようございます」

「コルティナ様、おはよー！」

　硬直した後、カチカチになりながら挨拶するレティーナと、天てん真しん爛らん漫まんな声を上げるミシェルちゃん。その対応は対照的だ。

　コルティナも二人を見て、ニッコリと魅力的な笑顔を浮かべた後、少し神妙な表情をする。

「ミシェルちゃんだっけ。その弓はケースに入れないの？」

「あっ、これは……」

　コルティナの指摘に、ミシェルちゃんは少し恥ずかしそうな態度でもじもじする。

「ウチにはこんなに大きな弓をしまえるケースが無いんですよ」

「ああ、確かにこのサイズは普通じゃないわね。完全に狩猟とかの効率性を無視した、威力重視の戦場弓だもの」

「でも家に置いておくわけにもいかないので、持ち歩く事にしました」

　拳を握り締め、フンと鼻息荒く主張するミシェルちゃんだが、それはそれで辛いだろう。大型の弓はそれなりに重量がある。

「じゃあ、それを入れるケースを先に見ていきましょうか。引っ越し祝いにプレゼントしてあげる」

「いいんですか!?」

「もちろん。安物で悪いけどね」

　白銀の大弓サードアイはその素材の高級さも然さる事ながら、掛けられた付与魔法が半端なく高度だ。

　もはや神話級といってもいいほどのマジックアイテムで、子供がそのまま持ち歩いていたら、確実にトラブルになるだろう。

　コルティナも、初めてこの弓を見た時は腰を抜かしたモノである。こんな弓を子供に与えるなんて、どこの酔狂かと猛り狂っていた。

「それで、引けるようには……」

「なってません」

「だよねー」

　あの時、ミシェルちゃんにかかっていた身体強化エンチヤントは、あの戦闘の直後に解除されていた。

　数分しか持たない事とはいえ、子供がこのバケモノ弓を引けるようになるとは、とんでもない強化率だ。おそらくはただの強化付与エンチヤントではなく、高位強化ハイエンチヤント、いやさらに上位の超強化オーバーブーストかもしれない。

　神を名乗るだけの事はある、という事か。

　今では白銀の大弓サードアイは高価ではあるが使えない弓として、彼女の手にある。今、ミシェルちゃんの目標は、この弓を使えるようになる事だ。

　そして俺の当面の目標は、彼女にこの弓を使えるような魔法をかける事なのだった。

「それじゃ、まずはお買い物からね。ちゃんと街は案内してあげるから、安心して」

「コルティナ様に案内してもらえるなんて、光栄です！」

「レティーナは図ずう々ずうしい」

「いいじゃない、ちょっとくらい！」

「二人ともケンカしないで……」

　俺とレティーナが騒ぎ立て、ミシェルちゃんが宥なだめる。この数日で早くも定番となりつつある光景。

　こうして俺は、入学までの日々を過ごしていたのだ。







　拉致事件から学院の入学式まで、十日以上の余裕があった。

　その間、俺は知り合ったレティーナとミシェルちゃんに引き摺り回され、不本意ながらも子供らしい日々を送っていた。

　生前もラウムを訪れた事はあったため、基本的な地理知識は持っていたのだが、子供の視線から見る土地感というのは、中々に新鮮な感覚だ。

　そうやってラウムの街を駆けずり回っていると、さすがに顔見知りが増えてくる。

「おはよう、ニコルちゃん！　今日もヨーウィの暴れ馬に連れ回されてるのかい？」

「おはようございます、ウェッソンさん」

　俺は足を止めて、声を掛けてきたパン屋の親父に挨拶をした。

　俺がコルティナのところに居候しているのは知られているし、パン屋はフィニアも活用している。そういう相手に無礼を行う事は、これから数年過ごすうえで不都合が起きるだろう。

　そういう訳で、街の人にはできるだけ丁寧に応対するようにしている。それが変な方向で評判が広がっていた。

　コルティナの下もとに居候し始めた、ライエルとマリアの娘で礼儀正しい大人しい子、という評判である。

　令嬢じみた清せい楚そな外見と、色違いの瞳という一風変わった特徴も一役買っているらしい。

　そんな娘がショートパンツという活動的な格好で街を駆け回っているのだから、一際目につくというモノだ。

「ちょっと、ウェッソンさん！　わたしが暴れ馬ってどういう事ですの！」

「え？　自覚なかったのかい？」

「むきぃー！」

　レティーナは侯爵家という、結構な家柄であるにもかかわらず、結構フランクな性格だった。

　元々この王都に居を構える貴族ではなく、地方に領地を持つ有力者なので、街に来た当初、母親とはぐれて裏道に迷い込み、事件に巻き込まれてしまったらしい。

　この数日でさんざん街を駆け回りヤンチャ振りを発揮したせいで、彼女はすでに街の名物になりつつあった。

　おかげで街の人々は早々に彼女に馴な染じみ、母親のエリザさんも安心して遊びに出せるようになっている。街の人の目というのは、この上ない監視装置だ。

　それに、この信頼は俺やミシェルちゃんという、歳に似合わぬ実力を持つ友人の存在もあるのだろう。

　……貧弱な身体は相変わらずなんだけどな。

「おじさん、どーなつください！」

「ミシェルちゃんは相変わらずよく食うんだね……」

　お小遣いから小銭を出して、早速買い食いしようとするミシェルちゃんに、呆あきれた表情でドーナツを包むパン屋の親父。

　彼女の元気の良さはこの食欲から生まれているのかもしれないな。俺には真似できん。

「ミシェル、ほら早く行きませんと受付が始まってしまいますわ！」

「あ、うん……もぐ」

「ほら早く！」

　ドーナツを咥くわえたまま、ミシェルちゃんが引っ張られていく。俺もウェッソンに一礼してから、慌ててその後を追いかけた。

　いつにもましてレティーナが興奮しているのも当然で、今日は魔術学院の一般開放日だった。

　特にこの日は入学式前の時期とあって、新入生がこぞって見学にやってくるのだ。




　朝早い時間とあって、まだ他の見学者の姿はあまり見られなかった。

　見学者のほかにも、生徒が登校する姿が散見できる。

　ミシェルちゃんは隣接する冒険者支援学園に入学する予定なので、この魔術学院とはあまり縁がない。

　しかし立地上、運動場や魔術訓練場が共有なので、顔を合わせる機会は多いだろう。

　この魔術学院における最大の価値、それは世界最大とも呼ばれる大図書館の存在である。

　そこへきて理事長がマクスウェル。この世界最高の魔法の使い手だ。これで生徒が集まらない訳がない。




　もっとも俺は調べ物があって学園に来る訳じゃない。

　俺は既存の魔法が目当てでここに来たのだ。変身ポリモルフの魔法。干渉系魔法の中でも、最も高位に位置する魔法だ。

　俺単独の修行では、そこに到達するまで数年どころではない時間がかかるだろう。

　だが優秀な師であるマクスウェルやコルティナに教えを乞えば、その期間は大幅に短縮できる。

　俺の『元の身体に戻る』という目的の近道になるはずだ。

　今日に備えて、コルティナは先に出勤していた。フィニアは掃除や洗濯で忙しいため、家から離れることができない。

　そこで学院まで、子供たちだけでやってきたのだ。学院が家から近い事も、許可が降りた理由の一つである。

「ふおぉぉぉ……」

「大きい塔ですわね」

　以前と比べて、更に高さを増した尖せん塔とうを見上げ、ミシェルちゃんとレティーナが呆ほうけたような声を上げる。

　その尖塔の高さはすでに王城の天守塔を超えている。

「ラウム第二の王城とまで呼ばれているからね」

「へぇ、ニコルちゃんはよく知ってるのね」

「え？　あー、うん。ほらマクスウェル様から？」

　俺は前もって魔法を習うために、時折マクスウェルの屋敷に出入りするようになっていた。だからこういう言い訳も成立するはずである。多分。

　巨大な尖塔を視界に収めようと、俺はほとんど真上を見上げながら、一歩二歩と後ろに下がる。すると、ドスンと誰かにぶつかってしまった。

　跳ね返されて地面に転がる俺。下手に踏みとどまるより、転がった方が早く起き上がれると身に染みついた反応である。

　転がって振り返ると、そこには背の高い子供が一人立ちはだかっていた。その大柄な子供は、俺を一いち瞥べつすると不機嫌そうに胸元を払う仕草をした。

「なんだ、貴様。平民がこの魔術学院になんの用だ？」

「えっと、ごめんなさい？」

　取りあえず揉もめ事ごとはコルティナの迷惑になる。

　そこで俺はひとまず謝罪する事にした。こういういかにも貴族然とした類とは、できれば関わりたくはない。

　俺は起き上がって一礼し、そそくさとその場を立ち去ろうとした。しかし、その子供はそれで済まそうとはしなかった。

「待て、平民。貴様この僕にぶつかっておいて、一言で済ますつもりか」

「え？」

「謝罪するにも態度があるだろう？　パパはよく市民を土下座させていたぞ」

「ちょっと……」

　なんだ、それ。市民に土下座させる？　そんな貴族がまだ存在したのか。

　こんな奴を入学させているなんて、マクスウェルの奴、チェックが甘いぞ。

「お前もするがいい。そうすれば謝罪したとして、今回だけは見逃してやろう」

　その傲慢な口振りに、俺は怒るより先に呆あきれ果はてた。この学院に入るうえで、身分という物は捨てて考えねばならない。

　それなのにこの傲慢さで、よく入学を許可されたとしか言えない。ミシェルちゃんなどは、いきなりの言いがかりに硬直してしまっている。

　しかし、その言葉に最も早く反応したのは、俺ではなくレティーナだった。

「アナタこそ、今のうちに謝った方がよろしいんじゃなくて？」

「なんだと！」

「どこのどなたか存じませんが、後悔する事になりますわよ？」

「この僕を知らないというのか。よいだろう、教えてやる。ボクはストラ領、サルワ辺境伯が長子、ドノバン・ストラ＝サルワだ！」

　鼻息荒く堂々と宣言したドノバン。

　その名前を聞き、騒動の様子を窺うかがっていた野次馬たちがざわざわとざわめく。

　ストラ領というのはラウム北部に存在する広大な領土で、森林が国土の大半を占めるラウムの中では珍しく穀倉地帯を抱えている。そこの辺境伯という事は、格で言えば侯爵にも匹敵する。

　公爵位がほぼ王の親族によって占められるこのラウムでは、王と血縁の無い者ではほぼ最高位にあると言っていいだろう。その育ちならば、傲慢になるのも納得だ。

　しかし、それはこちらも同じである。ドノバンの名乗りを鼻で笑ったのは、レティーナだった。

　辺境伯は侯爵相当といっても、あくまで『相当』なのだ。真の侯爵の後継者であるレティーナには一歩及ばない。

　俺も彼女がそう名乗ると思っていた。のだが……

「このお方をどなたと心得てますの？　救世の六英雄ライエル様とマリア様のご息女、ニコル様よ！」

「ちょっと待って、そこはレティーナが名乗るシーンじゃないの!?」

「え？　なんでわたしが？」

　俺のツッコミに、心底不思議そうな顔をしてみせるレティーナ。

　いや、おかしいだろう？　普通話の流れからすると、自分の家名を名乗って相手を威圧するシーンじゃないか。

　それにライエルもマリアも、今は平民である。こういう権威主義者には効果は薄い──

「な、なんだって……!?」

　──はずもなかった。

　むしろ救世の英雄である二人の娘とあって、効果二倍である。しかも中身はレイドだから、英雄成分濃縮されてるよな、俺。

「まぁ、いいですわ。そのニコル様を突っ転がしたんだから、どうなるかわかってますわよね？」

「レティーナも初めて会った時はわたしを引ひき摺ずり回まわしたよね？」

「わたしは過去を振り返らない主義ですの！」
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　呆れたとしか言いようのない口振りだが、この開き直りの良さも彼女の味だと最近わかってきた。

　基本的には気はいいのだ、彼女は。今回の事だって、俺をかばうために憤っているのだから。

「そのために俺の権威を使うってのはどうかと思うけど……」

「ニコルさん、なにかおっしゃいまして？」

「いえ、なにも。それにわたしは何も気にしてないし、ドノバンくんも許してくれるなら、もう行っていいかな？」

「え、あ……ハ、ハイ」

　まぁ、しょせん辺境伯といってもラウム国内の貴族の一人に過ぎない。

　対してこちらは世界を救った英雄の娘で、その威光は世界全土に響き渡っている。

　ライエルもマリアも、単独で軍に匹敵するほどの戦闘力を持っているうえ、その親交ある友人もマクスウェルにコルティナ、ガドルスと、バケモノ揃ぞろいだ。

　彼らがその気になれば、国ごとひっくり返す事も可能である。一貴族がどうにかできる相手ではない。

　権威に頼るドノバンは、その事実をよく知っている。

　相手が自分より格上である以上、親の威光は通じない。ここでゴネれば……家門の取り潰しすらあり得るのだから。

「も、申し訳ありませんでした。お怪我は──」

「ううん、ないよ。大丈夫だから気にしないで」

　あからさまに媚こびへつらい始めたドノバンに、俺はできるだけ静かな口調で答える。

　ドノバンにはレティーナほどの面の皮はさすがになかったようである。いや、これは彼女が特殊過ぎるというべきだろう。

　しかし、様子を見ていた野次馬どもは、そうは取らなかったようだ。

「おい、あの子……自分を突き倒した傲慢貴族の息子を笑って許したぞ？」

「なんて寛大なんだ。しかもあの美しい銀髪に色違いの瞳。将来有望極まりない」

「お前、いくらなんでもあんな子供に手を出すつもりじゃ……」

「いくらなんでも親が怖すぎるわ！」

　うむ。俺も男と付き合うつもりは、欠片もないな。

　これ以上ここにいると、余計トラブルが拡大しそうなので、俺は硬まったままのミシェルちゃんとレティーナの腕を引き、足早にその場を後にする事にした。

　だがその逃亡も、あっさりと失敗に終わる。これだけ派手な騒ぎを起こして、教員の目に留まらないはずがなかった。

　教員……それはつまり、コルティナも含まれる言葉である。

「こーら、何騒ぎを起こしてるのかな、君たちは」

「あ、コルティナ」

「コルティナ様！　これは、えっと……」

「ひぅ」

　俺はコルティナに襟首を摑つかみ上あげられ、猫のようにぶら下げられてしまった。

　突然の登場に、レティーナが口籠り、ミシェルちゃんは再び硬直する。レティーナも家格をネタに相手を脅した自覚があるのか、バツが悪そうにしていた。

「ちょっと聞き捨てならない騒動があったっていうから、様子を見に来てみれば」

「いえ、あの。これは……」

「レティーナちゃんはすこーしキツめのお説教が必要かな？」

「あうぅぅ……ごめんなさい」

　憧れの六英雄直々のお説教を食らうとあって、彼女もさすがに堪えているようだ。いくらなんでも、子供にこれ以上のプレッシャーはよくない。

「これは、わたしがよそ見してたのをかばってくれただけだから──」

「ウムウム。ニコルちゃんは優しいねぇ。でもダメなものはダメって教えるのも教員の仕事でね。そっちの君も」

　コルティナにじろりと睨にらみ付つけられ、ドノバンはミシェルちゃんのように硬直した。

　さしもの彼も、彼女には言い返せないようだ。

　ましてやコルティナの二つ名は『死神』。口先一つで軍勢を操り、六英雄の中でも最も多くの死者を作り出した、世間から見れば一種の悪魔である。

「今回は厳重注意で済ますけど、今後は気を付けるようにね？」

「は、はい……」

　そうやって場を収め、立ち去っていくコルティナ。どうも俺は、最初の一歩で躓つまずく性質があるようだ。







　その日は朝からフィニアが張り切りまくっていた。

　長い俺の髪にいつもより念入りに櫛くしを通し、いつもより丁寧にセットする。

　邪魔にならないようにサイドを後ろに流してまとめる、いつもの髪型。自分で触ってみたら、いつもと比べ物にならないくらいサラサラしていた。

　そして純白のシャツ。胸元には魔術学院の校章が入っている。

　濃紺のスカートは裾に金のラインが入っていて、これに同色のジャケットを羽織る。あとは羽飾りのついたベレー帽をかぶれば、着付けは完成である。

　俺の場合、露出を嫌う傾向にあるので、これにオーバーニーソックスを常備している。

「おお、ピッカピカの新入生だね！」

「コルティナ、おはよう」

　部屋の前を通りかかったコルティナが、中を覗のぞき込みながらこっちに親指を立ててくる。

　彼女も今日はかっちりしたスーツでめかし込んでいる。ちなみにいつもはかっちりしてない感じのよれたスーツが主である。もっともフィニアと同居するようになってからは、かなりマシになっているが。




　そう、今日は入学式の日だった。

　学院では一般開放日にいきなりトラブルを起こしてしまったが、俺としては地味でひっそりとした修行の日々を送りたいと考えている。

　下手に悪目立ちして、それがコルティナに伝われば、なにをきっかけにして俺の正体に辿たどり着つかれるかわからないからだ。

「……もう遅いか」

「ニコル様、なにか？」

「ううん、なんでもない」

　考えてみれば、この街に着いた当日に大立ち回りを演じている。俺が関わっていたことは表沙汰にはなっていないが、コルティナ相手に『目立たず』というのは、もはや無理だろう。

　溜ため息いきを一つ吐ついて玄関に向かった。コルティナの家は、玄関で靴を脱ぐスタイルの造りだ。

　俺はその玄関口で頑丈なブーツに履き替えた。

　今日くらいはミシェルちゃんよりも先に迎えに行きたいモノである。

　彼女は猟師の娘らしく、非常に朝が早い。寝坊気味の俺とは正反対。おかげでこういう時は、彼女の方が迎えに来るパターンが多い。

「よし」

　自分の頰ほおをパンと叩たたき、気合を入れる。

　そして玄関のドアを開けると、そこにはミシェルちゃんとレティーナがいた。

「──あ」

「あ、おはようニコルちゃん！　今日は早いね！」

「おはようございます。いつもお寝坊なニコルさんにしては珍しい」

「おはよ。また勝てなかった」

　終盤は口の中でつぶやいたつもりだったのだが、背後にいたフィニアは耳みみ聡ざとく聞きいていたようで、プッと小さく吹き出していた。

　俺が背後にジトリとした視線を向けると、慌てて視線を逸らす。そういう冗談が交わせるようになっただけ、彼女もこの生活に馴染んできている。

　俺は含み笑いを漏らすフィニアに、視線で牽けん制せいを入れておいてから、二人の元へ向かう。

　本来教師であるコルティナも、そろそろ出掛けないといけない時間のはずなのだが、彼女はまだ出てこない。

「コルティナは？」

「何か用事があるそうでして、少々遅れるとのことです」

「ふーん？」

　まぁ、彼女も教師の中でも特殊な立ち位置にいる事は間違いない。なにかと忙しい雑事というのもあるだろう。

　この間のように拉ら致ち犯を捕まえるなどという、市し井せいの犯罪捜査にも関わることがあるくらいだ。

「それではニコル様、お気をつけて」

「うん、いってきます」

「変なモノや珍しい事を目にしても、絶対ついて行っちゃダメですよ？」

「わかってる」

「悪人見ても突撃しちゃダメですよ？　あと寄り道もしないでください」

「しないしない」

「ハンカチは持ちましたか？　あと──」

「フィニア、うるさい」

　彼女が心配性なのは理解していたが、この間の人ひと攫さらい事件でさらに悪化したようだ。

　少々可哀想かもしれないが、キリがないので会話を切り上げて登校する事にしたのだった。




　ミシェルちゃんは冒険者支援学園の所属になるので、校内に入る前に別れる事になる。

　とはいえ校舎は隣なので、実はいつでも会える状態だったりした。

　魔術学院の敷地に入ると、なにやら校内がさわさわと騒がしい。

　これが入学式独特の空気かとも思ったが、どうもそうではないっぽい。なぜなら、野次馬の視線が、明らかにこちらに向けられているのだ。

　そこで俺はふと思い当たった。

「ああ、レティーナは侯爵の娘だから」

「そんな訳ないでしょ。アナタのせいですわ」

　先日、レティーナのおかげで無駄にトラブルに巻き込まれてしまった。

　その時に俺がライエルとマリアの娘である事もバレている。つまりは、そういう事なのだ。

「……メンドくさい」

「なにを今更。あのお二方の娘なら、慣れっこでしょう？」

「村ではそんな事なかったし」

　村ではそもそも、当人がホイホイ出歩いていたのだ。その付属物の俺が注目されることはなかった。

　だが聞こえてくる噂うわさはそれだけではなかった。

「あれがあの……？」

「銀髪に色違いの瞳、間違いない」

「自分を突き飛ばした相手に、手を差し伸べて許したんだろ」

「それどころか、そいつ、直前に彼女に土下座を強要してたらしいぜ？」

「マジか。まさに聖女の再来だよな」

　まずい。あの時事なかれ主義に走ったのが、変な効果を生んでいる。

　あれは俺が優しい訳ではなく、面倒を避けただけなのだ。

　しかも……

「まだ幼いというのに楚そ々そとした佇たたずまい。間違いなくマリア様の血を引いておられる」

「物怖じしたところがないのは、ライエル様の気質も感じられるぞ」

「将来、どれほどの傑物になるのか、見当もつかないな」

　まだ入学式も終えていないというのに、噂が先行してとんでもない事になっている。

「……もうかんべんして」

　俺は額を押さえて、小さく呻うめいた。それを見てレティーナは心配気な声を掛けてくる。

「どうしたの？　人混みに酔った？」

「声、大きい」

「ああ、やはり身体は強くないのだな」

「あのお姿だ、か弱いのも無理はあるまい」

「まさしく姫君。そういえば北部三か国連合の国王に求婚されたんだって？」

「ライエル様が拒否してるらしいけどな」

「そりゃ、まだ早すぎるだろう。それに手放したくない気持ちも、痛いほどよくわかる」

　レティーナも人一倍元気な少女だから、その声は大きい。

　そんな彼女が大声で人混みに酔うとか言ったモノだから、その声が事実として周囲に認識されていく。

　しかも国王が俺を嫁候補にした噂まで広がってるじゃないか。

「いい。レティーナ、早く行こう」

「そう？　無理はしないでね。あなた、ひ弱なんだから」

「うん」

　レティーナも、決して悪い子ではない……少々トラブルメーカーの気質はあるが、本気で俺を気にかけてくれている。

　元々、彼女の手の平返しがきっかけになったとはいえ、今では本気で俺と──ミシェルちゃんとも友達になってくれている。侯爵令嬢という立場を振りかざすでもなく、純粋に友として俺たちに構ってくる様は、素直に愛らしいと思う。

　思い込んだら一直線なその性格は、素直にありがたい。彼女のおかげで、ミシェルちゃんもすんなりと新しい街に順応できていた。

　俺も街の人と彼女を介して自然に話をすることができている。これは驚きよう愕がくすべきことだ。前世の俺は口下手で、ライエルたちに出会うまでは孤独だったのだから。




　俺は大講堂の中で指定された席に座り、式の開始を待っていた。

　レティーナはあいにくと離れた席に座っている。隣の女子がこちらをチラチラと見ているのが、少しばかり煩わずらわしい。

　その視線に、自然と仏頂面になるのだが、こればかりは勘弁してもらいたい。

　そんな顔をしてる訳だから、威嚇しないようになるべく視線を合わせないように前だけを向いて、開会を待つ。

　講堂の脇には保護者たちの席が用意されていて、貴族の姿が数多く見られた。

　我が家もフィニアが来たがっていたのだが、今回はコルティナもいる事だし、平民の彼女が貴族と同じ列に並ぶというのもある意味可哀想な気がしたので、遠慮してもらった。

　生徒には身分制度を捨てるように念を押しているが、その家族まではどうかわからないからだ。




　そうして待つ事しばし、ようやく入学式が始まった。

　式のスケジュールを説明し、それから教師の訓辞が始まる。

　欠伸あくびが出そうになる話を半ば聞き流しながら耐えていると、やがて理事長のマクスウェルが登壇し、長々とスピーチを始めた。

　しかし、その内容があからさまに怪しい。

「えー、であるからして。生徒諸君には魔術学院の生徒としてぇ、あー、節度を保ち、身分にかかわらず公平な態度でー」

　いつにもまして暢のん気きな、間延びした声で明らかに話を引っ張っていたのだ。

　なぜに時間稼ぎをする必要があるのか？　ついにボケたか？　俺がそう訝いぶかしみ、首を傾げた所で、入り口の方が騒々しくなってきた。

「ほら、早くしないと式が終わっちゃうじゃない」

「ごめんなさいね。慣れない術だから発動に手間取っちゃって」

　大きな声で騒ぎ立てる声に会場中の視線が入り口に集まる。

　その扉を開いて中に踏み込んできたのは、コルティナと後二人──

「あ、まだやってた！」

「マクスウェル、ナイスだ」

「お待たせして申し訳ありませんね、マクスウェル」

　三人すべての声に聞き覚えがある。というか、なぜ来れた、ライエルとマリア!?

　ドヤドヤとやってきたのは、俺の両親と現在の保護者。ライエル、マリア、コルティナの三人だ。

　突然現れた三人の英雄に、会場内が大きくざわめく。

　コルティナとマクスウェルの存在はすでに知られていたが、そこに来てライエルとマリアの登場である。

　これでガドルスがいれば、英雄勢せい揃ぞろいになるところだ。

「遅いぞぃ、三人とも」

「すまないな。マリアが魔法の発動に手間取って」

「あら、あなたの鎧よろいの着付けが手間取ったのもあるでしょう？」

「俺のせいか？」

　ライエルは確かに見慣れない鎧を着ていた。鱗うろこ状じようの装甲を重ねたいわゆるスケイルアーマーという鎧だ。しかもその鱗の色合いには見覚えがある。

　あれって邪竜コルキスの鱗を加工して作った鎧か？

「あ、いたいた。ニコル！　元気にしてた？」

　場の空気を読まずに、俺を発見して大きく手を振るマリア。その声に、会場の視線が一気に俺に集中する。

「マ──ママ、なぜここに……？」

　俺はとりあえず、疑問をぶつけて場を取り成そうと試みた。その俺の問いにトンデモナイ答えを返すマリア。

「うふふ。私、転移テレポートの魔法、覚えちゃった」

　おい待て、いきなり何言ってやがる。その時の俺の気分を一言で表すと、そういう気分だった。

　転移テレポートの魔法は干渉系の、かなり上位に位置する魔法だ。いうなれば個人の位置情報に干渉する事で、自身の存在を移動させるとんでもない魔法である。

　移動系の魔法は他にもあるが、特にテレポートの魔法は難易度が高い部類だ。移動系でさらに上位の魔法は、転移門ポータルゲートくらいしかない。

　俺が現在進行形で習得を目指している変身ポリモルフの魔法と同じくらい習得が難しい魔法である。

　それをいとも容易たやすく習得した、だと……？

「これで毎日、ニコルに会いに来れるわね！」

「かえって、どうぞ」

「もちろん帰るわよ。村を空けていられないもの。夜にちょっと顔を出すくらいしかできないわ」

「俺は別に泊まっても──」

「ライエル、独身女性の家に泊まるというつもり？　私に変な噂を立てるような真似はよしてよね」

「うっ」

　未練がましいライエルの発言をコルティナが遮った。

　彼女を敵に回すと、何をされるかわかったモノじゃない。俺もアイツも、その辺りはしっかりと理解している。

「ホッホッホ、懐かしい顔が揃ったの。話を引っ張った甲か斐いがあったわ」

「悪い、手間を掛けたな」

　よりによって、壇上から世間話を始めたマクスウェルに、横についていた教師が話しかけている。

「理事長、申し訳ありませんが……非常に申し訳ありませんが、時間も押しておりますので……」

「おう、そうじゃった！　スマン、スマン。まー、そういうわけで勉学に励んでくれたまえ。以上！」

　それまで散々引っ張っていたにもかかわらず、実にあっさりと話を切り上げるマクスウェル。

　これには真面目に話を聞いていた生徒たちもあんぐりと口を開けていた。

「よし、ライエル。お主この後は暇か。一杯どうじゃ？」

「いや、暇な訳ないだろう。これからニコルと一緒に──」

「なんじゃ、かつての仲間より娘を取るのか！」

「あたりまえだろ！」

　飲み仲間の登場にテンションを上げるクソジジィ。そういえば俺は前世もあまり強くなかったので、マクスウェルの晩酌には付き合えなかった。

　なので、いつもあの爺じいさんはガドルスかライエルを引っ張り出していた。

　なんにせよ、俺の両親の登場で、入学式がしっちゃかめっちゃかに搔かき回まわされてしまった。

　しかも俺の顔が無駄に広まってしまった気がする。

　スタートからこの有様で、俺はこれからの学院生活に、多大な不安を覚えざるを得ないのだった。







　その後、入学式は滞りなく終了した。

　無駄に注目を浴びてしまった俺は、できるならその場から逃げ出したい気分だったが、この後は教室に行って教材の受け取りなどをせねばならない。

　両親のライエルとマリアも、列席していた貴族たちに囲まれていた。

　あれだけ派手な登場をしたのだから当然である。それに関してはざまぁ見ろという気分だ。




　針の筵むしろの様な視線の中、所属するクラスの教室へ向かう。

　近付こうとする貴族の子弟もいないでもなかったが、そういう生徒は侯爵令嬢たるレティーナがことごとく撃退してくれた。こういう時、彼女の家格の高さが、実にありがたい。




　教室に入ると、教卓の上に一枚の紙が置かれており、そこには生徒の名前と番号が並べて記載されていた。黒板には席に対応した番号が書かれた絵が描かれている。

　つまり自分の番号が振られた席に着くように指示しているのだろう。

「ほら、ニコルさん。この番号の席があなたの席ですわ」

「あ、ありがとう」

　元々半魔人の孤児で、しかも暗殺者という生活を送ってきた俺は、こういった真っ当な学生生活は送った事が無い。

　基本的な教育は教会などの私塾で受け、あとは自身の経験と仲間からの聞き齧かじりである。

　そんな訳で、今回の式でも戸惑う事が非常に多い。その様子がどうも小動物じみていて、レティーナの庇ひ護ご欲を刺激しているらしい。

「そんなつもりはないのだけどな──」

　どうもマリア譲りの美貌が、なにをやっても媚こびるような雰囲気を醸し出しているみたいだ。

　椅子に座りながら、溜ため息いきを吐ついて下を向く。頰ほおに青銀の髪がはらりと落ちて、少し鬱陶しい。

「元気ありませんわね？」

「そりゃ、あんなに目立っちゃったら……」

「今更だと思いますわよ？　あの二人の娘なんですもの」

「そりゃそうだけど」

　まぁ、起こってしまった事は仕方ない。それに俺の魔法の腕は最低レベルだ。とてもギフト持ちとは思えないほどに。事実、このクラスでもかなり底辺だろう。

　その実態が知られたら、今の注目もいずれは消えるはず。

　それまでこの視線を我慢すれば、いずれは空気のように扱われる……と思う。




　微妙な緊張感に包まれた時間は、唐突に終わった。

　教室の扉を叩たたきつける様に開けて、コルティナが乱入してきたのだ。

「おっはよー諸君。ほらほら、席に着いてー」

「え？　えっ!?」

　この学院にコルティナが教員として勤めているのは、周知の事実だ。

　しかしそれが、自分たちの目の前に現れると、やはり驚きよう愕がくするらしい。俺も驚いた。

「全員座ったかな？　はい、では自己紹介しまーす。私がこのクラスの担任のコルティナでっす！」

「ぶふっ!?」

　よりにもよってコルティナの担任宣言を受けて、俺は盛大に噴き出した。

　ちなみにレティーナの奴は目をキラキラさせてやがる。胸の前に手を組んで、感激のポーズのオマケ付きだ。

「な、ななな……」

「ちなみに知り合いだからって特別扱いしないからね、ニコルちゃん」

「あ、あう……」

　してやったりという表情で教卓でにんまりと笑うコルティナ。

　マリアやライエルを連れてきたり、担任に収まったりと、実に気持ちよさそうに暗躍してやがる。いや、これはマクスウェルの考えかもしれない。

「それじゃ、本題に入るわよ。まず机の引き出しを見て。中に教科書が入ってるでしょ？」

　俺は言われた通り、引き出しを探ってみた。引き出しといっても、天板の下に棚を取り付けた程度の物だ。

　そこに数冊の本と、木材を削って作った駒やプレートが入っていた。

「本の方が文法の本と魔法基礎理論。基本的に大陸共用文字と古代魔法文字を覚えてもらいつつ、自分の魔力を感知する訓練を積んでもらうから」

　その訓練はすでに終えているので、俺は余裕の表情をしている。ついでに文字も完璧に習得しているので、この段階では俺が学ぶ事は何もない。

「あれ、俺学院に来る必要なかったんじゃ……？」

[image: ]

　考えてみれば、マクスウェルにでも内弟子として師事した方が、効率が良かったかもしれない。

「それから、勉強だけじゃ成長によくないからね。基本的な運動もしてもらうよ」

「えー！」

　コルティナの説明を受け、不平の声を漏らす生徒たち。

　そもそもコルティナといえば戦術の長である。戦場に出た事も、一度や二度ではない。下手をしたら俺より多いかもしれないほどだ。

　対して、このクラスにいるのは幼い頃から魔法の修行に励んできた、真正のもやしっ子。身体を動かすのが得意な者はあまりいないだろう。

「我がまま言わないの。研究派の魔術師ならともかく、冒険なり戦場なりに出るなら、体力も必要になるわよ！」

　実戦を潜くぐり抜ぬけてきたコルティナの一喝に、生徒たちの反論が止まる。

　英雄である彼女の言葉は重く、そしてそれ以上に不興を買う事を恐れたのだろう。

「今日はこれでもう解散だけど、明日からは本格的に授業があるからね。今後は、身体を動かす覚悟もしておく事」

「はぁい」

　それでも基本的に幼い子供ばかりだ。しっかりと諭さとされれば言う事を聞く、素直な生徒ばかりである。

　この間のドノバンという奴が例外としか、言いようがない。

　俺たちはそれからこまごまとした諸注意をコルティナから受け、ようやく解放されたのだった。







　翌日から本格的に授業が始まった。

　時間割によると、この日の最初の授業は何と基礎体力錬成である。俺たちは教室で運動着に着替え、運動場へと集合し、そこで初めて自分たち以外の存在に気が付いた。

　この運動場は冒険者支援学園と共同使用の為、広場の反対側には学園の生徒の姿も見える。

　そこへコルティナがやってきて、笛を咥くわえながら準備運動を始めさせた。

　俺とレティーナは二人で並んで柔軟体操を行っていた。

「うわっ、ニコルさんって身体が柔らかいんですのね」

「うん。わたしは前衛に立つ事もあるから」

「前衛に？　魔術師志望ではないんですの？」

「ううん。魔法剣士志望」

「それはまた、高い目標ですわね」

　魔法剣士というのは、魔法も剣も人並み以上に習得しないといけない。

　そうでなければどちらも中途半端になってしまう。技量が劣るとパーティのバランスを崩してしまうのは、前世で経験済みだ。

「うん。でもがんばる」

「わたしも負けてられませんわねぇ」

「ほら、そこー。おしゃべりしながら準備運動してると、怪我するわよ！」

　心なしかコルティナの表情も、家にいる時以上に明るい。

　そういえば孤児院視察の時も、彼女は子供と遊ぶのが好きだったな。俺は子供に弄ばれていただけだったが。

「それじゃ、続いてグラウンド三周ー」

「えー!?」

「先生、それはすごくキツイです！」

　次々と不満の声が上がるが、これは仕方あるまい。この広いグラウンドを三周となると、優に一キロメートルを超える距離になる。

　幼い子供には、それはあまりにもハードな運動だ。

「大丈夫よ、これは体力の限界を測る為のものだから。それにこの授業は体力錬成よ？　ハードじゃないと鍛えられないじゃない」

「鬼ー！」

「あくまー」

「残念、私はネコよ！　ほら、走る！」

「うわーん！」

　悲鳴を上げながら生徒たちが走り出す。一緒に俺とレティーナも走り出した。

　これでも村では毎日のように体を鍛えていたのだ。もやしの魔術師の卵たちに負ける様な事はあるまい。




　そう思っていた時期が、俺にもありました。




「ぜひゅー、はひゅー」

「ちょっと、まだ半周回ってないのに……大丈夫、ニコルさん？」

「だ、だひじょふぶ」

「どう見ても大丈夫には見えないのですけど……」

　最初の百メートルほどは快調に他の生徒についていった俺だったが、二百メートルに届くころには急激に失速していた。

　明らかに体力切れの兆候である。ちなみに他の生徒たちは、すでに遥はるか先だ。

　人ひと攫さらいの男と戦った時はもっと長く持った。どうやら継続的に体力を消費する運動は、俺にとって天敵のようだ。

　あの時は静と動を繰り返した事で、呼吸を整えながら戦う事ができたのだが、長距離走では常に体力を消耗し続ける。

　そういう運動では、体力の総量の少ない俺は、長く動けない。にしても……少し早過ぎやしないか？

「これで魔法剣士を目指すとは……」

「だ、だひ、じょぶ。いまはまだ──からだが、でき……うぷっ」

「ちょ、ちょっと！　ここじゃ……先生、ニコルさんがギブですわ！　至急、大至急！　衛生兵ー!?」

　喉元まで込み上げてきた、キラキラする危ない物質をどうにか飲み下す。

　さすがにこれをぶちまけては、人間としての尊厳に関わる。

　だがその無理が残った体力を大幅に奪い取ったのか、急激に目の前が暗くなっていく。

「あっ、これ……」

「わわ、ちょっと、ニコルさん！」

　とっさにレティーナが支えようとしてくれたが、どちらも幼い子供である。

　もつれ合うように地面に倒れ込み、俺は意識を失ったのだった。







　次に目を覚ました時、俺は医務室で寝かされていた。

　周囲を見渡してみると、壁際にはポーションが多数収められた薬品棚があり、微かに消毒用のアルコールのにおいが漂っている。

　窓際に設置された机の前には、白衣を着た女性が一人座っていた。

「あら、目が覚めた？」

「……ん、ありがとう。おせわをかけました」

「ちゃんとお礼を言えるのは褒めてあげるけど……まさか最初の授業でぶっ倒れる生徒が出るとは思わなかったわ」

「すみません」

　恐らくは保健医。彼女は俺のそばまでやってきて、手を取り、脈拍を測る。

　白衣の名札にはトリシアという文字。見た目は結構美人なのに、なぜかもっさりした印象を受ける。髪がいまいち纏まとまりきれてないからだろうか？

「んー、少し速いわね。これは元から？」

「うん、いつもけっこうはやい方」

「そうなの。もう少し鍛えた方がいいかも」

　俺の脈拍は、同年代の子供と比べても速い。そして体温も高めだ。トリシア女医の手の冷たさが、心地いいくらいである。

「でもコルティナ先生も、生徒が倒れるまで走らせるなんて、無茶するわねぇ」

「これはわたしの身体が弱いせい。いきなり全員の体調を把握するのは無理だし」

「難しい言葉を知ってるわね。でも今回はちょっとねぇ」

　確かに他の生徒ならともかく、一緒に暮らしている俺の体力の限界を彼女が見誤るなんて珍しい。

　こんなことは前世を通しても、なかった。ギリギリを攻めさせられることは何度もあったが。
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「んー、なんでだろ？」

「まぁ、おかげで可愛かわいい寝顔が見られたけどね」

「むぅ……」

　妙齢の女性に可愛いと言われるのは、元男として微妙な気分になる。まぁ、散々ライエルやマリアに言われてきているので、今更ではある。

　続いて体操着の前を開けて聴診器で胸の音を調べられた。ひんやりとした冷たい金属の感触が、火照った身体に心地良い。

「呼吸音も特に異常ないみたいね」

「うん。そういった異常は今までもなかったし」

「こうして気絶する事は多いのかしら？」

「しょっちゅう」

　ベッドから起きられなかった乳児時代では、気絶するまで魔力を操作する訓練を積んでいた。

　無論成功したことは一度もないが、それでも精神的な疲労感で、毎日気を失うように眠っていた。そういう意味では、俺にとって気絶はそれほど珍しい事ではない。

「なんだか無駄にハードな毎日送ってない？」

「目標があるし」

　魔法剣士になる。そして今度こそ暗殺者ではなく、勇者として名を馳はせる。素質に恵まれていない俺としては、それくらいしてようやく舞台に立てるというモノだ。

　トリシア女医とそういう話をしていると、医務室のドアが勢いよく開けられた。

「あ、目を覚ました？　心配したんだから！」

「ニコルさん、目を覚ましましたの？」

　どやどやと騒々しく踏み込んできたのは、コルティナとレティーナのコンビだ。

　ベッドに腰を掛けて診察を受けている俺を見て、双方安あん堵どの息を漏らしている。

「ごめんね、いつもならしっかり管理できるんだけど、ニコルちゃんってば急激に衰弱しちゃって」

「コルティナが見誤ったの？」

「うん。あんなに急に疲れていくなんて、思ってもみなかったから」

　コルティナの言葉に、俺は自身の貧弱さを思い知る。

「でも、言い訳する訳じゃないけど、あの弱り方はちょっと異常よ。一度詳しく調べてみた方がいいんじゃないかしら」

「昔っからあんな感じだったと思うけど」

　コボルドと戦った時も、急激に疲弊して足を滑らせてしまった。

　人攫いの時もミシェルちゃんが来た直後くらいから、急に疲れている。

　指摘されてみれば、確かに怪しい場面は多い。

　未成熟ゆえの体力の無さかと思っていたが、ひょっとしてこの身体には、どこかに病巣を抱えているのかもしれない。




　トリシア女医によって体調の異常を指摘された俺は、コルティナに許可を貰もらい、精密検査の予約だけをしてもらった。

　この魔術学院は知の殿堂を標ひよう榜ぼうするだけあって、そういった医療設備も整っている。検査にも準備があるので、即日とはいかないが、近いうちに診てくれるそうだ。

　新学期恒例の身体測定の日が有力になりそうだと言っていた。

　検査を予約したといっても、それ以外の日も学院生活を普通に送らねばならない。

　午前中の授業を終えた俺は、レティーナと一緒に校内を散策していた。

　新入生である俺たちの授業は、午前中しか組まれていない。騒がなければ上級生のクラスを廊下から眺めたりする事も可能だ。そういった好奇心を満たすことで、本人に学ぶ方向性を決めさせるという方針もあるらしい。

「本当に身体は大丈夫ですの？」

「うん。結構慣れてる」

　医務室から教室に戻った俺を見て、クラスの子たちはホッとしたような表情をして迎えてくれた。

　さすがにクラスメイトが初日でぽっくり逝くとか、衝撃的過ぎる。その時聞こえてきた、『やはり華きや奢しやなだけあって、体力はないのだな』という声は、聞こえなかった事にしておこう。

　放課後までは一般的な学科の授業だったので、俺は充分に身体を休めることができた。

　体力が回復したので、俺はレティーナを伴ともなって特別教室を見学して回ることにした。

　他の生徒も、クラブ活動等を下調べするために校内に散っているので、これは特に目立った行動ではない。

「それで、この特別教室には何の用があってきたのです？」

「ちょっと調べたいことがあってね」

　俺たちがやってきたのは特別教室の中でも、音楽室と呼ばれる部屋だ。

　大きなピアノが置いてあり、他にも弦楽器が多数壁際に並べられている。

　魔術学院に音楽？　と思われるかもしれないが、古代より歌は呪文と親和性が高く、歌声そのものに魔力を乗せる呪歌ガルドルや長嘯術ちようしようじゆつというジャンルも存在する。

　そういうモノを学ぶために、この音楽室には豊富な機材が用意されていた。

「ひょっとして、ピアノとかに興味あるのですか？」

「うん」

　俺は素直に頷うなずいてみせた。

　あの人攫いとの戦いで、痛感したのは自分の決定力の無さだ。

　俺の持つギフトは操糸術という小細工の類だが、同時にあの神という存在が最強になれると太鼓判を押してくれた能力でもある。

　いや、今思い返してみると、俺の持つギフトとしか言ってなかったか？　三つもあると、どれを指しているのかわかりにくい。

　なんにせよ、操糸を有効に活用するためには、相応の糸が必要になる。ピアノ線のように強きよう靭じんな糸はぜひとも欲しい。

「ピアノを弾きたいなんて、意外と少女趣味な所もあるのですわね」

「え？　弾くのは興味ない」

「はい？　ではバイオリンとか？」

「んにゃ」

　廊下でそんな会話を交わしていると、中で調律していた教師が爪先立ちになって中を覗のぞき込むこちらに気付いたようだ。

　新入生が、音楽室の外で物欲しそうに中を覗いているとなれば、気にならないはずがない。その教師も気さくに声を掛けてくれた。

「こんにちは。新入生さん？」

　その女教師の質問に、俺たちは揃って頷いた。

「楽器に興味があるのかしら」

「すっごく」

「なら少しだけ弾いていく？　今は生徒もいないし」

「いいの!?」

　教師の招きに、俺たちは音楽室に勇んで乗り込んだ。教師はこちらが演奏に興味があると思っているようだが、この際それはどうでもいい。

　テッテケと中に入り込んで、ピアノの周辺を探し回る。

　ちょうど調律をしていた最中なのか、作業箱にピアノ線が一巻き入っていた。こっそりとこれをポケットに収める。

「ニヤリ……計画通り」

「なにがですの？」

「ひょわ!?」

　俺の背後に近寄っていたレティーナは、早速バイオリンを構えていた。音楽室を利用する生徒は少ないのか、教師も楽しそうに面倒を見ている。

「レティーナはバイオリン弾けるの？」

「レディの嗜たしなみですわ！」

　構えたまま胸を張って答えるが、どうにも怪しい。

「ほんとうのところは？」

「実はママが得意で……」

「動機はなんでもいいのよ。興味があるなら弾いてごらんなさい」

「いいんですか？」

「他に生徒はいないって言ったでしょ。それにここは防音設備が整っているから、多少騒音を立てても大丈夫なの」

　防音と聞いて、俺は少し嫌な記憶を思い出していた。その防音魔法に痛い目に遭ったのはつい最近のことである。

　だがそんな俺の心情には気付かず、教師に促されたレティーナは簡単な練習曲を一曲奏でてみせた。

　その音色は俺から見ても子供の域を超えていた。彼女は意外と、音楽系に才能があるのかもしれない。

　しかし俺の感心も、次の一瞬で霧消した。

　レティーナは区切りのいい所まで演奏すると、俺の方を向いて『ドヤァ』とばかりに自慢気な顔をしてみせたのだ。その顔に俺は無駄にライバル心を刺激された。

　回収すべきピアノ線はすでに入手しているので、あとは何をしてもいい。立てかけてあるバイオリンを見様見真似で肩に担ぎ、恭しく弦を構える。

　そして、脳裏に浮かんだ曲を奏でるべく、弦を引いた。




　──ギュギィィィィィィ。




「のおおぉぉぉぉ!?　ストップ、ストップですわ、ニコルさん！」

「うひゃうわあぁあぁぁぁぁぁ!?」

　まるで巨大モンスターの鳴声のような音が鳴り響き、教師とレティーナが悶もん絶ぜつする。謎の怪音波を至近距離で受け、演奏した俺も気絶するかと思った。

「こ、これは──なんというか、ここまでの音は久しぶりに聞きました」

「そんなに？」

「その……きっと、練習すれば、ちゃんとした音楽になりますよ？」

　俺に気を使って、言葉を取り繕つくろう教師。うん、さっきの音を聞いたら、俺でも無理っぽいのは理解してる。

　ようやく復帰したレティーナが俺の肩に手を置いてきた。

「ニコルさん、あなた外見に似合わず、こういう文化的な事は苦手ですのね？」

「文化的ってなに？　それにわたしは田舎の平民だし」

「あの両親の事を考えると、その事実がすっぽり抜けてしまいますわね」

　だがこれ以上俺たちが邪魔するのも教師に悪い。調律作業中だったのに、完全に作業の手を止めさせてしまった。しかもピアノ線を一巻き盗み出しているのだ。迷惑かけまくりだ。

　俺たちは音楽教師に一礼して、そそくさと音楽室を後にしたのである。







　その日の夜、俺は隠おん密みつの能力ギフトを使用して、コルティナの家を抜け出していた。昼に盗み出したピアノ線を活用してみるためだ。

　街の外に出るには門を抜けるか、壁を越えるしかない。そのため街中での実験になる。




　以前、人ひと攫さらいと戦った貯木場。

　そこはすでに衛え士じによる調査が入り、現在は閉鎖されている。おかげで今は人目がなく、しかも障害物が多い。訓練にちょうどいい場所になっていた。

　あの神の言っていた、俺が最強になれるための能力。今まで俺は操糸の能力を、そのまま糸を操るために使っていた。

　だがこのままでは最強には程遠い。恐らく、使い方をかなり工夫しないといけないはずだ。

　そこで考えたのが、自身に糸を纏まとわせる方法。

　俺に足りないのは筋力と持久力だ。だが糸を操るだけなら、スタミナの消耗はほとんどない。俺の手足を糸によって操れるようになれば、スタミナ不足を補えるようになるかもしれない。

　その実験を行うため、この場所にやってきた。

「さて、と──」

　まずは腕に糸を纏わせて、カタナを手にする。

　俺の筋力ではカタナを片手で持つ事はできない。しかし、操糸で俺は自分の筋力と同じ程度の力で操れる。元の筋力と糸の助力があれば、片手でも剣を振れるかもしれないと考えていた。

　手始めにゆっくりとカタナを持ち上げてみると、片手でも充分に保持する事ができる。

「お、意外といけるか……？」

　そう思って軽く剣を振る。持つだけではなく、剣を振れねば話にならない。

　するとたった一振りで──俺の腕が裂けた。

「あっつぅ!?」

　上着の袖口を裂いて、螺ら旋せんを描くように血が飛沫しぶいている。しかもその勢いはかなり激しい。

「ま、まず──」

　俺は慌てて操糸を解除し、ピアノ線を腕から剝はがした。

　腕の傷は結構深く、布を巻いた程度では誤魔化せないほどの出血をしている。

「まずいな、これ……どうしたら……」

　今の俺に治癒魔法は使えない。この怪我を隠し通すのは不可能だろう。

　明日の朝になればフィニアに、いや、コルティナにも気付かれることは間違いない。

「あーあ、ギフトは強力な物ほどバックファイアも激しいんですから、気を付けないと」

「誰だ！」

　突然、背後から能天気な声が響く。だがその声には聞き覚えがあった。

　そこには想像通り、白一色の姿をした自称神がいた。

　見た目だけなら絶世の美少女。それがややヤボッたい眼鏡と、なぜか大型犬用の首輪を着けている様は、奇妙で、背徳的な印象を与えてくる。

「お前……」

「ほら、手を出してください。本来こういう干渉はよくないんですけどね」

「どういう事だよ」

「ほら、わたしはこう見えても神様ですからぁ。大っぴらに人前に姿を見せるのはよくないんですよ」

　俺の手を取り、軽く叩く。それだけで俺の傷は消きえ失うせた。

　呪文の詠唱も、魔法陣を展開する様も見えなかった。いや、一瞬だけ魔法陣が光ったか？　なんにせよその一瞬で展開を終えるとか、信じられない熟練度だ。マリアでも、ここまで素早い発動は可能かどうか……

「怪我もそうですけど、無理しちゃダメですよ。あなたは現在、色々不安定な状況にあるんですから」

「不安定？」

「魔法を使えない前世のあなたの魂を、魔法の素質ある素体の中に押し込めたわけですから、そりゃ不都合も出るってモノです」

「……どうしてそこまで、俺に目を掛ける？」

「ん～、ナイショです」

　愛あい嬌きよう一杯の表情で、ウィンクを寄よ越こす神。幼い少女のような姿をしているが、そういう仕草は妖艶さを感じさせる。

「それより、糸を外部動力に使うのは間違いじゃないですけど、糸ってそれだけじゃないですよ？」

「は？」

「あまりヒントを与えすぎるのは問題なので、これ以上は内緒ですけど」

　トンと、後ろに跳ねて俺から距離を取る。

「それじゃ、今後は気を付けて。レイド・アルバイン君」

「俺の姓まで知ってるのかよ」

「そりゃ、もちろん」

　アルバイン。それは俺が邪竜退治のために国を出る前に名乗っていた姓だ。貴族ではないのだが、それなりに裕福な一族だった。

　しかし俺は半魔人として生まれた、いわゆる鬼子だった。それであっさりと孤児院に捨てられた経緯がある。

　名を言い当てられた隙に、神はさらに一跳びする。影に紛れた一瞬で、この場から姿を消した。

　その痕跡はまったく残されていない。いや、完治した俺の腕だけがその痕跡と言えるだろう。

「どうせなら服も直していってくれよ、神様……」

　俺の上着の袖は、ピアノ線でズタズタに裂かれていて、しかも血ち塗まみれだった。

　これでは洗濯にも出せやしない。この上着は廃棄しないといけないだろう。といっても上半身裸で帰る真似は避けたいので、袖の部分だけ切り落として羽織る事にする。

　そして先ほど神に言われた事を吟味する。

　糸はそれだけじゃないと言っていたが、よくわからない。ただ、糸で筋力を補助するのは間違いじゃないとも言っていた。

　ならばこの使い方でも、考え方は間違っていないはず。

　ピアノ線ではなく毛糸を使って腕に纏わせ、先程と同じ要領で剣を持ちあげてみる。今度は毛糸の柔らかさもあって、腕が裂かれるような事態は起きなかった。

「剣を振る事はできるな……」

　しかし二度、三度と振っていくうちにブチブチと音がし始め、やがて毛糸がぶつりと千切れてしまう。

　筋力補助に使うには、強度が足りなかったようだ。

「ふむ……朱の一、群青の一、山吹の三──強化付与エンチヤント」

　毎度おなじみの強化付与エンチヤントの魔法。本来の詠唱は魔力値の設定の後にイメージを誘導する補助呪文が必要になるのだが、この魔法を使用することにも慣れてきていて、今では使用せずとも発動することができるようになっている。

　毛糸を強化してから先程と同じように剣を振る。二度、三度──十度。二十を超えても毛糸は千切れることはなかった。

「これなら実戦でもいけそうだな。片手で剣を振れるだけでも、大きな進歩だ」

　片手で剣を振れるという事は、もう片方の手を自由に使えるという事だ。だが片手は糸を使うために空けねばならないので、実質的には似たようなモノか。

　続いて足に毛糸を巻き付け、機動訓練をしてみる。

　俺の操糸の能力は接触さえしていれば、自在に操る事ができる。つまり片手で最大五本まで扱う事ができる事になる。

　左手で糸を使い、右手と両足を操作すれば、大幅に戦闘力を増す事ができるだろう。

　毛糸の数を増やし両足を糸で強化して軽く一歩踏み出してみる。すると俺の身体は自身の想像以上の勢いで前に飛び出した。

「うおぉぉ!?」

　ブレーキを掛けそこなって、貯木場の木材に頭から突っ込んでしまう。

　ガツンという衝撃が鼻先に走り、目の前に星が散った。







　翌朝、俺は朝食を摂るために食堂へ向かった。

　顔を洗って、服を着替え、居間のテーブルに着いた俺を見て、フィニアは不思議そうな声を上げる。

「ニコル様、その鼻はどうしたんです？」

　俺の鼻は、トナカイもかくやという程赤く腫れあがっていたのだ。その顔を見て、驚きの表情を浮かべるコルティナとフィニア。

「ちょっとベッドから落ちた」

　憮ぶ然ぜんとした表情で俺はそう告げ、フィニアの運んできたホットミルクに口を付けたのだった。
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　それからしばらく、俺は学院に通いながら操糸による身体能力の補助の訓練を続けていた。

　初日にいきなり医務室送りになった事を受けて、俺はどうやら周囲に虚弱体質の箱入り娘として認識されたようだった。

「やはりライエル様に大切に育てられてたから……」

「ほら、この間も放課後に音楽室に出入りしていたそうだぞ」

「音楽室？」

「しばらくしてバイオリンの綺き麗れいな音色が流れてきたとか」

「へぇ、さすが英雄の御ご令れい嬢じようは教養が違うなぁ」

　なぜかあの日、レティーナが弾いたバイオリンが俺の演奏という事になっている。

　初年生に音楽の授業はあるが、せいぜい縦笛リコーダーによる基礎技術の習得しかないのが救いだ。もし実際に演奏する羽目になれば、ボロが出てしまう所だった。

　いちいち修正するのも面倒なので、俺はそれを修正する事なく、自席で編み物を続けている。この編み物は指先の動きを鍛えるとともに、操糸の練習にもなる。

　ついでに出来上がったマフラーやセーターはプレゼントしてやれば喜ばれるので、一石二鳥だ。

　そんなわけで我が家にはマフラーやセーターが大量に存在していた。凝ったところだとミトンの手袋なんてのもある。

　今編み物をしているのも、コルティナの物欲しそうな視線に負けたからだ。

　原因は簡単で、気軽にラウムまでやってこれるようになったライエルとマリアが、コルティナに俺の編んだセーターを見せつけて自慢したのがきっかけだった。

　それを見せつけられたコルティナが『私も欲しいなー、編んでくれないかなー』としつこくプレッシャーを掛けてきたのだ。それも、あからさまに。

　無論強要ではないのだが、大家の要請ともなれば、断るのも気が引ける。

　おかげで俺は、朝から編み物に励まなければならなくなった。せっせと編み物に励む俺を、レティーナが珍しそうに見ていた。

「珍しいですわね。あなたが女性らしい趣味に没頭しているなんて」

「失礼な。というか、編み物は別に女性の専売特許というわけじゃないし」

　前世でも、人目に付かない所ではこうして指先の鍛錬をしていたし、冒険中も繕つくろい物は俺とマリアで修繕していた。

　ちなみにライエルとガドルス、コルティナにこういう作業は無理だ。マクスウェルに到いたっては、針穴や糸目が老眼で見えないので、不可能である。

　こうして席に座って編み物していると、周囲のなんだか羨望するかのような視線が飛んでくる。

　そういえば、今はその視線がないな？

「ところで準備しなくていいのですの？」

「は？　なにを？」

　そう言われて俺は顔を上げる。すると周囲には服を脱いだ生徒たちがソワソワしながら待機していた。

「あれ、なんでみんな服脱いでるの？」

　男女同じ部屋で脱いでいるのだが、全員十にも満たない年齢なので、全く嬉うれしくない。

　話しかけてきたレティーナもパンツ一丁という有様である。ウム、下は見事なカボチャだ。

「今日は身体測定の日ですわよ？」

「あ、そうだっけ？」

　授業内容が文字の勉強とか、国の歴史とか、基本知識ばかりなので、俺は授業を聞き流している事が多い。

　だから身体測定があるという話も、一緒にスルーしてしまっていたのだろう。

　俺一人遅れるというのも恥ずかしいので、即座に編み物セットを通学用のきんちゃく袋に詰め込み、スポンと服を脱ぎ放つ。基本ジャケットとシャツとスカートだけなので、脱ぐのは非常に楽だ。

　女性としては少々慎みの無い行動ではあるが、なにせ周囲も俺もまだ子供だ。更衣室すら用意されてない歳なのだから、羞恥心も持ちようがない。

「そういえば今日は放課後にも検査だっけ？」

「検査……ああ、この間の」

「うん。精密検査」

　俺の精密検査と聞いて、教室内がざわざわとさざめいた。クラスメイトの女子生徒がおずおずと尋ねてくる。

「あの……ニコルちゃん、身体悪いの？」

「んー、ちょっと疲れやすいから、一度調べてみようという事になってね」

　胸の前で手を組んで、全身から心配してますっていうオーラが出ていて、子犬みたいな印象の子だ。

　ミシェルちゃんみたいな元気系の犬ではなく、甘えてくる愛玩系の子犬。

「えと、ゴメン。名前──」

「あ、そうだよね。まだ自己紹介してなかったし。わたしはマチス・ホールトンって言って、ホールトン商会の……」

「ああ、あの」

　その商会の名は以前から聞き覚えがある。このラウムでも最大の商会だ。前世でもこの国を訪れた時、俺も何度か世話になった事があった。

　そうか……ということは、当時のあの若頭の娘なのか。知り合いの娘がこうして目の前に現れると、なんとも感慨深い思いにさせられてしまう。

「うむ、じだいをかんじる」

「は、はぃ？」

「気にしないで。心配してくれてありがとう」

　俺は彼女に右手を出して握手を求める。彼女もおずおずとその手を握り返してくれた。

　その手は肌が白く、ぷにぷにしてて、将来有望そうで大変よろしい。今は俺の好みから少しばかり外れているが。俺はスラッとした女性の方が好みなのだ。例えばコルティナみたいな？

「あの、お友達になってもいい？」

「もちろん。わたしはミシェルちゃんって子しか友達がいなかったから、うれしい」

「ちょっと、わたしは!?」

　後ろでギャイギャイ騒ぎ出したレティーナはスルーだ。お前はどちらかというと、面倒な子分。

　そこへ勢いよくドアを開けて、コルティナが乱入してきた。

「よっし、諸君。準備はきちんとできたようだね。そいじゃ身体測定に行ってみよう！」

「コルティナ先生、なんでそんなにテンション高いの……」

「女子はきちんとバストサイズを私に報告する事」

「いや、まだおっきくなってないし」

「男子諸君は今のうちにじっくり見とくんだぞ。将来は見たくても見れないんだから」

　コルティナの問題発言の直後、クラスの男子生徒の視線が一斉に俺に向かって集中した。

　さすがにその感触に全身鳥肌が立って、思わず胸元を隠してしまう。
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「……コルティナ、余計なこと言わない」

「あはは、ごめーん」

　相変わらず戦時以外は騒々しい奴だ。

　俺は溜ため息いきを吐つきながら、身体測定の場に向かったのである。




　測定器が設置された医務室では、生徒たちが身長や体重を測っては、次の測定に向かっていく。

　体重測定の列に並びながら、俺は手元にあるファイルに記入された数値を見て、こっそり溜息を吐いた。

「……背、あんまり伸びてない」

「ニコルさんは小さいですものね」

「小さい言うな」

　そういうレティーナのファイルを覗のぞき込むと、俺より十センチ以上も背が高い。

　彼女はクラスでも特に背が高い方だから、俺と並ぶと非常に大人っぽく……というか歳より上に見える。逆に俺は、まるで人形のような印象を受けるだろう。

　しかしここまで体格の伸びが悪いとなると、精密検査で異常がある方がありがたいかもしれない。

　マリアには悪いが、天然でこれというのは、少々将来性に不安がある。

　隣に立つレティーナは歳にしては背が高いので、俺と並んで立つとこちらが見上げないといけない。結構……いや、かなり癪しやくに障る。

　今日は放課後にようやく精密検査の準備が整う。俺だけもう一回、ここに来なければならなかった。

「せめてコルティナくらいの身長は欲しい。マリアまでとは言わないから」

「それは望み薄ですわねぇ」

「なにをぅ！」

　コルティナは猫人族なので、人間の平均値よりは少しばかり背が低い。マリアは華きや奢しやな体格だが身長は平均的だ。肉付きも悪くはないが、やはり細さの方が目を引く感じである。

　ライエルの体格の良さは、言うまでもない。長身で、それでいて暑苦しくならない程度の筋肉を併せ持つ。

　その娘であるにもかかわらず、俺の身長はその三人よりも低くなりそうだ。

「まて、レティ！」

「ヤですわ！」

　皮肉をぶっ放したレティーナを追いかけるべく、俺は列を離れた。

　しかしその俺の両脇に手を差し込んで持ち上げた人物がいる。言うまでもなく、担任のコルティナだ。

「こらー、ちゃんと並んでないとダメでしょ」

「でも、レティが──」

「言い訳しないの。ほら」

　俺は人形のように抱え上げられながら、体重計に乗せられる。そこに出てきた数値は、やはり平均的児童よりも小さい。

「ハァ……」

「おかしいわねぇ。家でもご飯たくさん出してるのに」

「たくさん出されても食べられないから」

　この身体の胃袋は非常に小さい。トースト半分でお腹が一杯になってしまう。活動に必要な最小限の食事しか摂取できないかのように、限界値が低い。

「うーん、食が細いとは聞いていたけど、ここまで太らないとは」

「太る言うな」

　俺は拳をコルティナの腹に叩たたき付けるが、全く効いた風な素振りを見せなかった。

　個人的にはドスッという感じだったのだが、実際はぽこんという間の抜けた音しか鳴らなかった。

　まぁ、今の俺の筋力ではそんな物だろう。




　そして放課後。俺は再び、医務室に訪れた。

　俺の他には付き添いのコルティナと、隣の支援学園からミシェルちゃんも来ていた。後、オマケでレティーナ。

　扉を開いて中に入ると、そこには身体測定の時とは別の測定器具が配置されていた。恐らく身体測定を終えた後、大急ぎで準備を整えたと思われる。

「いらっしゃい。それじゃさっそく始めましょうか」

　俺の顔を見るなり、トリシア女医は注射器を取り上げてニタリと笑ってみせた。

　少し大きめの注射器をわざとらしく見せつけてくる。それにミシェルちゃんは一歩引いた。

「わざとやってる？」

「うん」

　ミシェルちゃんの反応に満足そうな笑顔を返すトリシア女医に、俺はじっとりとした視線を向けた。

「普通の子はこれを見ると、少しは怖がるんだけど……あなたは平気なのね？」

「痛いのはわりと慣れてるし」

「それは感心だけど、実はよくないことなのよ？」

「しってる」

　痛みは生命の危機を知らせる重要な信号だ。それを無視する事に慣れるということは、命の危険に無頓着になることと同義である。

　前世の俺はそれに慣れていた。その結果があの暴走……魔神との対決という結果を招いたのかもしれない。苦痛や恐怖に馴な染じみすぎて、危険に鈍くなっていた可能性があった。

　溜息を吐く俺の手を取り、トリシア女医は手早くアルコールを塗り付け、ぶすりと注射器を刺した。こちらが俯うつむいた隙を突いて、滑らかな手付きで採血する。

「あうっ」

「油断大敵ね。じっとしておいてね」

　それから俺はいくつかの検査を受けた。血液検査に魔力検査。果ては詳細な視力測定まで。

　測定器具から数値を読み取り、その結果を受けて、トリシア女医は考え込んでしまった。

「どう、結果は？」

「うん、だいたいわかってきたわね」

「そう！　それで？」

「たぶん、魔力蓄過症」

「魔力蓄過症？」

　博識なコルティナですら、聞いた事がないようだった。文字から察するに、魔力を貯ため込みすぎる症状か？

「文字通り、これは魔力を体内に貯め込みすぎてしまう症状よ。潜在力の限界を超えて貯め込んじゃうのが原因」

「それは、どういうこと？」

　俺はトリシア女医に言葉の先を促す。この貧弱体質の原因がわかるとあって、俺も気が急いていたらしい。

「本来、魔力の潜在力と解放力はそれなりにバランスが取れているものなの。それなのに、あなたはそれが取れていない」

「ふんふん」

「子供の頃にごく稀まれに起きる症状なんだけど、成長と共に解放力も増加して、症状は緩和され、いずれは消える」

「ふん、ふん！」

「ところがあなたの場合、その差が大きすぎて、成長するまで身体が持たないのよ。結果意識を失うまで貯め込んでしまい、気絶中にそれをゆっくりと放出する事でバランスを取っているの」

「ふむ、ふむ？」

「なにこの子、かわいい。頂戴」

「ダメ」

　拳を握り締めて話を聞きいる俺に、トリシア女医は唐突に方向転換した。俺の頭を抱え込む彼女にコルティナは迷いなくＮＯを突き付ける。

「それはともかく、このままだと危ないのよ」

「危ないって？　気絶して解放しきれるのでしょう？」

「命の危険はないわ。気を失っている間の放出量は、平時のそれより大きいから」

「なら……」

「でも、それも限度があるの。貴方あなたの場合は解放力の成長よりも潜在力の方が伸びが早い。このままだと一日中気絶なんて状態になりかねない」

「そんな……」

　まだ幼いうちだから、これで済んでいる。このまま悪化すれば、事態は悪くなる一方だ。

「なおせるの？」

「治せない事はないわ。要は解放力さえ大きくなればいいのよ」

「そんな真似ができりゃ、苦労はしないわよ」

　コルティナは『何を今更』と言わんばかりの表情で呆あきれてみせる。彼女も魔法に挫折した身だ。解放力の小ささという問題の大きさは、充分に理解している。

「本来なら訓練か成長でしかそれを伸ばす事はできない。だけど、特効薬が一つだけ存在するのよ」

「え？」

　トリシア女医はそう言うと、ニッコリと人の悪い笑みを浮かべていた。

　解放力を増やす。本来なら有り得ない薬の存在を暴露して、トリシア女医は『してやったり』という表情を浮かべていた。

　それは明らかに、俺たちの反応を見て楽しんでいる顔だった。

「ちょ、ちょっと待って、トリシア！　そんな薬、私も聞いた事がないわよ！」

「……………………一つといったわね？」

「うん」

「あれはウソよ！」

「どっちなのよ!?」

　珍しくコルティナの方が手玉に取られている。随分とこのトリシア女医と仲が良いらしい。

　コルティナを前にすると、他の教師でもどこかに緊張が見て取れるのだが、彼女にはそれが全く見受けられない。ここまで緊張がないということは、ひょっとしたら日常的に顔を合わす仲なのかもしれない。

「そうね。一つじゃないのは、解放力を増やす手段の事よ」

「他にも手があるって言うの？　そんなのあったら魔術師志望者は大騒ぎするわよ」

「それがそうでもないのよね。私が知るだけでも三つはあるんだもの」

「お・し・え・な・さ・い！」

　トリシア女医の首を締め上げるコルティナ。

　彼女としても、魔術師の技量が上がればできる事は増える。この情報は是が非でも欲しいはずだ。

「ぐえぇ……お、落ち着きなさいよ。いい？　まず一つ目、常識的に不可能なら常識ではない存在に頼る事」

「常識ではない存在って何よ？」

「ズバリ、神様」

「いる訳ないでしょ！」

　いや、いるぞ。しかもわりとホイホイその辺を歩いてるし。現にミシェルちゃんの背には、その神から授かった大弓が下げられている。

「まぁ、これは現実的ではないわよね。そこで二つ目。これは現実的よ？」

「もったいぶらないでさっさと言う！」

「せっかちねぇ。婚期を逃すわよ？　ああ、もう逃してたんだっけ？」

「アンタは！　人の古傷をグリグリと──」

「落ち着きなさいって。二つ目は超常の力を持つ存在を取り込む事」

「超常の存在？」

「具体的に言うとドラゴン」

「ブホッ!?」

　コルティナが噴き出したが、これもわからないでもない話だ。

　ドラゴンはそれだけでも超常の存在だ。中でも邪竜コルキスや魔竜ファーブニル、神竜バハムートという存在は神にも等しい力を持っている。その力を取り込むという事は……

「肉を喰くらうって事？」

「ニコルちゃんは察しがいいわね」

「倒せるわけないでしょ。あんなのと対たい峙じするなんて二度とゴメンよ。岩すら溶かしちゃうのよ？」

「でも倒した経験があるって事は、その素材も持ち帰ったんでしょ？」

「そりゃ、まぁ……」

　とはいえ、コルキスの最期はほとんど自爆の態を為していたため、肉はまったく手に入っていない。

　せいぜい鱗うろこと牙と角つのと爪、あとは皮くらい。

　これは俺たち六人で分配し、それぞれの隠し場所に保管してある。その場所は俺たちですらお互いに知らない場所だ。

　肉は無理でも、鱗や骨を削って粉末にすれば、確かに取り込む事くらいはできるだろう。

「でもそれも不可能よ。邪竜ほどの超存在なると、その力は強大過ぎるわ。身体に取り込んだ段階で、なにが起きるかわかったモノじゃない。最悪、死すら有り得る。むしろそっちの方が可能性が高いわね」

「そうね。私としても患者にそんなリスクを冒して欲しくないわ。そこで三つ目」

「もう……随分ともったいつけるわね」

「せっかくの見せ場なんだもの。これくらいいいじゃない。三つ目は女王華の蜜を飲む事」

「女王華──トレントの上位種か」

　コルティナは顎に手をやって思案する。

　女王華はトレントの上位種、エルダートレントのさらに上の存在とも呼ばれ、枯れ木のようなトレント種の中にあって唯一花を咲かせるモンスターらしい。

　そしてそこから生み出される種は、新たなトレントに成長するという話だ。

　もっとも、それを実際に目にした者はほとんどいない。それほど希少なモンスターだった。

「発見報告そのものがレアよね。そっちも望み薄なんじゃない？」

「ところがどっこい。このラウムという国ではそうでもないのよ。エルフたちの住まうこの森の国では、トレントはそう珍しいモンスターじゃないわ」

「そうね。敵対的なモンスターでもないから、あまり討伐依頼も出てないけど……待って、数が多い？」

「そう。さすがに察しがいいわね。トレントの発生理由は女王華による繁殖以外にも色々あるけど、このラウムでは特にトレントが多い。それはつまり──」

「ラウムに女王華が存在する？」

　森という特殊な環境にあるラウム森王国では、植物系や魔獣系のモンスターが多数出現する。特に植物系のモンスターは他国よりも遥はるかに多い。

　そんな中で中立的な反応を返すトレントは、あまり敵とはみなされていない。それよりも倒さねばならないモンスターが、他に存在するからだ。

　そういう環境故か、穏和な植物系モンスターがこの国には多数存在する。アルラウネやトレント、ドライアードなどがその代表である。

　つまりこの国は、女王華にとっても、非常に暮らしやすい環境ともいえる。

「確かにこの国なら、根城にしていてもおかしくないわね」

　コルティナがポツリと呟つぶやく。その直後──

「話は聞かせてもらったぞおぉぉぉ！」

　ズパンと勢いよく医務室の扉が叩たたきつけるように開けられた。扉を開けた勢いに、ガシャンとドアについていた覗き窓にヒビが入る。

　同時に大人しく話を聞いていたミシェルちゃんとレティーナが、ぴょこんと跳ねた。驚いたのだろう。

　この暴挙を行ったのは──ヒゲジジィ、もとい、マクスウェルだった。

「り、理事長？　なぜこんなところに！」

「うむ、ライエルの娘の身体を隅々まで調べると聞いての」

「なんだか卑ひ猥わいな風に聞こえるんだけど？　あと、珍しく理事長室から出てきたと思ったら、ドアを壊さないでよ」

「ヒビくらいでガタガタ言うな。皺しわが増えるぞい」

「死にたい!?」

　軽くコルティナを煽あおりながら、医務室に入ってくるマクスウェル。この爺じいさんが動いたとなると、また騒動が大きくなりそうだと、俺は溜ため息いきを吐ついた。

　ズカズカと室内に乗り込んできて、勝手に引き戸を開けて茶葉を取り出すマクスウェル。その様子を、ミシェルちゃんとレティーナはあんぐりと口を開けて眺めていた。

「あれくらいで驚いちゃダメよ？　理事長とコルティナはよくここに逃げ込んできてお茶してるんだから」

「そ、そうなんですか？」

「外じゃ注目され過ぎて、気が落ち着かないだけよ」

「まったくじゃ。ワシャ、気の小さいジジィじゃというのに」

「アンタはこの国の元王族だから、注目されて当然でしょ？」

　さっそく口ゲンカを始めたコルティナを制して、俺はマクスウェルに話を聞く。この二人を放置しておくと、いつまで経っても話が進まないのは、前世からよく知っている。

「それでなにしにきたの？」

「うむ。まずはニコルや。こっちゃ来い」

「はぃ？」

　傍若無人に茶を入れ、椅子を取り出して腰を下ろすマクスウェルに呼ばれ、てくてくそばに寄っていくと、ひょいとその膝に乗せられた。

「あ、ズルいわよ。私が乗せようと思ってたのに」

「早い者勝ちじゃ」

「あの……それはともかく」

「おお、女王華じゃったな。それなら南方の森に一体おるぞ」

「本当!?」

　膝の上からマクスウェルを振り返る。希少モンスターの所在まで摑つかんでいるとか、さすが王族関係者である。

「トレントは敵対的とは言わんがモンスターじゃからな。それに群れの数も相応に多い。それが万が一ワシらに反旗を翻してきたらどうする？　情勢を把握しておくのは当然じゃろ」

「それもそっか。女王華は知性があるって話だから、トレントを率いる可能性は十分にあるわね」

「こちらから害を加えん限りはないがな。そしてその蜜を手に入れようという話は……」

「その引き金になる可能性は高いか。平和的に交渉できればいいんだけど」

「なんの後ろ盾もないお主じゃ、それは望み薄じゃろ」

　コルティナはかつての俺と同じで、特に後ろ盾を持っていない。

　ガドルスやマリアなどもその国の有力者と血縁を持っていたのだが、俺とコルティナだけはそういう血縁はない。

　代わりにコルティナの場合、軍との関わりが深かった。その関わりは国を出奔した時に失っている。

「勢力といっても原始的な物じゃ。どちらかといえば村落のそれに近い。それだけに個人の縁が大きくモノをいうじゃろ」

　そう言うとマクスウェルは、自分の胸をドンと叩こうとした。

　ちなみにその位置は俺の頭があるので、寸前で拳を摑んで防御しておく。

「そこでワシも女王華の元へ向かおうと思う！」

「はぁ？　アンタ学院はどうするのよ？」

「そんなもん、元より放置気味じゃから、どうとでもなるじゃろ？」

「いやいや！　それに荒事になるかもしれないじゃない」

「そういう時のためのお主じゃ」

「私も後衛だっつーの！」

　コルティナもマクスウェルも、基本的に近接戦闘は弱い。

　もし女王華との交渉がこじれて荒事に発展した場合、矢面に立たねばならなくなり、非常に危険だ。

「それだけじゃないですよ。女王華の蜜はその場で加工して薬にし、できるだけ早く摂取しないといけません。つまり……」

「ニコルちゃんも現地に連れて行く必要がある、という事ね」

「そうよ。だとすれば、私たちを守る前衛の存在は必須になるのではないですか？」

「ならライエルを呼びつければよかろ。娘のためじゃ、アヤツ張り切るぞ」

「って事はマリアも来るわね。後衛が多過ぎない？」

「ふむ、ガドルスも呼ぶか」

　守備のスペシャリスト、ガドルス。大陸東方のマタラ合がつ従しよう国こく出身の勇者の一人だ。聖盾を持ち、あらゆる攻撃を跳ね返す、防御の達人。

　邪竜のブレスすら、奴の盾は防ぎ切ってみせた。

「それは……」

　今回のようなケースでは確かに適任。だがコルティナは激しく渋い顔をする。彼女とガドルスによる確執は、十七年を経て、まだ続いていたらしい。

　俺の死のきっかけを持ち込んだ事。

　それはガドルスには決して知り得ない情報であり、あの状況はコルティナでもどうしようもなかった。その責をガドルスに負わせる事は、八つ当たりに近い感情である事は、彼女自身も理解していた。

　だからといって、感情というモノは自由に制御できるものではない。

　ガドルスもそれを知っているからこそ、黙って彼女から距離を置いてくれている。

「まだ引ひき摺ずっておるか。まぁ、わからんでもないが、そろそろ……いや、しかしこうなると人手が足りんの」

　俺たち……いや、マクスウェルたちのレベルになると、要求される前衛のレベルは果てしなく高い。

　こうなると俺の死やガドルスの不参加が激しく響いてくる。元々ギリギリの人員でやりくりしてきた俺たちは、戦力不足に陥りやすかった。

「わたしも戦える」

　だからこそ、俺は前衛に立てる事を主張した。どうせ俺の完治のためには、女王華の元に向かう事は必要不可欠。

　ならば今のうちから前衛をこなせることを主張しても、悪くはないだろう。

「ほほぅ、そういえばニコルは人ひと攫さらいを倒したんじゃったか。それは将来、期待大じゃな！」

「だから──」

「気持ちはありがたいが、大人しくしておいてくれるとありがたいの」

「は、ハイ……」

　まぁ、そういう反応が返ってくるのは、予想通りである。

　だが俺の声に便乗してくる者たちがいた。

「わたしも！　わたしも行く！　ニコルちゃんのためだもの、戦ってみせるよ！」

「わたしも行きますわ！　火属性魔法なら自信がありますもの」

「ちょ、ちょっと待てい!?」

　鼻息荒く手を挙げたのは、俺の友人二人だ。

　ミシェルちゃんの友情の厚さと、レティーナのノリの良さは理解しているが、こんな危険にまで首を突っ込んでくるのは予想外だ。

　さすがに俺も、それは賛成できない。

「危ないよ。実戦なんだから」

「お友達の危機に知らんぷりなんて、そんなのできないわ」

「そうよ、そうよ！」

　俺に反対されて、逆に闘志に火を点つけてしまったようだ。二人して拳を握って抗弁してくる。

　ミシェルちゃんの頑固さは俺も散々思い知らされている。こうなったら、テコでも動かない。

　それに、彼女を連れて行って、レティーナを連れて行かない訳にもいかない。

　そんな二人の勢いに、マクスウェルも背を仰のけ反ぞらせて引いている。

「わ、わかった、わかったから大人しくせぃ」

　不承不承という態で同行を許可した。

　この二人の参戦。それは庇ひ護ごが必要な者の増加を意味する。俺やトリシア女医を含めて四人。半端な前衛では守り切れない。

「ハァ……仕方ないわね。ガドルスに連絡入れてくれる？」

「いいのか？」

「この際、背に腹は代えられない。それに、もう区切りをつけてもいい頃合いよ」

　大仰に肩をすくめるコルティナに、マクスウェルは満足そうな笑みを浮かべる。

　こうして俺たちはラウム南方へ旅立つことになったのだ。







　そうして、英雄たち五人と、俺たち三人、そして保健医のトリシアを交えた、計九人の大所帯による遠征が計画された。

　といっても、即日出立という訳ではない。マリアたち英雄三人はともかく、俺たちには学院があるので、そう休んではいられないのだ。

　事は俺の身体の問題なので、できるならばすぐにでも旅立ちたい所ではあったが……

「はーい、ここの単語わかる人ー」

「はいっ！」

「はーい！」

「せんせー、ぼくー！」

　コルティナが黒板をパンと叩いて単語を指示し、その読解を生徒に求める。

　そこに書かれている文字は──『リンゴ』だ。

　エリートとはいえ、集められているのはしょせん七歳前後のお子様たち。文字の読み書きという基礎的な知識から教え込まねばならない。

　無論、幼少時からエリート教育を受けてきた子供は読めるのだが、そんな生徒ばかりとは限らないので、こういう授業もカリキュラムに入っている。

　クラス担任のコルティナは、大陸共通語の読み書きを教えているのだが……そんな知識はすでに習得している俺にとって、退屈極まりないモノだった。

　それだというのに──

「はい、じゃあニコルさん」

「えっ、また？」

「成績優秀者ですもの。みんなに模範を見せてあげてね？」

　と、事あるごとに絡んでくるのだ。コルティナは。

　おかげで俺は学業優秀、虚弱体質の美少女新入生という、少しばかり間違った認識が学園中を駆け巡っている。いや、虚弱体質は間違いじゃないのだが。

　何より目立つ外見のレティーナと俺が一緒にいることで、余計に注目を集めていた。金と銀の髪の二人、『まるで月と太陽のようだ』とまことしやかに噂うわさされているらしい。

　ともあれ、今は解答を述べる必要がある。席を立って、答えを告げ、そそくさと席に座る。その度に腿もも周りにスカートがひらひらと纏まとわり付き、違和感が半端ない。

　村では長めのスカートがほとんどで、訓練中はズボンだった。そのせいでこういう学院の制服のような短めのスカートは、どうにも慣れない。

　というか、フィニアが短めのスカートを更に詰めて、ニーソックスとの絶対領域を強調させようとする。

　しかも、下にスパッツ状の体操着を履こうとすると、今度はコルティナが嫌がるのだ。

　その主張が、『そんな絶対防壁の向こう側にさらに壁を立てる真似は許しません』だったのだから、救いがない。幼女のパンツ見て何がうれしいのだ、貴様は。




　その日は魔法の実習が組み込まれていた。

　運動場の一角にある魔術訓練場に入り、そこで実際に魔法を放って発動に慣れていくのが目的だ。

　そしてそこで人一倍張り切っている人物が一人。

「ぬふふふ。ついにわたしの真価を発揮する時が来ましたわね！」

「レティーナ、じゃま」

　標的の設置された訓練場の物珍しさに、生徒たちは歓声を上げて周囲を見渡す。

　この訓練場は外壁や設備に対魔法術式が組み込まれており、外部にその威力が漏れることはない……理論的には。

　俺は目の前に仁王立ちになるドリル……もといレティーナを押しのけ、離れた場所にある標的を見る。

「はいはーい、今日は実際に魔法を撃ってもらうから、覚悟してね」

　手をパンパンと叩たたきながらコルティナがやってきた。その身は珍しく重装備に包まれていた。

「コル……先生、その装備は？」

「素人が魔法放ってるそばに立つなんて怖いじゃない」

「ひっどい!?」

「なーんて、噓うそよ噓。これは君たちが着けるんだよ？　魔法の暴発は本当に怖いんだから」

　ガシャガシャと装備を外し、床に落とす。よく見ると重装備に見えたそれは、各所を守る軽鎧の集合体だった。

「慣れるまでは魔法を撃つ際は必ずこの防具をつけること。少なくとも半年は着けてもらうからね？」

　それから一通りの説明を受け、魔法を実際に放っていく。この時期になるとさすがに魔法の発動をこなせるようになっており、半数以上の生徒が発動に成功させていた。

　中でも頭一つ抜けていたのがレティーナである。一発二発撃てば魔力が尽きる他の生徒と比べ、彼女は三発放っても余裕を持っていた。

　しかも威力も精度も、他の追随を許さない。まさに優等生である。

「次はニコルちゃんね？」

「うん」

　そして俺の順番がやってきた。コルティナに促され、身を守る装具を整えてから標的の前に立つ。

　詠唱するのは最も発動が単純と言われる光弾マナバレツトの魔法。

「朱の一、群青の一、翡ひ翠すいの一、集いしマナよ、敵を穿うがて──光弾マナバレツト！」

　高らかに謳うたいあげ、起動言語を解き放つ。しかし、魔法は発動しなかった。

「……むぅ」

「ニコルちゃんは直接攻撃の魔法に適性が無いからねぇ」

　わかっていたこととはいえ、俺は少なからず落ち込んでいた。だが俺だけが劣等生というわけではない。俺のように魔法を発動できなかった生徒は、少数ながら存在した。

　これは幼少時から英才教育を受けていたわけではない一般市民の生徒が大半だ。彼らからしてみれば、体内の魔力を感知することだって初めての経験だったはずである。いきなり発動まで持っていかれたら、ギフト持ちの俺の立場がない。

「仕方ありませんわねぇ。ここに力を入れるんですよ、ほらここ！」

　俺を慰めるコルティナとの会話に、唐突にレティーナが割り込んできた。

　俺のへそと腰の辺りをぱむぱむと叩きながら、ドヤ顔で指導してくる。正直勝ち誇ったその顔は非常にイラッとくる。彼女の容姿が整っているだけに、なおさら。これがうざ可愛かわいいというやつか。

「レティーナ、正直言うとわたしに攻撃魔法は……」

「人間ヤればデキるんですのよ。おとうさまがそういってました！」

「それ、なんか意味が違って聞こえる？」

　そもそも俺は解放力に非常に問題を抱えている。今の段階では魔法を撃つことは難しかった。

　それでもレティーナはしつこく俺にまとわりついてくる。俺はそんな彼女をあしらいながら、その日の授業を終えたのだった。




　下校時も、レティーナは相変わらず俺の隣にいた。少々馴なれ馴なれしいほどで、少し違和感を覚える。

　校門に向かいながら、俺はそんな疑問を彼女に向けてみた。

「ねえ、なんでわたしと一緒にいるの？」

「う……そりゃ友達ですもの、当然ですわ」

「他にも、クラスメイトはいるじゃない」

「それは……むぅ、いじわるですわ」

　俺の問いにレティーナは膨れっ面でそっぽを向いた。その仕草はそこいらの下町の少女たちと全く変わらない。

「だって侯爵令嬢だと聞くと、みんな腰が引けちゃうんですもの」

「そりゃ、家格をどうしても考えちゃうからね」

「その点、ニコルさんは全然気にしませんから」

「まあ、両親がアレだし？」

　中身も両親も六英雄。今さら一国の侯爵の娘相手に腰が引けたりはしない。

　彼女もその家柄上、気の置けない友達というモノをなかなか作れずにいたのだろう。そう考えると少し可哀想に感じる。

　そういえば俺も、前世では友達はほとんどいなかった。ライエルたちに出会う前は孤独だったと言ってもいい。

　そして、ほとんど成り行きでレティーナと一緒にいるようになっているが、はっきりと『友』と口にしたことはなかったことを思い出した。彼女の不安を解消するため、ここは明言してあげた方がいいだろう。

「だったら──」

　わたしが友達になってあげる。そう繫つなげようとした時、たたたたっと軽い足音が近付いてきた。

「ニコルちゃーん！」

　背後を振り返ると、弾丸のように飛び込んでくる人影。隣の冒険者支援学園から下校してきたミシェルちゃんだ。

　俺の胸に勢いよく飛び込んでくるので、それをしっかりと受け止める──が、俺の筋力では、それが可能であるはずがなかった。

　ドンという衝撃と共にそのまま背後に倒れ込み、かろうじて後ろにいたレティーナに支えられた。

「もう、危ないですわね」

「えへへ、ごめーん」

「ミシェル……でしたっけ？　あなたも全然動じませんのね」

「え、なんのこと？」

　幼い時からこの世界最高の重要人物、六英雄と関わってきた彼女も、まったく身分の差に動じない。

　それはそれで問題なのだが、今のレティーナにとってはありがたいはずだ。俺もミシェルちゃんのこういうところは、むしろ美点だと捉えている。

「そうだ、レティーナちゃんも一緒に帰ろ？」

「え、その……いいのです？」

　コルティナとミシェルちゃんの家はラウム外縁に近い位置にある。魔術学院とは大通りを挟んだ南側だ。これは通学の利便性を考えてその位置にあるのだが、レティーナは違った。

　都市の中央部にある貴族街の中。そこにある大きな屋敷が彼女の自宅だ。方向としては学院の東側になる。『一緒に帰ろ？』と聞くということは、俺たちとレティーナ、どちらかが遠回りすることになる。

「うん。そうだ、学園の先輩から美味おいしいクレープを売ってる露店を教えてもらったんだよ！」

「ミシェルちゃん、学院も学園も、買い食いは禁止じゃなかったっけ？」

「え？　えっと、その……細かいことはわからないし？」

「確信犯だ！」

　案の定、ミシェルちゃんは寄り道を考えていたようだ。大通りに出るということは俺たちが遠回りすることになる。

　俺の[image: ]責を、レティーナの背後に回り込むことで逃れるミシェルちゃん。

　このフットワークの軽さも子供離れしている。これもライエルの訓練を受け続けてきた成果だ。

　そのままレティーナを押すようにして、俺の方に移動する。必然、俺もレティーナに押しやられ、無理やり大通りの方に連れていかれることになった。

「ほらほら、早く行かないと売り切れちゃうって言ってたし」

「わ、わかりましたから、押すのはやめてくださいまし！」

「あぶな、こける、こけちゃう！」

　レティーナと相対していただけに、俺は後ろ向きに走り出すことになってしまった。

　三人でキャイキャイ騒ぎながら、結局買い食いしに走ることになったのだった。

　ちなみに味はさすがだったと言っておこう。三人並んでクレープをはぐはぐと貪る様を見て、店員が微笑ほほえましいモノを見たという表情を浮かべていたのは、忘れることにしておく。俺の矜きよう持じのために。







　週末、俺たちはマクスウェルの屋敷に集合していた。

　マクスウェルは転移魔法も自在に使いこなすので、それぞれ自身の武装と水と軽めの保存食しか持っていない。宿泊する必要性が出てくれば、街まで戻ってくればいいのだ。

　中身はボケジジィ寸前だが、魔法の腕だけは反則級である。

「それじゃ、こちらはほとんど集まったかの？」

「ええ。後はマリアたちの到着を待つだけね」

　そう口にしたコルティナの表情は、やや硬い。

　今回の遠征、結局ガドルスも参加する事になったからだ。

　彼女自身、ガドルスを嫌っている訳ではない。長年一緒に死線を潜ってきた仲だ。嫌うはずがない。

　問題は彼女の感情的な部分だけだ。それだけなのだが、そのたった一つがままならない。

「だいじょうぶ？」

「ん？　ええ。別に彼が嫌いな訳じゃないから」

　彼女の背中に手を当て、尋ねる俺に無理矢理な笑顔を返すコルティナ。

　そこへ転移光と共に三人の人影が現れた。言わずと知れた、ライエルとマリア、それにガドルスである。

　マリアは俺の姿を見るや否や、抱き着いてきた。

　出遅れたライエルが、マリアの後ろで物欲しそうにオロオロしている。

「ニコル、元気にしてた！」

「ママ、昨日も会った」

　マリアは転移魔法を習得してから、毎晩のように俺の様子を見に、村から飛んで来る。

　高位の干渉系魔法だけあって、魔力の消耗も半端ないというのに、ライエルまでも伴ともなって平然とやってくるのだから、さすがだ。

　元々彼女の魔力の潜在力は頭抜けて高いので、この魔法程度では負担にもならないのだろう。

　そんな和わ気き藹あい々あいとした俺たちとは対照的に、緊張感を漂わせているのが、ガドルスとコルティナの二人だ。

「あー、その……元気じゃったか？」

「え、うん。ガドルスも元気そうね」

「ドワーフじゃからな。寿命は長いし、身体も頑丈じゃ。そう簡単にはくたばら──ああ、その……」

　くたばる、という単語が俺を連想させたのだろう。それを察してガドルスも、珍しく口籠る。ドワーフ族らしく頑固で面倒見のいいこの男が口籠るというのは、めったに見ない光景だ。

　そんなガドルスを見て、コルティナも大きく深呼吸した。

「いいわよ。それに謝らないといけないのは私の方。あの時は感情的になってゴメン」

「いや、いいんじゃ。調査の甘かったワシの責任でもある」

「それを調べるのがあの依頼でしょ。そういう可能性を排除して軽装で現場に行ったのは、私たちのミスよ」
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「ならば互いに気を抜きすぎていたということで手打ちにしよう」

　クシャリと皺しわ顔がおをさらに深くしかめさせて、仰々しく右手を差し出すガドルス。ドワーフらしく偏屈な男ではあるが、狭量な男ではない。

　むしろ、気が利きすぎて誤解される事が多いくらい、頼りになる男なのだ。

「そうね。もうレイドの事は……忘れるなんてできないけど、後を引かないようにしましょう」

「うむ。すでに新しい世代もできている事じゃしな」

　ガドルスはそう言って、俺の方を見やる。

　英雄たちの第二世代。そういう意味では俺は彼等の後継者なのだろう……どちらかというと当事者だったりするのだが。




　転移テレポートを使える術者が二人という事もあって、それぞれの装備はかなり軽めになっている。

　水とオヤツ代わりの保存食程度しか持っていないメンバーが大半だ。そもそも、このメンバーで長期戦になるとはほとんど考えられないので、それも当然といえる。

「それじゃそろそろ……もぐ、行くとするかの？」

「干し肉齧かじりながら言ってんじゃないわよ。相変わらず緊張感のない」

「このメンツが集まって、何事が起きるというんじゃ？」

　むしゃむしゃ干し肉を齧りながら、転移魔法を唱えようとするマクスウェルにツッコミを入れるコルティナ。それを懐かしそうに見る、ライエルたち三人。

　この街に引っ越した俺たちにとっては日常の光景なのだが、彼等にしてみれば十七年振りの光景なのだ。

　しかしマクスウェルの歯もいまだ健在か。元気な爺じいさんである。

「驚かせちゃったかしら？　でも、すぐ慣れるわ」

「そうね。もう毎日のように見ていた光景だったから、少し懐かしくなっちゃったわ」

　目を丸くするミシェルちゃんたちに、コルティナが気休めを口にする。マリアも、俺を抱いたまま感慨深そうに呟つぶやいていた。

　マリアもまた、ライエルとの結婚がパーティを解散するきっかけになっただけに、後ろめたい気持ちは少なからず持っていたようだ。

　少ししんみりする俺たちの感情などどこ吹く風で、マクスウェルは今後の予定を説明し始めた。この空気を読まないところも、奴の持ち味である。

「この後、南の女王華のいる森まで飛んで、そこから徒歩じゃ」

「直接いる場所には飛べないのか？」

　真っ先に反応したのはライエルだ。

　邪竜の鱗鎧スケイルメイルを身に纏まとったライエルとガドルスは、通気性に問題がある。前世でも重装備だった二人は、湿度の高い森の中などでは、いつも愚痴を漏らしていた。

　今回も森の中を徒歩で進むと聞いて、嫌な表情をしたのも頷うなずけた。

「奴らもトレント種だからの。放っておくとホイホイ出歩いてしまうんじゃ。以前いた場所にまだいるとは限らんわい」

「それもそうなんだが……森の中か」

「蒸し暑いのぅ」

「お前は暑さに慣れてるだろ。マタラの出なんだから」

　マタラ合がつ従しよう国こく。大陸東方にある非常に峻しゆん険けんな山と広い港湾部の海に囲まれた、独立都市群が集まってできた一種の連邦国家。同時に蒸し暑い国で有名だ。

　そこ出身のガドルスは、暑さには多少耐性があった。

「それでも不快な事には変わりないわい」

「あんたたちはまだいいわよ。私なんて、毛がぺったりしちゃって大変なんだから」

「剃それ」

「猫人族の誇りの尻尾の毛を剃れと!?　あんたこそそこに直りなさい。そのヒゲを剃り落としてあげるわ」

「ドワーフの自己同一性アイデンテイテイを剃り落とすな！　ヒゲこそドワーフで、ドワーフとはヒゲなんじゃ！」

　ヒゲと尻尾を摑つかみ合って取っ組み合いを始めたコルティナとガドルス。これも昔はよく見た光景なのだが、十七年振りの光景だ。

　そこへ仲裁に割り込むライエル。相変わらず怖いもの知らずな奴。

「まぁまぁ。久し振りでテンション上がるのはわかるけど、出発前だから……」

「なにを他人事みたいに。ライエルも剃りなさい！」

「どこをだよ!?」

「髪」

「まぁ。ハゲは少し嫌ねぇ。ただでさえ、この頃少し薄くなってきてるのに」

「え、ライエル薄毛になってるの？　マジで？」

　マリアの衝撃発言にピョンピョン飛び跳ねてライエルの頭頂部を見ようとするコルティナ。

　だがライエルもそれなりに若く見えているが、実は四十を超えて五十がちらつき出す歳だ。寿命の長いドワーフや猫人族とは違い、老いが目に見え始めているのだ。

　老化の気配が欠片も見えないマリアが異常なだけである。

「なんか……予想してたのと違いますわね」

「ン、なにが？」

　騒々しい英雄たちを目にして、レティーナがポツリと呟いた。

　彼女としては、理想の体現者たる英雄は、重厚にして寡黙。お互い目と目で通じ合うような、そんな光景を期待していたのだろう。

　だが実際の俺たちなんて、こんなモノだ。

「ライ──パパ、わりとダメ親父」

　マリアに人形のように抱え上げられたまま、俺はビシリとライエルを指差し、そう言った。

　確かに奴は戦闘では他に類を見ないほど頼りになる存在だが、家庭内ではかなりダメだ。

　器用に日曜大工を行うでもなく、休み無く周囲のモンスターを狩るために呼び出されるため、家族サービスも少ない。

　無論、俺たちを愛している事は充分に理解しているのだが、それを体現するのが非常にヘタクソである。結果過剰なスキンシップに出る事が多く、俺に鬱陶しがられているのが実情だ。

「その……さすがにそれはないと思いますわよ？　ほら、予想以上にフレンドリーというか、庶民的というか、そういう感じで──」

　身も蓋もない俺の指摘に、レティーナは必死に取り繕つくろおうと頑張ってみるが、心にもない用語は無駄な抵抗に終わった。

　村でも見ない光景に、ミシェルちゃんは笑いを嚙かみ殺ころすのに必死である。

「ほれ、ジャレるのもその辺にしておけ？　そろそろ行かんと日が暮れてしまうわい」

「まだ朝よ、マクスウェル。ひょっとしてボケが始まっちゃったのかしら？」

「マリア、お主も言うようになったの……」

　滅多にないマリアからの毒舌に、マクスウェルはショックを隠せない。だが俺は知っているぞ……俺たちの中で一番腹黒いのは、間違いなくマリアだ。

「まぁよいわ。ほれ、『門』を開くぞ」

　個人指定で位置情報に干渉して空間を転移するテレポートは、九人の大所帯となると、個別に転移魔法をかけていては魔力の負担があまりにも大きい。

　そこでマクスウェルは、個人の位置情報に干渉するのではなく、地面の位置情報に干渉するさらに上位の転移魔法、転移門ポータルゲートを使用するらしい。

　奴の魔力ならば個別に九人だって送れるのだが、消耗は少ない方がいいに決まっている。




　地面に開いた薄い銀色の揺らぎが、『門』が発生した証明である。

　ここにライエルが飛び込み、続いてコルティナ、マリア、マクスウェルと飛び込んでいく。この辺りの動きは慣れたものだった。

「ワシは最後に飛ぶから、先に行くがよい」

「え、あ……はい」

　ガドルスが最後に残るのも、いつも通りだ。

　飛んだ先の危険に対処するため、真っ先にライエルが。続いて高度な判断を行うためにコルティナが。危険な状況ならライエルを補佐するためにマリアが。そういう想定で転移していったのだ。

　ガドルスが最後に残っているのは、後発組に危険が及ばないようにするためである。

　こういうコンビネーションは、何年経っても未だ変わらない。

　ミシェルちゃんとレティーナ、トリシア女医が相次いで飛び込んでいき、最後に俺が『門』をくぐる。その俺の後にガドルスが続いてきた。




『門』をくぐると、周囲の光景が一気に変化した。

　四月だというのにムッとするほどの熱気。じっとりと肌に纏わり付く様な湿度。青臭い、鼻を衝つくほどの緑の匂い。

　先に待ち受けていたマクスウェルが、全員の到着を確認して口を開く。

「女王華の住む森は環境が安定しての。周辺の生態系を制圧するので、危険なモンスターもいなくなるんじゃ」

「へぇ……」

　その説明を聞き、耳を澄ます。

「グギャアアアアアアアアア！」

「クケケケケケ！　クケケケケケ！」

「シャギャギャギャギャ！」

　聞こえてくる獣たちの猛たけ々だけしい声。ところどころで争うような地響きの音も混じっている。

　背の高い樹木で日光は遮られ、薄暗い光景と相まって、とても平和な森とは思えない。

「マクスウェル、どう見てもここに女王華はいない」

「……………………そのようじゃの」

　俺の指摘に、マクスウェルは悄しよう然ぜんとうなだれた。

　周辺の生態系を女王華が掌握して、均衡が保たれているのなら、このようなモンスター同士の争う音は聞こえてこないだろう。そうなると、この近辺には女王華がいないという事になる。

「捜索に時間がかかるかもしれないな。非戦闘員の四人は固まって中央へ。俺が先頭を行くからコルティナはその後ろを、マリアとマクスウェルは左右を固めてくれ」

「ワシは例によって一番後ろじゃな」

「ガドルス、頼むぞ」

　手早くライエルが指示を飛ばす。

　かつてはコルティナの代わりに俺がライエルの横に立ち、罠わなの検索なども請け負っていた。

　しかし今は俺がいないので、ライエルが前線を一人で引き受けねばならない。

「なぜ守りの要のガドルス様が最後尾ですの？」

「あ、それはね──」

「それは後方からの襲撃に備えるから。森の中とか視界の悪い場所だと、むしろ後ろからの襲撃の方が危ない」

　レティーナがパーティの配置について疑問を呈していた。これは新人がよく持つ疑問だ。コルティナが何か言いかけていたようだが、俺がその先を制して説明してやる。

「へぇ？」

「野生動物は警戒心が強いから、先頭を正面から襲い掛かってくることは、実はほどんどない。だから後ろを警戒する重要性が高くなる」

「ほぉぉぉ」

　感心するレティーナと、ミシェルちゃん。おい、ちょっと待て。

「ミシェルちゃんは狩人かりゆうどだから知ってるでしょ？」

「そんな理由があるとか知らなかったぁ」

「惰性でやってた!?」

　ある意味素直な彼女は父親のフランコさんに教えてもらったセオリーを、そのまま飲み込んでいたようだ。

　意味を理解せずに知識や技術を継承するのは、あまりよくない傾向だ。状況への応用力を奪う。

「そうね、惰性はよくないわよ。それに警戒も──必要ね！」

　コルティナがそこまで語った所で、俺は背中に背負ったカタナを引き抜き、一いつ閃せん──しようとした。

　しかしそれより早く、コルティナの長ちよう杖じようが振り抜かれていた。反応したのは俺の方が早かったのだが、彼女の方が攻撃速度が速かったので、追い抜かれていた。

　腰に差せれば先手は取れたかもしれないが、俺の体格だと腰に差した場合、腕が短くて抜けないのだ。

「ひゃっ!?」

　ゴッという衝撃音とレティーナの悲鳴が同時に起きる。直後、赤い飛沫しぶきが散った。

　そこには木の枝からぶら下がり、鎌首をもたげて襲い掛かろうとしていた蛇が一匹。レティーナに飛びかかったそれは、コルティナの一撃で見事に頭を潰されていた。

「こんな風に森の中は危険が一杯なのよ」

「それにしても、コルティナはともかく、ニコル……だったか？　嬢ちゃんの反応は早かったな」

「そうね。私より早く動き出したからびっくりしたわ」

　元々斥候職を担当していた俺は、周辺への警戒心が強い。

　野生動物の襲撃なら先手を取られる事はほとんどない。ヴァルチャーの時のように、索敵範囲外から一気に急襲されない限りは、だが。

　しかし、レティーナの安全がかかっていたとはいえ、咄とつ嗟さに動いたのはよくなかったか？　反射的な行動だったので、止めようはなかったとはいえ、迂う闊かつだったかもしれない。

「えっと、ミシェルちゃんと森によく行ってたから」

「そういえば、ニコルちゃんは獲物見つけるのが上手いの。わたしより先に見つけて、こっそり近付いてシュバッてやっつけるんだよ」

「へー、猟師の娘のミシェルちゃんより狩りが上手いなんて、将来有望ね」

「斥候職の才能があるのかもなぁ。どっちに似たのやら」

「ニコルは有能なのよ」

　感心するコルティナとガドルスに、マリアが胸を張って自慢していた。

　俺を褒めてくれるのはありがたいが、あまり注目を浴びるのは正体がバレる危険性がある。

　どう話を逸らそうか、そう俺が思案していると、かすかに地面の揺れる振動を感知した。

「ん？」

　地震のような、継続的に揺れる感じではなく、地面を定期的に叩たたくような振動。これは明らかに大型獣の歩く地響きである。

　先程の件もあるし、報告するべきかどうか、俺はそれに頭を悩ませた。しかし、結論を出すまでもなく、ライエルがその振動に気付いた。

「静かに、どうやら敵が来たぞ。それも蛇と違って……大物だ」

　敵を警戒して聖剣を引き抜き、襲撃に備えるライエル。それに呼応してガドルスも盾を構えて前に出た。

　メキメキと大木をへし折りながら、やがてその巨体が視界に入ってくる。

　森の木々を薙なぎ倒たおしながら現れたのは、身体の各所に炎を纏った巨人……ファイアジャイアントの姿だった。




　炎の巨人──ファイアジャイアントは、こちらの姿を認めて、腹に響くような低い雄お叫たけびを上げる。一応知性はあるモンスターのはずなのだが、交渉する余地はまったくなさそうだ。

　ファイアジャイアントとは、火山地帯に住むモンスターで、別に炎の身体を持つ巨人というわけではない。ただし炎に対しては強い耐性を持っている。

　それどころかドラゴンのようにブレスを吐く事もでき、いきなり後衛に炎を吹きかけられたら全滅もあり得る、非常に危険な存在である。

　気性は荒く、知性はあれど、穏便に事を済ませられる場面はほとんどない。五メートルを遥はるかに超える肉体は強きよう靭じんの一言で、その剛腕から繰り出される一撃は岩をも砕く。

　コイツが現れたら、半端な冒険者では太刀打ちできない。

　下手をすれば軍隊の出動すら必要になるほどの、危険なモンスター。それがファイアジャイアントである。

「なんだ、ファイアジャイアントか」

　天を衝つくような巨体。その威容を前にして、ガドルスはがっかりしたような声を上げた。

「ああ。あの地響きならアースドラゴンくらいは来るのかと思ったけど、そうでもなかったな」

「作戦は必要ないわね。正面からねじ伏せなさい」

「ワシ、サボってていい？」

　ライエルも期待外れの感想を口に出し、ぶらりと剣を下げた。

　コルティナに至っては思考を放棄し、マクスウェルはそばにあった石に腰を下ろしている。

「──お前ら、ちょっとは警戒しろよ」

　そのあまりのだらけっ振りに、俺は思わず前世の口調でツッコミを入れるが、幸い誰の耳にも届かなかったようだ。

「な、なにを……ファイアジャイアントだなんて、人間の手には……」

「早く逃げなきゃ、逃げよう、みんな」

　ガタガタと震えて抱き合っているミシェルちゃんとレティーナ。トリシア女医に至っては腰を抜かしてへたり込んでしまっている。

　まぁ、これが普通の反応だろう。一般人には対処のしようのない災厄。それがファイアジャイアントなのだ。

「しかし、俺たちは一般人じゃないんだよな」

　ポツリと口の中だけで呟つぶやく。

　それを証明するかのように、ライエルとガドルスがぶらぶらとファイアジャイアントに近付いていく。

　まるで散歩するかのように、気楽な歩調。

　自身を恐れる素振りすら見せない二人に、警戒しつつもブレスを吐き掛けるべく大きく息を吸い込む巨人。




　両者の間に──いや、巨人の側にだけだが──緊張の糸が張り詰める。




　逆に、ライエルに至っては欠伸あくびすら嚙かみ殺ころしていた。

　その様子に怒りを覚えたのか、ファイアジャイアントは怒りの叫びを上げつつ炎の吐息を吐き掛けた。

「ブルルルルオオオォォォォォォォ！」

　吐き出された炎がライエルに到達する直前、ガドルスが前に踏み出し盾を構える。その盾に弾かれ二つに分かれるブレス。

　搔かき分わけられたブレスは勢いを衰えさせる事なく後ろへ逸れていき、俺たちに襲い掛かる。

　そして俺たちが炎に巻かれる直前に、マリアが一言で魔法を発動させた。

「神の檻ホーリージエイル」

　光の檻を生み出す魔法。檻の中と外を完全に遮断する、マリアの持つ最大級の防御魔法。

　かつて邪竜のブレスすら防ぎ切った、あらゆる物から隔絶する魔法だ。

　俺たちはマリアの魔法に守られ、周囲を炎に囲まれたにも拘かかわらず、欠片も熱気を感じることはなかった。

　やがて巨人の息も途切れ、ブレスが収まる。そしてそれと同時にライエルが踏み込んでいく。

　ブレスは呼吸の一種でもある。息が続かなくなれば吐き続ける事はできない。

　しかし攻撃できない訳ではない。ファイアジャイアントにはその剛腕が残されている。

　踏み込むライエルに向けて、振り下ろされる拳。岩すら撃ち砕くそれを、軽々と躱かわし巨人の足元へと滑り込んでいく。

　そのまま擦れ違い様に剣を一閃。一瞬遅れて、巨人の膝裏から血が飛沫いた。

「グギャアアアアアア!?」

　膝裏の腱けんを断ち切られ、片足の自由を奪われる巨人。

　悲鳴を上げて体勢を崩し、かろうじて片手を地に着いて転倒を防ぐ。

　だが地面に手を着き、片膝を着いた恰かつ好こうは、言うなれば頭を下げた姿勢でもある。そこへガドルスが飛び掛かり、手にした大戦斧グレートアツクスを一振りした。




　ゴキン、という骨と鋼のぶつかる重い音。




　同時にファイアジャイアントの頭部から派手に血が飛び散った。

　しかしガドルスは攻勢に秀でた男ではない。一撃で巨人を仕留めるまでには至らない。

　それでも頭部の傷からは大量の出血があり、その血飛沫が視界を塞ぐ。

　狭い視界の中、自分に痛撃を加えたガドルスに拳を振るおうとする巨人。しかしガドルスはその拳すらも軽々と盾で受け流した。

「フン、この程度なら邪竜の足元にも及ばんな」

　普通ならば肉体ごと叩き潰されてもおかしくない一撃。しかしガドルスにとって、それほど重い物でもなかった。

　むしろそよ風のように受け流し、巨人の姿勢を崩させる。

　そこへ擦れ違ったライエルが戻ってきて、聖剣を一閃させた。

　一拍の間を置き、ずるりと巨人の首がずれ落ちる。

「グ、グォ──？」

　背後からの一閃に、なにが起きたのか理解できずに間の抜けた声を上げる巨人。

　その声は、首が地面に転がってから、ようやく発せられた。それ程に、ライエルの一撃は速く、鋭利だった。

「ま、こんなもんだな」

　聖剣を一振りして、血ち糊のりを払い、鞘さやに納めるライエル。

　ガドルスも斧を振って血を払ってから背中に吊つるし直していた。

　軍隊の出動すら必要とするモンスターも、この二人に掛かれば赤子の手をひねる様に、容易たやすく首を落としてみせるのだ。

　ファイアジャイアントというモンスターは、これほど簡単に倒せる敵ではない。

　その皮膚は硬く、体力は豊富で、本来なら膝を着かせることも難しい。それを容易く成せたのは、ライエルの技量と聖剣の切れ味のおかげだ。

「こ、こんなもんって……ファイアジャイアントをあんなに簡単に……」

　ようやく正気を取り戻したのか、トリシア女医が呻くように口にする。

　だが俺にしてみれば、ライエルやガドルスの実力をもってすれば、この程度は想定内だ。

「別におかしくないわよ。だってライエルだし。それにレイドがいれば、接近すら許さなかったかもね」

「そうだな……あいつがいれば、近付く前に足をざっくりやって、動きを封じてくれたものな」

　確かに踵かかと辺りに糸を絡めれば、腱を切る事もできただろう。

　後は身動きできなくなったファイアジャイアントを、好きなように料理すればいいだけだ。

「これが六英雄の実力……想像以上だわ……」

　トリシア女医の感想に、ミシェルちゃんとレティーナが人形のようにコクコクと頷うなずいて同意していた。

　そんな一般人の驚きよう愕がくなど一切意に介さず、ライエルたちはさっさと先を急ごうとする。

　しかし腰を抜かしたトリシア女医は、自力で歩く事ができなくなっていた。

　粗相をしなかったところが女性としての意地だろうか。ミシェルちゃんとレティーナは恐怖の対象と理解しても、その脅威がどれほどのモノかまでは、正確に把握していなさそうだし。

「ちょ、待って……まだ腰が……」

「もー、仕方ないなぁ」

　俺はまだ自失している友達二人を置いてトリシア女医に肩を貸そうとした。

　この先何が起きるかわからない。ならば、英雄たち五人の手は空けておかねばならない。

　ならばトリシア女医に手を貸せるのは、残る一般人……つまり、俺たち生徒三人だけという事になる。

「あ、ありがとね、ニコルさん……ちゃん？」

「呼びやすい方でいいですよ」

　トリシア女医の腕を肩に回し、立ち上がろうとして──押し潰された。やはり俺では、大人の女性を支える事は不可能だったか。

「ぶぎゅ」

「ああ、ニコルちゃんがトリシアに押し倒されてる！」

　押し潰された俺を見て、コルティナが頓珍漢な悲鳴を上げた。

　それに即座に反応したのは、ライエルだ。

「なんだって！　うちのニコルに手を出すとはうらやま──いや、けしからん！」

「でもあなた、女同士だし」

「それならなおさら、最前列で観戦せねば！」

「──アナタ？」

　潰された俺からはその表情はうかがい知れなかったが、拳を握って熱弁するライエルのテンションが、急激に下がったのはわかった。

　しおしおと悄しよう然ぜんとした表情で一歩下がるライエル。それを確認してから、マリアはコルティナに指示を出した。

「ティナ、あなたがトリシア先生を背負ってあげて。あなたなら彼女を背負っても指示は出せるでしょ」

「もう少し待っても……いえ、何でもないです。背負います」

　ライエル同様、急激に態度を変えてトリシア女医の元へ向かうコルティナ。

　前世の記憶があるから俺もわかるが、マリアのあのプレッシャーはちょっと本気で怖い。

　俺の上からトリシア女医をひょいと持ち上げ、自身の背に背負う。だが小柄な彼女では背負いきるまでできず、トリシア女医の爪先が地面に着いていた。

「ああ、なんて嬉うれしくない背中……どうせならガドルス様が良かったわ」

「え、アンタってガドルス狙い？」

「だって六英雄の中でガドルス様とマクスウェル様だけじゃない……独身男性」

「いくらなんでも無理があるでしょう!?」

　ガドルスはドワーフ族で、マクスウェルはエルフ族の中でも特に老齢だ。

　男を狙うという意味では確かにガドルスくらいしか狙い目はないだろう……たとえ種族的にアレだとしても。

「ああ、レイド様が生きていれば、私が猛アタックしたのに」

「よし、置いていこう」

「じょ、冗談よ、冗談！」

　その発言に俺はピクリと反応した。

　当時は職業柄、結構恐れられていた俺だが、今だとモテるのか？　長生きしておくんだった。

「そもそもレイドが死んだ時ってアンタは十歳程度でしょ。年齢的にも釣り合わないわよ」

「ダマレ、年とし増ま」

「あんだってぇ？」

　トリシア女医を背負ったまま、器用に頰ほおを引っ張り合う二人。

　人間であるトリシア女医は確かに寿命的な面で厳しい。ドワーフもエルフも、猫人族も半魔人も桁外れに寿命が長い。

　ドワーフと猫人族で三百年、エルフでその倍。半魔人と小人族の寿命に至っては解明されていない。

　頰を引っ張り合いながら、その場を去ろうとする二人を見て、レティーナはようやく再起動した。

　ミシェルちゃんと抱き合ったまま、ようやく正気を取り戻して声を上げる。

「あ、あの……」

「ん、なぁに？」

「ファイアジャイアントは放置するんですか？　確か結構いい素材が取れたと思うのですけど」

　彼女の言う通り、強きよう靭じんなファイアジャイアントの皮膚は防具の素材として優れている。巨大な体たい軀くと破壊力を支える骨も、使い道は広い。

　俺としては、針金のように強靭な髪に興味津々ではあるのだが──

「んー、さすがに子供の前で人型モンスターの皮を剝はいで、解体して骨を取り出すっていうのはねぇ……」

「それに今更、ファイアジャイアントの素材なんてねぇ」

　コルティナとマリアが、並んで首を傾げて反論する。

　つまり俺たちの情操教育に悪いから、ファイアジャイアントの素材は放置する、という意味だ。

　幸いというか、この森の中はファイアジャイアントの影響で、生物がほとんど避難してしまっている。素材を後で取りに来るという選択肢もある。

　それに邪竜の素材を分け合っている俺たちは、それまでの活躍もあって結構な資産家だったりする。

　俺も、生前の隠し場所にさえ行けば、それ相応の……というかちょっとした街が買えるくらいの資産は持っている。

　ただしその隠し場所が大陸南部の三大国家の一つ、アレクマール剣王国という国にあるのだが、そこまで辿たどり着つく手段が今の俺にはない。

「まぁ、この程度の素材なら、今持ってる装備の方が上等だし、得られるお金もお小遣い程度よ。だから先を急ぎましょ」

「あの……この素材だけで私の年収の数年分は……」

　マリアの発言に、トリシア女医がショックを受けた表情をしている。

　そして彼女はもう一つの真実に辿り着いた。

「という事は、コルティナも結構お金持ち？」

「そうね……ラウムの土地なら半分くらいは買えるかもね」

「ウソッ!?　あんな貧相な家に住んでるのに？」

「貧相言うな！　なんかこう、贅ぜい沢たくする気分じゃなかっただけよ」

「今度から飲みに行ったらアンタが奢おごってね？」

「いきなりタカりだしたし！　女の友情って儚はかない!?」

　ギャイギャイ騒ぎながら、先を行くコルティナ。俺たち三人は慌ててその後を追ったのである。




　それから数時間、トレントたちの群れを求めて森の中を彷徨さまよい続けた。

　しかし、その成果は芳かんばしくなく、俺の体力の方が先に尽きてしまったのである。

　丁度昼時という事もあり、小休止も兼ねて手近な岩場に腰を下ろし、手持ちの保存食をポリポリ齧かじっていた。

　ちなみに俺の保存食は穀物を焼いて、砂糖で固めた物だ。歯が欠けるほど硬いが、唾液でゆっくりふやけさせて、染み込んだ甘みを愉たのしんでいる。

　この保存食は食べるのに時間がかかるのだが、胃袋の小さい俺にとっては丁度いい。

「それにしても見つからないわね。マクスウェル、本当にこの辺なの？」

「うむ。ワシが見かけた時はこの辺じゃったはず」

「……今気付いたんだけど、それいつの話？」

「はて、かれこれ四、五十年前だったかのう？」

「なっが！　これだからエルフは！」

　全種族の中で寿命が桁外れに長いエルフは、暢のん気きな性格をしている者が多い。

　マクスウェルもかれこれ五百年近く生きているので、その時間感覚は人間のそれと大きくズレが出てきていた。

　ちなみに寿命が確認されていない半魔人や小人族の時間感覚は、それほどズレていない。

　それは半魔人は迫害されたために寿命が全うできる者が少なく、小人族は野放図かつ気楽な性格のため、自身ですら正確な年齢を覚えていないからだ。

「しかし、四、五十年も前となると、いなくなっていても当たり前だな」

「しかもファイアジャイアントまで生息してるとなると、どこかに避難していてもおかしくないわね」

「女王華とファイアジャイアントは実力的にはほぼ同列だろう？　眷けん属ぞくを持つ分、女王華の方が優勢なんじゃないか」

「連中は基本的に穏和だからのぅ。争いを避けたかもしれんて」

　ライエルとマリア、マクスウェルが見つからない理由を挙げ今後の方針を検討している。

　ガドルスはこういう時は口を挟まないし、コルティナは何かを考え込んでいた。

「むぐ、むぐ……」

　がちがちに焼き固めた保存食は中々柔らかくならない。大きさも大人用なので、少々俺の手に余り気味だ。

　それを両手で保持しながら、俺は聞くともなしにその話し合いに耳を傾けていた。

　俺は今も昔も肉体労働担当で、こういう場面では口を出さないタイプだ。

「ほら、ニコルちゃん。手がべとべと」

「ン、ありがと」

　ミシェルちゃんもその間に干し肉を齧っていたが、俺の手が溶けだした砂糖で汚れ始めているのを見て、ハンカチを差し出してくれる。

　しかも水をかけて汚れを拭いやすいようにしてくれていた。実に気が利く。彼女もいい嫁になるだろうな。

「ちょっと待って。ファイアジャイアントは、前からここに住み着いていた訳じゃないのかも」

「え、何か見つけたのか？」

　コルティナは周囲を見ながら、話し合いに口を挟む。

　ライエルたちも彼女の発言の重要性は知っているので、一旦会話を中断し、言葉の続きを待っていた。

「思い出して。ファイアジャイアントは木々をへし折りながら現れたわ」

「そうだな。あの巨体だから、この森の中ではそうするしかないだろう」

「でもこの近辺ではへし折られた木はそれほど多くない。この辺りに住み着いていたのなら、もっと他の木も折れていてもおかしくないはず」

　指摘されて、ライエルたちは周辺を見回す。

　周囲は鬱うつ蒼そうとした森が視界を遮っている……それはつまり、それほど木々が繁殖しているという意味でもある。

　ファイアジャイアントが森を荒らしていたのなら、視界が遮られるほど茂っているはずがない。

「確かに、荒れた様子はないな」

「それにファイアジャイアントはその性質上、もっと標高の高い火山地帯に生息しているはず。つまり標高の低いこの森に住み着くというのは、あまりにも不自然」

「ふむふむ？」

　突如始まったコルティナの独壇場に、同意して頷うなずく俺たちと、キョトンとする一般市民勢。

　前世よりの付き合いがある俺たちにとって、コルティナのこの鋭さは見慣れたモノだが、そうでない者にとっては人が変わった様にも見えるだろう。

「なら住すみ処かを追われたのは女王華ではなく、ファイアジャイアントの方……という可能性はないかしら？」

「女王華が火山地帯に移動したというのか？」

「その可能性が高いと見るわね」

　この近辺で活動している火山は一つしかない。さらに南にあるノールド山である。

　距離もそれほど離れてはおらず、木々の隙間からその姿が覗のぞき見みれるほどに大きな山だ。

「女王華が火山に移動したのなら、ファイアジャイアントにとって安全圏になるのは女王華のいない場所。つまり元の住処であるこの森という事になるわ。知性ある巨人がそう判断を下したとしても、おかしくない」

「なるほどな。どのみち当てもなく周囲を探し回っても仕方ない。ここは一つ、その推測を確かめてみるとするか」

　ライエルは軽く膝を打ってコルティナの意見に賛成する。

　マリアもマクスウェルも、これに反対する様子はない。無論ガドルスも同じだ。

「ええ、これから山登りですかぁ？」

　それに苦情を述べたのは、いつも医務室に籠りっきりのトリシア女医だった。

　日頃から運動不足の彼女は、慣れない森歩きですでにグロッキーになっている。

　正直言うと俺とレティーナも、かなりきつい状況だ。

　毎日のように森を駆け回っているミシェルちゃんはともかく、街で魔法を学び続けてきたレティーナや、虚弱体質の俺にとっては少々きつい。

「ふむ……体力はともかく、確かに火山に登るとなると、少々装備不足じゃの」

　こちらの体力不足を察したのか、マクスウェルが慎重論を口にした。俺たちをフォローする意味合いもあるようだ。

「ん、そうか？　別に雪が降ってる訳でもないし──」

「ライエル、前から思っていたが、お主は脳筋が過ぎるぞ。火山といっても色々あるし、何より危険なのは噴出しておるガスじゃ」

　山岳地帯出身のガドルスが、脳筋発言をしたライエルを諫いさめる。

　彼の言うように、噴煙などに含まれるガスは登山者にとって危険な存在だ。

　それに硫黄や水銀など、火山にはなぜか有毒な物質も多い。しかもガスは目に見えないケースも多いため、危険に気付きにくい。

「ならば、一度戻って態勢を立て直すとするか？　確かガスを封じ込める魔道具が、屋敷のどこかにあったような気がするのじゃが」

「マクスウェル、アンタはたまには掃除しなさいよ……」

　ガスから呼吸を守る魔道具は、比較的安価に流通している。

　大陸中央に聳そびえ立たつ世界樹の内部には、迷宮が存在している。そして迷宮ではそういうトラップも多く、中にはガスによって冒険者を窮地に陥れる罠わなも存在していた。

　そのため、ガスなどを防ぐ魔道具は、冒険者の必需品のようになっている。マクスウェルはもちろん、ライエルの屋敷にもそういうアイテムは常備されていた。

　無論、コルティナの家にもある。

「でもニコルちゃんたちの分が無いわね。買いに行かないといけないか」

「では、一度ラウムに戻って出直すとするかの」

　そう言うが早いか、マクスウェルは自身の屋敷への転移門ポータルゲートを開く。この魔法がある限り、夜営の事は心配しなくてもいい。

　こうして俺たちは、一度ラウムに戻る事になったのだった。
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　俺たちは一度ラウムの街に戻り、そこで再度準備を整える事にした。

　マクスウェルが転移門ポータルゲートの魔法が使えるため、元の位置に戻るのも一瞬で済むからこそ採れる方針だ。

　屋敷の中庭に面したリビングで一休みし、それからそれぞれが買い出しに出かける事になった。

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいしたトリシア女医や俺たち子供はマクスウェルの屋敷で休ませ、ライエルとマリア、ガドルスの三人がアイテムの補充に向かうことになった。

　コルティナはその間、それぞれの身体をマッサージして回ってくれている。

「あー、いい、いい。そこもうちょっと強く」

「うっさいわ！　子供を差し置いて真っ先にアンタとか、運動不足が過ぎるんじゃないの？」

「私はデスクワーク派なのよ」

　トリシア女医は相変わらずコルティナと仲がいい。減らず口を叩たたきながらも、コルティナは丁寧にその身体をほぐしていた。

　俺たち子供は回復が早いので、砂糖を入れた甘いホットミルクを飲んで、寛くつろいでいる。

　その間、マクスウェルは屋敷の倉庫へ消えていた。

「コルティナは準備しなくてもいいの？」

「あー、マリアに頼んどいたから大丈夫。浄化ピユーリフアイの能力を付与したマスクくらいなら、大した出費じゃないわ」

「あれ、私の月給の半分くらいの値段がするんだけど……」

　これはトリシア女医がことさら薄給という訳ではない。

　浄化ピユーリフアイはかなり初期の魔法だが、非常に使い勝手がいい魔法のため、これを付与したアイテムはそれなりに値が張る。

　この魔法、本来は水を浄化する魔法なのだが、水だけでなく体内の微量な毒素やごく小範囲なら周辺の大気も浄化する効果を持つ。

　飲料水の確保や、掃除、洗濯という生活に必須なだけでなく、軽度の毒を解毒し、挙句に有毒ガスの充満した範囲内での行動も可能になる。

　そのためこの魔法を込めた魔道具は、冒険者にとっては必須と言っていい道具になっていた。

　そして死亡率が高く実入りのいい冒険者は、世代交代が激しい。常に新たな需要が生まれ続けるため、その需要は存在し続ける。だからなかなか値が下がらない。

　それでも一般的な魔道具からすると、安い方ではある。

「あなたたちもそれを飲んだら一休みしておきなさい。ここから山登りなんだから、かなりキツイわよ」

「はぁい」

「わかりましたわ」

　レティーナとミシェルちゃんはコクコクと頷うなずく。俺もカップに口を付けながら、コクリと頷いて答えた。

　正直、ミシェルちゃんやレティーナはともかく、俺は今日はこのまま眠ってしまいたいくらい、疲労している。いくら親友がそばにいるからとはいえ、騒ぐような余裕はない。

　ミルクを飲み干し、身体を休めがてらミシェルちゃんとレティーナが先ほどの戦闘についてきゃいきゃいと話をしていた。

　俺にとっては懐かしい光景だったのだが、初見の彼女たちは大いに感銘を受けたようだ。

「ライエル様、すっごかったね！　首をずぱーんって！　一太刀で！」

「少しは落ち着きなさい、はしたない。それよりもガドルス様よ。あのファイアジャイアントのブレスを軽々と蹴散らしたのはすごいですわ」

「えー、ライエル様のがすごかったよ？」

「派手な方にばかり目が行く辺り、修業が足りませんわよ？」

「そんな事ないもん」

「ニコルさんはどっちだと思います？」

「うゅ？」

　半ば眠りに落ちかけていた俺は、その呼びかけに慌てて目を覚ました。

　眠い目をこすりながら、聞き流していた会話を思い返す。

「えーと……」

「ライエル様だよね、ニコルちゃん！」

「ガドルス様よね？　ニコルさん」

「うーんと、こるてぃな？」

「どうしてそうなりますの？」

　戦う前に彼我の戦力差を的確に分析し、ライエルとガドルスだけで事が足りると見抜いていた。彼女がいなければ、マクスウェルやマリアも参戦して、無駄に大火力を叩き込んで疲労していた可能性がある。

　長丁場になる冒険では、最小限の戦力で敵を駆逐するのは、非常に重要なファクターになる。それを為すために、コルティナの存在は必要不可欠だ。

「──という訳で、コルティナがいないと無駄に魔法を撃ち込んでたかもしれない」

「そういう考え方もあるんですのね」

「ニコルちゃん、すごーい」

　パチパチと手を叩いて俺を褒ほめ称たたえてくれるが、これは正直言うと前世での経験を語っているだけである。なので俺の洞察力が優れている訳ではないから、少しばかり面おも映はゆい。

「へー、ニコルちゃんってば見るべきところは見てるのね。アンタも見習いなさい」

「私はいいのよ、保健医なんだから」

　ぺしんとトリシア女医の後ろ頭を叩きながら、コルティナは感心する。俺くらいの年齢で長期戦の重要性を理解するという事は、普通はできない。

「なにやら賑にぎやかだのぅ」

　そこへなにやら荷車を引いたマクスウェルが中庭に現れた。リビングは中庭に面しているため、その様子が見て取れる。

　見たところ、荷車には少量のアイテムしか載っていない。あの荷物を運ぶにしては、少々大仰ではないだろうか？

「マクスウェル、それはちょっと大げさじゃない？」

「そうでもないぞ。荷物はこれから増えるんじゃからな」

「荷物って言っても──あ」

　そこでコルティナは何かに気付いたように手を打った。

「そっか。ゴーレム！」

　偶像作成クリエイトゴーレムと呼ばれる魔法がある。魔力の籠った木切れや土塊を触媒に、簡易の使い魔を作成する術だ。

　これは操魔系と呼ばれる系統に属し、あまり使用する術者はいない。

　なぜなら、ゴーレム自体の総合的な戦闘力は術者よりも遥はるかに劣り、そして常時細かく指示を出さねばならないため、ゴーレムを使役している間は術者は他の魔法を使えなくなる。マリアのような無詠唱や、マクスウェルのような高速詠唱が可能でないと実用は難しい術式だ。

　魔法剣士と呼ばれる者が前衛を補充するのに使ったり、荷物運びなどの労役に使用する程度しか使い道がない。

　今回の場合、ゴーレムを使って荷車を引くといっても、それほど荷物が無いのになぜ？　と思っていると、コルティナが説明してくれた。

「その荷車でトリシアや子供たちを運ぶのね」

「あ、そっか」

　俺やトリシア女医は体力が非常に少ない。いざという時に疲弊して、身の安全すら守れないなんて事態に陥る可能性も、充分にある。

　そこでマクスウェルは俺たちを荷車に載せ、ゴーレムに牽ひかせて運搬しようと考えたのだろう。

「良かったわね。これで楽に登れるようになったわよ！」

「やったぁ！」

　コルティナの説明に真っ先に歓声を上げたのは、俺でもミシェルちゃんたちでもなく、トリシア女医だった。




　しばらくして買い出し組が戻ってきたので、再び南方の森に出向く事になった。

　ゴーレムに荷車を引かせ、その上に俺たち子供とトリシア女医。それと交代でライエルたちも乗り込んで昼食を済ませる。

　常に三人が荷車を囲うように警戒しているところが、ラウムに来るときに世話になったレオンたちと違う熟練を感じさせた。

「こういう冒険も結構『あり』よね」

　ポリポリと保存食を齧かじりながら、コルティナは周囲を観察する。

　人手が減る分、周囲の監視の目も減ってしまうのが難点ではある。しかし女王華はそれほど敵対的な存在でもない。山の周辺地域を彼女たちが制圧しているのなら、そこまで厳密に警戒する必要はないだろう。

　やがて周囲を覆う緑は姿を消していき、代わりにゴツゴツした岩が目立ち始めた。同時に荷車の傾斜もきつくなり、山に登っている実感が湧いてくる。ここから先がノールド山の中腹というわけだ。

　絶え間ない震動が荷車を襲い、俺たちの尻と三半規管を痛めつけ始めた。

「うぷ」

「ニコルちゃん、また？」

「ゴメン、乗り物酔い」

「こ、この揺れじゃ仕方ないわよねぇ」

　ガコガコと山を登っていく荷車。人跡未踏の地だけに道などはないが、荷車の通れそうな道を選んでライエルたちが進んでいく。

　気分を悪くした俺に、マリアが治療キユアを掛けてくれた。これは回復ヒールのような怪我を治すだけの魔法ではなく、精神的な状態異常なども癒してくれる。

　こういった乗り物酔いにもそれなりに有効な効果を発揮してくれるのだ。

「ニコル、これでマシになった？」

「うん。ママ、ありがと」

　未だにマリアをママと呼ぶのは、少し違和感があるが、歳を考えるとこう呼ぶのが相応だ。

　そんな俺の有様を見て、コルティナが荷車に浮揚レビテートを掛けてくれた。

　この魔法は地面から数センチメートルから、数十センチメートル浮き上がるだけの干渉系の魔法で、落とし穴や地面に設置された罠わなを回避するのに使われる魔法だ。難易度的には中級に当たり、彼女でも使用することができる。

　こういう場面で使うと、地面の凹凸を無視して進む事ができるため、揺れを軽減する事ができる。

「これで大分楽でしょ」

「コルティナも、ありがと」

「どういたしまして」

　ニッコリとこちらに笑顔を向けてくれるコルティナ。その笑顔は、かつて俺が魅了された笑顔でもある。

　少し顔が赤くなるのを自覚しつつ、視線を逸らし、周囲を観察して誤魔化した。

「こんな冒険とか初めてですわ」

「なんて便利な連中かしら」

　不遜な事を平然と口にするトリシア女医。彼女は六英雄を前にしても物怖じしない、珍しい人種だ。だからこそ、コルティナと友人でいられるのだろう。

「魔力を消費するから、あまりやりたくはないんだけどね」

「確かに便利だけど、いざという時に一手遅れちゃうのよね」

　マリアとコルティナが、ここまでレビテートを使用しなかった理由を述べる。

　レビテートは長く効果を持たせる事ができる魔法だが、その分魔力も消費してしまう。

　更にそちらの制御に気を取られれば、敵の襲撃に反応が遅れる可能性もある。そういうわけでマリアは使用を控えていた。

　しかしこのままでは俺もトリシア女医も、荷車に乗っているだけで消耗してしまうため、仕方なく使用するしかなかったらしい。

「視界が煙けぶってきたな。そろそろマスクを着けた方がいいだろう」

　先頭を行くライエルが、霞かすみのかかってきた視界を見て、警告を発する。

　確かに彼の言う通り、これから先は視界が煙っていて、見通しが悪くなっていた。

　俺たちはそれぞれが用意した浄化ピユーリフアイの込められた魔道具を身に着ける。

　マスクといっても、顔面を隠すような物ではなく、口元を覆うマフラーのような形状をしている。

　春も終わろうかというこの時期に少々暑苦しいが、それは火山に登っている段階ですでに問題外だ。

「臭いですわね」

「火山特有のにおい。あまり長く嗅ぐと身体に良くないよ」

「それでこのアイテムが必要になるんだ？」

「ミシェルちゃんも、覚えておいた方がいい。これから先、山に登る事もあるだろうから」

「うん」

　ミシェルちゃんは射撃のギフトを持っている。そしてそれは北部三か国連合首都の貴族にまで知られていた。

　つまり彼女は、これから先、軍に所属する未来もあるかもしれない。

　そういう時、この冒険で得た知識は有用になるはずだ。

「みんなお揃そろいだね！」

　そんな俺の危惧もどこ吹く風で、彼女は無邪気にそんな事を言っている。それは不安な将来を吹き飛ばすほど、無邪気な声だった。

「うん。わるくないね」

　ライエルも、ガドルスも、マリアも、マクスウェルも、コルティナも。

　トリシア女医も、ミシェルちゃんも、レティーナも……そして俺も。

　俺と、かつての仲間と、生まれも育ちも違う今世の仲間たちが、同じ装備を揃えている。それが過去と現在を繫つないだ絆きずなのように思えて、なんとも言えない感動を覚えていた。




　そんな感慨に浸っていると、ライエルが唐突に足を止めた。

「ここら辺で一度休憩を取ろう。この先は傾斜もきつくなるし気温も上がりそうだ。体力を取り戻しておいた方がいい」

　山も中腹を越え、大きめの岩がゴロゴロと転がる荒れた地形が目に付き始めている。ゴーレムの牽ひく荷車に乗っていられるのも、あと少しかもしれない。

「なに、ライエル。もうへばっちゃったの？　私はまだまだいけるわよ」

「お前は荷車に乗りっ放しだろう！　俺は鎧よろいが蒸して仕方ないんだ」

「そうね、だいぶ暑くなってきたかも？」

　マリアが胸元を大きく開けてそこに風を送り込む。このメンツではマリアの外面もかなり緩むようだ。

　村でも彼女は聖女という肩書上、きっちりとした服装を好んでいた。これは彼女の名声を考えれば仕方ない事と言えるが、常に気を抜くことができない。

　だがここにいるのはトリシア女医とレティーナを除けば、顔見知りである。多少ルーズな姿を見せても問題はないと判断したのだろう。

　その姿に若かりし頃の初々しさはすでにないが、歳を経ることによって得た色気が充満している。特に深い谷間などは特に視線を誘引する。

　彼女の場合、この辺りまでは意外とガードが緩いのだ。ここから先が鉄壁と化している。もっとも今の俺は女なので、壁など無いも同然なのだが。

「おー」

　初対面のレティーナは、その姿に感銘を受けているようである。そしてもう一人……

「見なさいよ、コルティナ。あれこそが色気ある女性ってもんよ。さすが六英雄の豊ほう穣じよう担当。それに比べてアンタときたら」

[image: ]

「うるっさいわね！　あれは異常なのよ、私だって平均的にはあるんだから」

「平均……？」

「……ちょっと、ほんのちょっとだけ届かないのは認めるわよ」

「ちょっとの概念が崩壊する発言ね」

「うっさい！」

　ほっそりとしたコルティナとマリアのそこを比較するのは、さすがに可か哀わい相そうだ。だがトリシア女医は面白そうに囃はやし立たてている。子供か、あの人は。

　そういう本人もあまり大きな方ではない。コルティナよりマシという程度である。

「マリア、一応他の男がいるんだから気を使え」

「あら、他っていってもマクスウェルとガドルスじゃない。気を使うほどじゃないでしょ」

「言っておくが、ワシはまだ枯れておらんのじゃぞ？」

「ワシもまだまだ現役だからな。もっともお前に興奮するほど落ちぶれておらん」

「失礼なこと言うわね、ガドルス」

　プッと頰ほおを膨らませるところはまるで少女のようだ。その仕草が似合う程度には、マリアは若々しさを保っている。

　アットホームな雰囲気に思わず皆が笑みをこぼす。俺も懐かしい雰囲気に思わず笑顔を浮かべていた。

「ニコルちゃんもなんだかうれしそうね？」

「え、そっかな？」

「ええ、学院にいる時は、もう少し気張った雰囲気ですもの」

　目め聡ざとく俺の笑みを見つけたミシェルちゃんに、レティーナが便乗する。確かに見知らぬ子供に囲まれている状況なので、教室での俺は多少緊張していた。

　それは教育機関という前世でも経験したことのない環境に放り込まれた状況から来るものだ。

　しかしそれは、子供としては異常な状況なのかもしれない。同じ歳の子供に囲まれたら、もっと無邪気に反応するモノだろうか？

　俺は少し考え……そして答えを出すことができずに、ミシェルちゃんに愛想笑いを返した。

　ミシェルちゃんも俺にニコリと笑みを返し……そこで気付いた。

「なにか──いる!?」

「えっ？」

　俺の声に真っ先に反応したのは、コルティナだ。疑問を呈する前に自分も周囲の気配を探り、違和感に気付く。

「確かに──マクスウェル、ゴーレムを解除」

「ウム！」

　コルティナの指示に即座にゴーレムを解除するマクスウェル。そして長ちよう杖じようを構え、いつでも魔法を使える態勢に入った。

　コルティナとマリアも荷車から飛び降り、警戒態勢を取る。そして俺もカタナを抜いていた。

「いる……な？」

「ああ、囲まれておる」

　ライエルとガドルスも、自らの得物を構えて周囲を探る。

　その声に反応したかのように、霞の中から巨大な影が進み出てきた。

　枯れ木の様な体たい軀くを持つ、人型に近い印象を持った異形──トレントが俺たちを包囲していた。




　突如姿を現したトレントたちはあからさまに警戒心を露わにしていた。煙けぶる視界のせいで定かではないが、すでに全方囲を囲まれ、この状況から逃げる事は難しいだろう。

　この状況にコルティナは即座に指示を飛ばす。

「ライエル、ガドルス、守備優先。荷車を守って！」

「わかった！」

「承知した！」

　ライエルとガドルスが荷車を挟むように移動し、守備隊形を取る。マリアとマクスウェルもいつでも魔法を発動できるように長杖を構え、警戒している。

　警戒しているのはトレントたちも同じで、ぎちぎちとした警戒音を発していた。

　トレントには上位種と下位種が存在し、上位の物はエルダートレントと呼ばれている。この上位種ならば喋しやべる事もできるのだが、下位のトレントは喋る事ができない。

　知能が無い訳ではないので、意思表示の手段は存在するのだが、それは昆虫のように枝を擦り合わせたり葉をさざめかしたりして音を発生させ、会話を行う。

　それは人間には不可能な発声手段の為、人間と会話する事はほとんど不可能だ。

　つまり、この状況……俺たちを包囲しているトレントが下位種ならば、意思疎通の手段は存在しないという事になる。

「どうする、蹴散らすか？」

「まだ待って。トレントは本来穏健な種族のはずよ。いきなり襲い掛かってくる事はない……はず？」

「なんで疑問符なんだよ!?」

　ライエルはいつになく自信無さげなコルティナに、声を荒らげる。それもそのはずで、彼らだけならばこの包囲など紙のように打ち破ることができる。

　しかし背後に俺たちがいる。いや、俺やミシェルちゃんだけなら問題はない。身を守るスキルがあるからだ。

　だがトリシア女医やレティーナの実力は未知数だ。ライエルにとっては無力な一般人と同列に見み做なしても問題ないだろう。

　そういう存在を背に戦うのは、想像以上にプレッシャーになる。

「先手で殲せん滅めつした方が良くはないか？」

　守備を専門とするガドルスも、先制攻撃を提案していた。守りに関しては彼の判断は的確だ。

　その意見を受けてなお、コルティナは膠こう着ちやくを選択した。

「まだよ。トレントも警戒音を発している程度で止まっている。怒り狂って襲い掛かってくるわけじゃない以上、理由があるはずよ。それまでは慎重にいきましょう」

「守るだけなら、まだ余裕があるわ。女王華に蜜をもらい受けに来ているんだから、事を荒立てるのはよくないわね」

　コルティナの判断に、マリアも同調する。

　彼女は基本的に穏健派なので、こういう状況でも対話を選ぶことが多い。

　今、俺たちを背に抱えてなお余裕があるのは、彼女の魔法による絶対防壁が突破される事は無いという自信からだ。

「私たちは女王華に蜜を分けてもらいに来ただけよ。あくまで交渉であり、強奪する意思も戦う意思もないわ！」

　コルティナは大陸全土で使用されている共通語を使用して、トレントたちに呼び掛けた。

　下位種のトレントでは大陸共通語は理解できないが、上位種ならば発声器官を持ち共通語を理解する知性もある。

　それを期待しての呼び掛けだ。

「ならば剣を下ろせ。剣を突き付けて対話など、片腹痛いぞ」

　コルティナの呼び掛けに、少女のような高い声が響く。

　周囲を囲むトレントを搔かき分わけ巨大な花がこちらに歩いてきた。いや、花を咲かせた巨大なトレントが。

　その花の中央部には、小さな少女の姿があった。この特徴的な姿は俺でも知っている。満を持して女王華のお出ましというわけだ。

「女王華……下げて、ライエル、ガドルス」

「あ、え？　いいのか？」

「ここから先に剣は必要ないわ」

　理性あるモンスター、トレントの女王。

　その登場に下位種のトレントたちは威嚇の声を止める。同時にライエルも剣を鞘さやに納めた。ガドルスも斧おのを背中に戻す。

「ふん、重ちよう畳じようよな。武力に訴える必要が無いのは」

「それはこちらも同じです。力ずくで事を進めずに済みましたので」

「ほう、我等を蹂じゆう躙りんできるとでもいうような口振りよの？」

「然しかり。その気になれば山ごと吹き飛ばす事も可能です」

　ニヤリと意味ありげな笑顔を浮かべるコルティナ。いや、事実マクスウェルの魔法を全力でぶっ放せば、この山ごと消える。

　その自信に戸惑う女王華に、コルティナは自らの名を名乗った。

「私はコルティナ、姓はありません。ここにいるのは我が戦友たち。ライエル、ガドルス、マリア、マクスウェル。それと──」

「他はよい。まさか救世の英雄たちが訪れようとはな。お前たちは警備に戻れ」

　女王華の少女は腕を一振りして周囲のトレントたちを退かせる。今この地には、二体のトレントと、女王華だけが残っていた。

「今この地は少しばかり緊張しておってな。侵入者には容赦できん状況なのだ」

「あなた方の住すみ処かは麓の森だと思っておりましたが……何かありました？」

「うむ……それより、そちらの用件を聞こう」

「それは──」

　コルティナが俺の病と、それを治療するために女王華の蜜が必要な事を説明する。

　その間、俺とミシェルちゃんは残った二体のトレントたちをぺちぺちと叩たたいていた。

　今までモンスターと斬り合う事はあっても、触れ合う事はあまりなかった。こうして直接敵意無く触れる事ができるのは、俺にとっても珍しい。

　レティーナは初めてモンスターに近づかれて、あわあわと両手を上げてオロオロしている。

「あ、意外と温かい？」

「ホントだー。もっと冷たいと思ってた」

「ここは火山地帯で、気温が高いからな。外皮も温められておるのだ」

　パムパムと容赦なく外皮を叩く俺たちに、トレントは丁寧に説明してくれた。喋れるところを見ると、ここに残った二体はエルダートレントなのだろう。

「あ、あの……危ないから……」

「トリシア先生も触ってみたら？　こんな機会は滅多にない」

「そりゃそうでしょうけど！」

　彼女の常識は、今日一日で何度破壊されただろう。

　そんな俺たちを置いて、コルティナの交渉は続いていた。

「フム、汝なんじらの事情は承知した。しかし、あいにくだが、譲る訳にはいかんな」

　だが女王華からの返事は、明確なノーだった。

　女王華から否定の言葉を突き付けられ、コルティナは一瞬継ぐ言葉を失った。

　無論、こちらが無条件で蜜をよこせと言っていた訳ではない。コルティナも相応の対価を提示していた。

　森の中に住むトレントたちに金銭は価値がない。

　だからコルティナが提示したのは良質な肥料。正確には、先程のファイアジャイアントの死骸だ。

　強いモンスターはそれだけ高い魔力を内包する。それを発酵させれば、高い魔力を含んだ肥料になるはずだった。これはトレントにとってご馳ち走そうと言ってもいい。蜜と充分に釣り合うはずの対価だ。

　それでも女王華は拒否してきた。

「なぜです？　充分な対価になるはず……」

「まぁ待て、説明する。まず我等は今、繁殖期にあってな」

　トレントの繁殖。それはつまり、女王華が種を孵かえす時期という事だ。他にも、魔力に満ちた土地で古木がトレント化する事象などもあるが、それは狙って増える現象ではない。

「孵った若木たちに蜜を与えねばならぬ。人に分ける量はないのだ」

「しかし……ファイアジャイアントを肥料化すれば、その栄養で蜜を増産できるのでは？」

「無論、それも可能だ。しかし土地が悪い。この瘦せた地では効果は薄い」

　確かに周囲が岩場だらけの高山地帯では、植物の養分は薄かろう。

　だが、ならばなぜ、彼女たちはこの地にやってきたのだ？　ファイアジャイアントの住処を奪ってまで。

　俺に気付く矛盾を、コルティナが気付かないはずもない。彼女も、その疑問を口にした。

「なぜこの地に？　養分ならば麓の森の方が豊富なはず」

「十日ほど前にな、賊が侵入したのだ」

「賊？　トレントの領域に？」

「うむ。しかも我等の種を数粒奪っていきおった。故に監視のため、見晴らしの良いこの場に移動してきたのだ。幼子を守るためにな。おかげで予定よりも蜜の貯まりが遅い」

「それなら私たちもこの子を守るために、あなたの蜜が必要なのです。それはおわかりでしょう？」

　コルティナもここは譲る訳にはいかない。子供の命が懸かっていることは互いに同じだ。

　無論、力ずくで奪う事もできる。だが言葉を交わし合える相手を蹂躙するというのは、俺たちだって気分のいいモノじゃない。

「子を守りたいのは互いに同じ。ですが力で奪い取る真似はしたくない」

「むぅ……」

　女王華も、こちらが邪竜を倒した強者であることは理解している。護衛として上位種のトレントを二体残してはいるが、その程度で押さえられる相手ではない。

　俺たちが力に訴えれば、彼等は蹂躙されるしかないだろう。

「待て待て、コルティナ。お主らしくもなく焦っておるな？」

「え……あ、そうかも……？」

　暢のん気きに声を掛けるマクスウェルに、ようやくコルティナは切羽詰まっていた自分に気が付いたようだ。

　彼女にとって、俺の命が懸かっているという事はそれほど重要な事だったのだ。ありがたいことに。

「落ち着いてね、コルティナ。ニコルの事はもちろん大事だけど、あなたがそこまで気負う事は無いのよ？」

「そうもいかないわよ。もう仲間を死なせたくないもの──」

　マリアが肩を叩き、コルティナを落ち着かせる。それに答えた彼女の小さな呟つぶやきに、俺は気負いの原因を悟った。

　やはり俺の死だ。それが彼女に、『誰も死なせない』というプレッシャーを与えている。

「ならば……こうしよう」

　そこへ女王華から、新たな提案が持ちかけられた。

　彼女としても、自分たちが不利である事は理解している。俺たちが実力行使に出ればなすすべもなく蹂躙されるのだから、強硬に反対しても利益はない。

　そこで交換条件を出す事で、事態を打開しようと考えたのだろう。

「我等とて、進んで滅びたいわけではない。だが種のための蜜は残しておきたい」

「それは理解してるわ」

「そう急せくな。そしてお主たちもまた、蜜を必要としておる。そこの幼子のためにな」

「ええ」

　そこで女王華は麓の方に視線を向けた。そこには、大地の滋養溢あふれる森林地帯が広がっている。

「我等が麓に戻れば、蜜の増産は可能じゃろう。巨人の死骸もあるらしいでな」

「なら──」

「急くなと言うに。じゃが無防備に麓に戻っては、また種を奪われてしまうかもしれぬ。奴等は一度、我らの目を搔かい潜くぐっておるのだ」

　女王華の生み出す種は、女王華の幼生──つまりアルラウネを生み出す。アルラウネがドリアードへと進化し、やがてその中の一体が女王華へと到いたる。

　そして、その女王華の種は寿命を延ばす秘薬の材料としても使用される物だ。すなわち、大金になる。

　強奪者はすでに一度、彼等の警戒を搔い潜って種を奪っている。一度破った警戒網ならば、もう一度搔い潜るのも可能だろう。

　それは女王華としても避けたい事態だ。

「そこでお主たちには、犯人を捕らえてほしい。殺してもよいし、捕縛してもよい。つまりは二度とここへ来られぬようにしてほしいのだ」

「なるほど。犯人がいなくなれば、種を奪われる心配はなくなるから、麓に戻れる？」

「麓に戻れれば、滋養溢れる大地の力と巨人を糧に、蜜を増産できる──というわけじゃな」

「確かにそれなら……でも時間が……」

「この辺りで手打ちにしてくれれば、ありがたいんじゃがの」

　そもそもの原因はきっかけとなる強奪を行った側……つまり人間にあると言っていい。

　その尻拭いをするのは業腹ではあるが、力ずくは本意ではない。

　ならばこの辺りで妥協するのが適当だろう。問題は犯人捕縛まで俺が持つかだが、俺の症状はそれほど切羽詰まった状態ではない。

「コルティナ、わたしは大丈夫」

「ニコルちゃん……そうね、この辺が妥協点かもね。わかったわ、犯人をぶちのめすのはこちらでやってあげる」

「ブチのめせとまでは言っておらんのじゃが……まぁ、同じことかの」

　コルティナと女王華は握手を交わし、交渉を終えた。

　こうして俺たちは、彼らから種を奪い取った犯人捜しを行うことになった。




　盗難時の詳細を聞いて、女王華たちと別れ、一旦ラウムに帰還する。犯人を見つけるために、山に残っていても仕方ないからだ。

　マクスウェルの屋敷に戻り、それぞれに茶を振る舞いながらコルティナが今後の展開の口火を切る。

　ちなみに茶を淹いれているのはマリアだ。

「でも聞いた詳細だと、種を盗まれたのは十日も前なんでしょ？　どうやって探せってのよ」

「待て、コルティナにアイデアがあったから承諾したのじゃないのか？」

「ライエル、アンタいつも私に投げっ放しにするの、やめなさいよ」

　相変わらず脳筋のライエルに、考えはないらしい。まぁ、それは俺も同じなんだけどな。ガドルスは発言すらしない。

　マクスウェルはミシェルちゃんを膝に乗せて、ご満悦だ。まるで孫娘を愛でる好こう々こう爺やという風情である。

「二週間も前の話じゃ、足跡とか追跡する事もできないのよね」

「そうね。というか、そろそろどこかの街に辿たどり着ついている頃じゃないかな？」

　マリアの言葉にコルティナが返す。

　俺たちはマクスウェルの転移魔法があったから日帰りができたが、徒歩で往復するとなると、大きな街までは十日近い時間はかかるだろう。

　未開発の森の中を進むというのは、それくらい難事だ。

「女王華の種を薬に加工するとなれば、それなりの設備と技術が必要になるわね。森の中でこなせる作業じゃないわ」

　コルティナの意見を補足するように、トリシア女医が説明する。

「そうなると、確実に大きな街に立ち寄っているはず。あそこから一番近い街というと……」

「周辺にそこそこの大きさの町はあるけど、そういう場所で捌さばけば足が付きやすい。市場の大きさなどを考えると、このラウムに来ている……と見ていいわね」

　貴重な薬の原料だけに、それを売れば犯人に繫つながる足取りを残してしまう。

　だからそれを誤魔化すため、ある程度人が多い、そういった商売が霞かすむほど物が溢れている大きな街で処分することが望ましい。

　自分で使うとかじゃない限り、この街を目指してきているはずだ。

「ワシも衛士に指示を出して、周辺を警戒するようにはしておくつもりじゃが……期待は薄そうじゃの」

「トレントの警戒を搔い潜れる連中だものね」

　森の中とはいえ、女王華周辺のトレントの数はかなり多い。

　しかも植物であるが故に睡眠というモノをほとんどしないため、隙を突くのは難しいはずだ。

　その警戒網に引っ掛からなかったとなると、下手をしたら俺のように隠おん密みつ系のギフトを持っているのかもしれない。

　そういう人間を衛士程度が発見するというのは、おそらく難しい。

「ライエルたちとガドルスはもう村に帰っちゃうの？」

「いや、宿でも取ってしばらくは捜索を手伝うよ。事は俺の娘の話でもあるし」

「そうね。村の方も心配だけど、ニコルの方を優先したいわ」

「ワシもしばらく滞在するとしよう。ライエルたちと違って、宿の方はどうとでもなるからな」

　それを聞いて、ミシェルちゃんとレティーナはパンと手を叩き合わせた。

「すごいですわ。英雄たちが再び一つの街に集まるなんて！」

「すっごいね！　今考えてみれば、こんなの、普通は見られない光景だよ」

「アナタ、その英雄の膝の上に乗せられてるのですわよ？」

「うらやましい？　ねね、うらやましい？」

「むきー！」

　ミシェルちゃんに飛び掛かったレティーナを、マクスウェルはヒョイと抱き上げ、ライエルにパスした。

　ライエルはレティーナを膝に乗せて、大人しくさせる。当のレティーナに至っては、緊張のあまり硬直してしまっていた。

「ウム、静かになったの」

「あら、あなた。ニコルの前で浮気かしら？」

「それはないだろう、マリア！」

「いいよ。わたしはコルティナの膝に行くから」

　俺はここぞとばかりにコルティナの上に移動する。

　小柄な彼女だが、俺の方がもっと小柄なので、膝の上にしっかりとフィットした。

　下手にフリーでいると、ライエルかマリアに捕獲されかねない。あとコルティナに微妙なセクハラ的気分も少々……まぁ、これは置いといて。

「なんにしても、まずはお金のある所に商談を持ちかけるのが基本かしら？」

「盗賊共の組合組織ギルドもチェックしておきたいのぅ。そっちはワシが受け持とう」

「お願いね、ガドルス」

　荒くれ者の多い盗賊ギルドでは、いつ命の危険が襲い掛かるかわからない。

　そんな場所に、マリアやコルティナは向けられない。なにをどうやったら倒せるのかわからないほど頑丈なガドルスが、適任といえるだろう。

「なら俺は街門を回って不審人物を見かけなかったか聞いてみよう」

「じゃあ、私は教会を回ってみるわ。あそこも人が出入りする場所だし」

　ライエルは俺たちの中で一番カリスマ性にあふれる人材だ。だからこそ、騎士や衛士を相手にした聞き込みでは、最も高い成果を出す。

　そしてマリアは、世界最大の宗教である世界樹教の法王すら超える支持を持つ聖女だ。一線を退いたとはいえ、彼女の問いに沈黙で答える者はいない。

「じゃあ私は家に帰って寝てるわね」

「トリシアも仕事しなさい！」

「もう体力とストレスが限界なのよ！　今日一日で何回死を覚悟したと思ってるのよ!?」

「たった二回でしょ」

「充分よ！」

　トリシア女医はヒステリックにそう喚いていた。素人にファイアジャイアントの戦闘とトレント包囲網はやはり無理があったか。

　そのわりにはミシェルちゃんとレティーナは平気そうなんだが……

「ミシェルちゃんとレティーナは怖くなかったの？」

「うん？　こわかったけど、ライエル様たちが一緒にいてくれたし」

「そうよね。あの方たちと一緒なら、万が一は存在しないわ」

「その信頼はありがたいが、自分の身を守る努力はしよう」

　うちの両親に関しての信頼は実にありがたい。だが当人に自分を守る意思が無ければ、守れるものも守れない。

　特に街中での行動では何かと危険が多くなる可能性がある。これは正面からの戦力ではどうにもできないものだ。

　結局ミシェルちゃんとレティーナは、ライエルたちに諭されて、しばらくは自宅待機になったのである。







　夜、俺はひそかに貯木場に向かい、恒例の単独訓練に励んでいた。

　毛糸を手足に纏まとわせ、筋力の補助をしつつ疾走と跳躍を繰り返す。冷たさを残す夜気が火照る身体をいい具合に冷やしてくれて、実に心地いい。

　糸による強化も大分慣れてきて、初日のように材木に顔面から突っ込むようなミスはしなくなっている。だからといって、糸の強化限界まで出せる訳じゃない。

　俺のギフトである操糸は、糸一本につき俺の筋力と同程度の力を発揮できた。

　糸は接触していれば操作できるため、両手の指の糸を片腕の強化に集中させれば、最大で十倍の筋力が発揮できるという計算だ。

　しかし、事はそう単純に済まないのが、現実でもある。

　まず俺の魔力では、毛糸を強化できる時間は長くても三分しか持たない。

　つまりこの加速行動は、最長でも三分までなのだ。

　しかも俺の身体は、涙が出るほど貧弱だ。一本絡めて全力で動くだけでも、関節各部がミシミシと軋きしみ、筋肉繊維がブチブチと千切れる感触がする。

　初日のは全力を出していなかったからよかったモノの、もし調子に乗ってピアノ線で『いきなり五倍！』とかやっていたら、貯木場に幼女のバラバラ死体が散乱する事になっていたところだ。

　この感触からするに、おそらく二倍で三分。三倍にしたら一分も持たない。四倍なんてしようものなら……十秒で靱じん帯たいが断裂してしまうだろう。

　そのうえ、筋力を強化できるといっても、元の筋力が幼女の物である。

　たとえ五倍の筋力を発揮できたとしても、大の大人には敵わないだろう。身体が軽い分、効率はいいかもしれないが、結局無茶はできないという点では変わらない。




　夜闇の中、材木を蹴って別の材木に飛び移る。前世の職業柄夜目は利く方だったので、闇の中でも躊躇ためらいなく跳躍できる。

　それに僅かな月明かりを俺の銀髪が反射して、微妙に周囲を照らし出しすらしている。足元の不安はないに等しい。

「フッ！」

　小さく息を吐きだし、跳躍と共に今度はピアノ線を放つ。鋼糸は別の木に巻き付き、俺の跳躍軌道を強引に変更させた。

　このピアノ線を扱うにあたり、分厚めの皮手袋を調達しているのだが、こちらの調子も悪くない。手の負担を大きく軽減させ、それでいて微細な操作も可能という逸品である。

　跳躍方向をほぼ九十度にまで変更し、振り子運動を横から縦へと変化させる。

　縦の振り子運動で俺は宙を舞い、宙返りをした後、そのまま詰所の屋根に着地した。

　この機動は前世でも行っていたモノで、確かに強化した筋力でこれを使いこなせれば、大きな戦力アップになるはず。




　俺は屋根の上で腰を下ろし、小休止した。

　夜風が長い髪を薙ないで、体温を効率よく奪っていく。

　俺は首に巻いていたマフラーを引き上げ、軽く身を震わせた。このマフラーは顔や髪を隠す役目もあり、俺の目立つ髪を隠すのに便利だ。

　体にぴったりと張り付くシャツにスパッツ。それにマフラー。それと黒いジャケットのような、大きめの革の上着。

　はたから見れば不審者でしかない格好。

　それも俺のような年端もいかない幼女がしているとなれば……怪しさ倍増である。

「確かに筋力強化できて、この機動があれば……戦力としては充分に評価できるかな。でも最強というには物足りないか。あの神様、この能力のなにをどう使えっていうんだ？」

　この手法で増えるのは、あくまで機動力である。

　攻撃力はまったくといっていいほど上昇していない。まぁ、敵の背後から攻撃しやすくなったと考えれば、上がったといっても過言ではないが、それだけでは激しく物足りない。

　他に使い道は無いものかと屋根の上で胡坐あぐらをかき、首をひねっていると、夜風に乗って微かな泣き声が届いてきた。

「ん？　泣き声……それも子供かな？」

　幼さを多分に残した声に、俺は疑問を抱く。この夜中、人気のない貯木場で耳にするには、あまりにも似つかわしくない声質。

「いや、俺が言えた義理じゃないけど」

　人目の無い場所にいる子供といえば俺も同じなわけだが、それはそれとして、こんな場所にいる子供を放置する訳にはいかない。

　屋根の上から周囲に視線を走らせ、材木の陰に蹲つくばっている子供の姿を発見した。

　どうやら物思いにふけりすぎて、接近に気付かなかったようだ。

「いや、たるみすぎだろ、俺……」

　声を掛けるにしても、この目立つ髪と目は隠さないと、すぐに身元を判別されてしまう。

　青銀の髪と紅碧の色違いの瞳は、あまりにも目立ち過ぎる。

　俺はマフラーをターバンのように頭に巻き付け、その一端を右目の上に垂らす。

　俺の右目はマリア譲りの深紅の瞳のため、非常に目立つ。左目だけならライエルの碧へき眼がんなので、こちらもずば抜けて綺き麗れいな色ではあるが、色合い的にはありふれた色といえた。

　そうやって特徴的な部分を隠してから、鋼糸を使って体を支えつつ、少年の前の材木にふわりと降り立った。

「少年、なにを泣いている？」

　性別からこちらの素性を辿たどられても面倒なので、男と勘違いしてもらえるよう精一杯の低い声を絞り出す。

　だが俺の声は何をどう足あ搔がいても、透き通った美しい少女の声にしかならなかった。自分の声に、思わず苦悩の声が漏れてしまう。

「むぅ……」

「女の……子？」

　思わず呻うめいた俺の声に、その子供が反応して顔を上げる。

　粗末な衣服に青白い肌。黒い髪はぼさぼさで、手入れされていない犬の毛並みみたいだ。スラリと伸びた手足と、整った風貌は美少年と言っていい。憎むべき美形になる充分な将来性を感じさせた。
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　そして何より、額からポコリと伸びた瘤こぶ……いや、角つの。

「半魔人？」

「あっ!?　これは──」

　慌てて自分の額を押さえ、狼ろう狽ばいする少年。見られないために隠さねばならない。半魔人はそれほどまでに嫌われている種族なのだ。

　だが、元半魔人の俺にとっては、忌避すべき対象ではない。むしろ、同族意識のようなものまで湧いてくる。

「怖がることはないよ。わたしは別に、半魔人だからって差別しないから」

「え？」

　俺が嫌悪を浮かべなかった事で、驚いた表情を浮かべる少年。

　それを放置して、その場に座り込む俺。腰の後ろに吊つるした水筒から水を一口飲み、少年へと放った。

「君も飲めば？　泣いてばかりで喉が渇いたでしょ」

「え……うん？」

　恐る恐る受け取る少年。少年は俺の投げた水筒におずおずと口を付けた。

　これは彼が喉が渇いていたというより、こちらの指示を聞かなかった際の報復を恐れたような態度だった。

　その態度から、彼が日頃どのような仕打ちを受けているか見て取れる。

「落ち着いた？」

　元よりあまり量は残っていなかったので、すぐに飲み干してしまったようだ。口を放したタイミングを見計らって、俺は改めて声を掛けた。

　その問いに、おずおずと少年は答えを返す。

「う、うん」

「こんな時間にどうしたの？　子供が出歩く時間じゃないと思うけど」

「君だって──あ、ごめん」

「わたしは別にいいけどね。言葉遣いとか気にしないし」

　おそらく、俺に反論した事を謝ったのだろうと推測し、そう告げた。

　案の定、少年は驚いたような表情でこちらを見る。

「わたしは半魔人に偏見は持ってないよ。だから気にしなくていい」

「そうなんだ……めずらしい──あ！」

「うん、さすがに変人扱いは怒るけどね？」

　トンと材木の上から飛び降り、少年の背後に回り込んで後ろから両頰ほほを引っ張る。

　毛糸を手足に絡めて、筋力補助をしている俺の動きは、少年の目にも止まらぬ速度だっただろう。

　あっさりと背後を取られ、頰を引っ張られながら少年はアワアワと暴れる。ひとしきり罰を与えておいて、再び距離を取った。

「あっ……すごい」

「ん？」

「速いから、驚いた」

「ああ、動き？　ちょっと工夫しててね」

　俺が再びトンと跳躍して、少年の頭を飛び越えた。

　筋力が低いとはいえ、動かす身体は幼い少女の物だ。軽い分、速度や跳躍力といった面での効果は目に見えて発揮される。それでも大の大人の筋力と比較すると……やや物足りなさは残るのだが。

「それ、工夫ってどうやるの？」

「名前を聞く前にそれを聞くのかな？」

「あ、ごめん……僕、クラウドって言うんだ」

「そう、わたしは──」

　そこまで言ってから、気付いた。俺はそれなりにこの街で名前が知れてきている。

　ここで名乗ってしまえば、夜に秘密特訓している事がバレてしまう可能性がある。というか、その可能性が非常に高い。

「えーと、そうだ、わたしの名前はレイドというのだ」

「レイド？　六英雄の人？」

「うん、そう。一番カッコイイ人！」

　自分で自分の事をこういうのは面おも映はゆいところがあるが……まぁ、子供の前だし、多少調子に乗っても許されるよな？

「一番最初に死んだ人じゃん」

「ブッコロス」

「ひぃ!?」

　再び頰を引き伸ばされるクラウド。コイツ、口が軽いんじゃないか？　本名を名乗らなくて正解だったか。

「お前も半魔人ならちょっとは敬意を示せよ、コルァ！」

「すみません！　すみません！」

　引っ張ってわかったが、こいつの頰、意外と伸びるな。面白い。

　それはそれとして、同胞たる半魔人にまで、この言われ様は少しばかりイラッときた。最近俺の評価が上がっている人材ばかりに会ってたから、天てん狗ぐになっていたかもしれない。

「で、でもあの人は例外ですよ。六英雄は半魔人とかそういうのを超越してますから」

「そりゃ、なぁ……」

　この世界で六英雄を批判する人間はいない。

　北部の王国を三つ滅ぼし、数十万……いや、百万に届こうかという犠牲者を出した邪竜を討伐した功績というものは、それほどに大きい。

　前世の俺が半魔人であることを声高に批判する者など皆無だ。もし口にしたものが見つかれば、『ならお前がやってみろ』とドラゴンの前に引っ立てられるだろう。

　そんな功績を残していたとしても、半魔人の地位向上には役立っていない。俺はあくまで『例外』の存在なのだ。

「お前……いや、クラウド、君も迫害でもされているのか？」

「え、うん……その……」

　俺の言葉にクラウドは口籠った。この態度だけで答えているも同然である。

「親はどうした？」

「僕、孤児院に住んでるから」

「子供同士のイジメか。その辺りのチェックは厳しくなったはずなんだがなぁ」

　半魔人の子供は、その嫌悪感から捨てられる事案も多い。元々数百人に一人生まれるかどうかという確率なので、問題にもなりにくい。

　人と違う異貌。あまりにも少数派故の無力。だからこそ迫害するにはちょうどいい存在。それが半魔人だ。

　だからこそ、孤児院に半魔人の子供がいるというのは、それほど珍しい事ではない。現に前世の俺もそうだった。

　だが俺の一件があってから、ラウムでも孤児院のチェックは厳しくなっているので、そういう迫害は起きていないはずなのだが……

「ううん、先生は仲良くしなさいって。でも……」

「ああ、なるほど。子供は無邪気で──容赦がないからなぁ」

　子供のイジメというのは、ある意味大人でも引くほど残酷な場合がある。彼もおそらく、そういう被害に遭っているのだろう。

「それで、さっきの動きをどうやるか聞いたのか」

「うん」

「仕返しするために？」

「……うん」

　子供のヒエラルキーというのは運動ができるかどうか、勉強ができるかどうかで決まる。先程の動きができれば、イジメという沼から抜け出せる。そう思ったとしても仕方ない。

　俺だって、その気持ちはわかる。

　俺も幼い頃迫害を受け、それ故に反骨心を正義感に変えて、力を求めたのだから。

　そしてその感情が暴走し、手当たり次第に悪を断罪して、暗殺者として恐れられるようになった。

　目の前にいる少年は、境遇的に俺の幼い頃に瓜うり二ふたつと言っていい。このままでは、俺と同じように力を求めて暴走し始める可能性がある。

「まぁ、これはちょっと特殊な技術を使っている技だから、君にそれを習得するのは無理だろうけど……」

「そっか……無理なんだ」

　圧倒的理不尽を与えてくれる神の祝福ギフト。それに由来する能力というのは、一般人には手に入らない力と宣告されたに等しい。下手に希望を持たせるよりは、無理だと断言してやった方が彼のためになる。

　そもそも俺の技術は俺が磨き抜いた技であり、あのような機動力はライエルですら持っていない。

　しかし、しょんぼりと肩を落としたクラウドを放置するのは、いささか後味が悪い。

「でも、基本的な戦い方くらいなら、教えてあげられるよ」

「本当!?」

　パァッと急激に笑顔を浮かべるクラウド。この浮き沈みの激しさは、子供特有なのか、こいつだけなのか。




　それから俺は、彼に剣を使う上での心構えなどを説いたうえで、軽く使い方をレクチャーをした。

　さすがに糸の使い方はマスターできるとは思えなかったので、汎用性の高いオーソドックスな剣と盾の取り回しである。

　剣ならばどこの町でも手に入るし、盾は身を守るために有効な装備だ。鎧よろいと違い、子供でも充分な防御力を得ることができる。

　それに、俺はかつてパーティ解散の憂き目を見た後、仲間を集めることができなかった。これは俺の特殊な戦術がネックになったことは否定できない。

　彼にも俺と同じ轍てつを踏んでほしくはない。そのためにも汎用性というモノはできる限り重視してあげたい。

　その後、夜にまた会えば教えを授けることを約束しておく。

　こうして俺に、はじめての弟子ができたのだった。
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　翌日、俺はコルティナと連れ立って、ラウム最大の商会であるホールトン商会へ足を向けた。

　出発前に、俺もコルティナも髪を隠して変装している。理由は危険な品を調べる以上、有名人が訪れたら表面を取り繕われて終わる可能性があるからだ。

　コルティナはサスペンダー付きのズボンでフサフサの尻尾を隠し、白いシャツと濃紺のジャケットを羽織って中性的な装いをしていた。特徴的な猫の耳はベレー帽で隠している。

　俺も金髪のウィッグを着けて、いつも以上にフリルの多い衣装を纏まとって彼女に隠れるようにして歩いていた。コルティナも金髪なので、上手くすれば姉妹に見えるだろう。これで気弱な少女が活動的な姉と買い物に来たように見えるはずだ。

　この衣装を着付けていた時のフィニアの嬉うれしそうな表情ときたら……いや、今はそれは置いておこう。




　商会の門をくぐると、店員が朗らかな笑顔でこちらに挨拶をしてくる。慣れない変装をしていたせいか、コルティナがびくりと反応する。

「いらっしゃいませ！　ホールトン商会へようこそ！」

「え、あぅ……はい？」

「ティナ、ここはあいさつ返す必要はないから」

　狼狽うろたえてぺこりと頭を下げ返すコルティナに、俺はお尻をつねって注意する。元から後ろについてきていたので、その仕草は誰からも見られていないはず。

「あー、えっと……その……」

「欲しいお薬があるのです」

「薬ですか？　では薬剤師の店員を呼んできますので──」

「いえ、特殊な薬ですので、商会長に直接お話を伺いたいのですが」

「商会長ですか……」

　いまだ緊張の取れぬコルティナに代わり、俺が会話の主導権を取った。しかし、さすがにいきなり商会長に会わせろというのは、怪しまれるか。

　そういえば、ここはマチスという子の実家だったな。

「あ、そう言えばわたし、魔術学院でマチスって子と同じクラスなのですが……」

　同じクラスとはいっても、その人数は結構多い。これくらいなら話の切っ掛けとしてちょうどいい。

「マチス様の……それで薬──!?　少々お待ちください！」

　店員は慌てふためいた様子で奥へと下がっていった。その様子にただ事ではない雰囲気を感じる。

「なんか……変」

「よね。それに怯おびえてた感じもするわ」

「それより、コルティナ。なんでそんなに狼狽してるの？」

「うぅ、変装してる自分がおかしくないか、ちょっと気になっちゃって。ニコルちゃん、私おかしくない？」

「だいじょうぶ、カッコいいよ」

　ベレー帽を両手で押さえる仕草など、まるで少女のような初々しさだ。

　しかし今はそれを愛でている暇はない。ちらりと周囲の様子を窺うかがってみると、他の店員も先ほどの発言以降、ピリピリとした雰囲気を漂わせていた。

　チラチラとこちらを覗のぞき見みる店員すらいる。客の方は何事もなかったかのような反応。

　異様な緊張感の中、しばらくして恰かつ幅ぷくのいい男が店の奥から出てくる。だがその顔は蒼そう白はくだった。

「お客様ですかな、お薬をお求めの方は？　それにマチスともお知り合いの様で」

「あ、はい」

　ダラダラと汗を流す男に、俺は戸惑いつつも返事する。

　男はハンカチで汗を拭きつつ、こちらに右手を差し出し、自己紹介してきた。

「申し遅れました。私は当商会を取り仕切っております、ヘイズ・ホールトンと申します」

「わたしは……えと、ドナって言います」

　この際、コルティナの名前が出なければいいと思い、適当な名前を告げる。

　俺の噂うわさは街中に──とはいかないが、かなり広まっている。ここはコルティナだけでなく、俺の名前も伏せておいた方がいいはずだ。

　元ネタにしたドノバン君、スマン。いや、奴に謝る必要はないか。

「ドナさん、ですか」

「はい、こちらは私の保護者でティナといいます。姉です」

「ど、どうも」

　コルティナは非常に頭は切れるし応用力もあるのだが、自分の調子が保てない状況に戸惑っているようだ。

　商人との駆け引き。しかも正体を出さずに。そんな状況は軍に所属していた彼女には、あまり経験が無かっただろう。ここは俺がリードしないと、ボロを出すかもしれない。

「ここでは話もなんですし、奥へどうぞ。お茶も用意してますので」

「あ、はい」

　ヘイズさんは俺たちにカウンター奥の別室で話をしようと提言してくる。

　どうも、俺たちとの話を他の人間に聞かれたくないらしい。まるで人目を避けるように、奥の部屋へ誘いざなった。

　控えめだが品のいい小部屋の中に入り、最後に入ってきたヘイズさんはドアをしっかりと閉めた。それどころか、施錠までして。

「あの、なぜ鍵を？」

「……き──」

「き？」

「君たちがマチスを攫さらったのか！」

「はぃ？」

　ヘイズさんはコルティナに迫り、その襟元を締め上げる。その表情は先ほどの蒼白さから一転して真っ赤になっている。よほど頭に血が上っているようだ。

「ちょ、ちょっと!?」

「私に違法な薬を買い取れと迫り、断ったからといって娘を攫うなど──」

「いや、私はそれと関係──」

「待って、コルティナ。ヘイズさん、その話、詳しく」

「白々しい！　貴様たちが連中の一味というのは……」

　完全に逆上してしまっている。このままでは話は聞けそうにないし、聞けたとしてもまともな内容にはならないだろう。

　とにかく、落ち着いてもらう必要がある。

「仕方ない。コルティナ、帽子取って」

「へ？」

「やはり偽名だったか！　本名はコルティ……ナ……様？」

「え、あ、うん」

　勢いの止まった隙を突いて、コルティナがかぶっていたベレー帽を取り去る。

　その下から金髪とそれに近い色合いの、長毛種の猫人族特有のフサフサ耳がぴょこんと立ち上がった。

「その……耳……本当に……？　し、失礼しましたぁ！」

　ばね仕掛けの人形のように飛び退すさり、華麗なまでの滑らかさで土下座する。床にひれ伏し、ブルブルと震えている所を見ると、本気で怯えているらしい。

「いや、いいです、気にしてませんから。それより詳しい話を──」

　コルティナは衣服の乱れを整えてから、椅子に腰かける。これでようやく落ち着いた話し合いができそうだ。

　とはいえ、先程の会話から大体の流れは把握している。恐らく女王華の種を奪った連中は、この国最大の商会、ホールトン商会へ品を持ち込み、違法なそれをこのヘイズ氏が断った。

　それを逆恨みして、娘のマチスを誘拐したという所だろうか。

「実は三日前です。冒険者に見える男たち三人が女王華の種を持ち込みまして……無論、女王華は手出し無用のモンスター。その種を買い取ることは法律的にも問題がありますので、お引き取りいただきました」

　冒険者たちはその時は大人しく……まぁ、悪態は吐ついていたが、その時は大人しく引いたそうだ。

　しかしその二日後、マチスの姿が消えた。そして代わりに女王華の種を買い取るように脅迫状が届いたのだとか。

　そして今日、薬を求めてやってきたマチスの同級生と名乗った俺を、犯人の一味と勘違いしたというわけだ。

「どうやら、ここが当たりだったみたいね」

「うん」

　コルティナはニヤリと悪い笑顔を浮かべていた。

　どうやらマチスを攫った連中と種を盗んだ敵は同じ存在らしい。ヘイズさんにこの一件を任せてもらえるよう、コルティナからお願いしてもらった。

　彼が娘のために先走らないように、警告も含めて、だ。

「この一件、私たちが手掛けている事件と、犯人が重複しそうですね。よろしければ、私たちに任せてもらえませんか？」

「コルティナ様方が引き受けていただけるのであれば……ただ娘の命だけは、どうか」

「それは重々理解しております。私も子供の大事さを身をもって感じていますので」

　そう答えつつ、俺の頭を撫なでてくる。

　髪の手触りが気に入らなかったのか、そのままヒョイとウィッグを取り上げた。その下からマリア譲りの細くしなやかな青銀の髪が現れる。

「その髪、もしやマリア様の……？」

「ええ、マリアとライエルの娘のニコル。つまり私にとっても娘も同然。マチスさんはこの子の同級生ですし、全力で事態の収束に当たらせていただきますわ」

「それは心強い！」

「できましたら、この一件については引き続き箝かん口こう令れいを。それと使い魔を一体置いていってもよろしいですか？」

「はい。お願いします」

　使い魔とは使い魔作成フアミリアと呼ばれる魔法によって生み出される、ゴーレムの一種だ。単純なゴーレムと違い、使用者と感覚を同化できるので、離れた場所でも事態を把握する事ができる。

　操魔系の魔法なのだが、難易度が低いわりに利便性が高いため、習得している術者は多い。

　ヘイズさんの許可を得て、十分程度の魔法儀式の後、小さなハムスター状の使い魔が作成された。

　彼の上着のポケットにその使い魔を潜ませる事で、彼の状況を把握しておこうという考えだ。

「では、我々があまり長居すると敵に怪しまれるかもしれません。今後はこの使い魔を通して連絡を取りましょう」

「この使い魔、喋しやべることが……？」

　初期の使い魔には声帯が存在しないため、喋る事ができない。しかし、精密に作られた上位の使い魔ならば喋る事は可能になる。

　しかしコルティナは、操魔系魔術をそこまで修得していない。いや、広く浅く各分野を習得しているがゆえに、高位の魔法には手が届かない。マクスウェルのような存在が異常すぎるだけだ。

「私の力では喋る使い魔は作れません。後でマリアかマクスウェルの使い魔をよこしますので、連絡はそちらに」

「わかりました。ではそのように」

　一礼するヘイズさん。その顔には安あん堵どの表情が浮かんでいた。マチスが行方不明になって一日。おそらく心配で精神を擦り減らしていたのだろう。

　攫ってすぐにその事実を知らせ、要求までに時間を一旦置く。

　そうする事で目標の精神を擦り減らし、衰弱したところで要求を突き付ける。日を置いて弱った被害者の姿を見せるのも、効果が高いだろう。

　救いを目の前にして、耗こう弱じやくした心は、その釣り針に容易たやすく食いつく。犯罪者がよく使う手である。

　今回、その時間が裏目に出たと言っていい。衰弱させる時間があったせいで、俺たちが間に合ったのだから。




　ヘイズさんと別れ、店の外に出てこっそりと周囲を探る。しかし怪しい姿は発見する事はできなかった。

　問題はこういう事態に慣れていないコルティナである。周辺を探るのに、キョロキョロと見回してしまっている。

「コルティナ、キョロキョロしない」

「う、ゴメン。軍を動かすのならともかく、こういう街中での動きは慣れてなくって」

　戦場という特殊な環境をメインに戦ってきたコルティナは、街中での探索経験は少ない。

　しかも俺たちと一緒に旅に出てからは野外戦ばかりで、街中で行動することは、ほとんどなかった。

　邪竜という敵を討伐するために集められた俺たちを受け入れると、下手をすれば邪竜に恨みを買ってしまう恐れもある。

　街に寄る事を最小限にして行動していたため、彼女は一般的な冒険者と比べて歪いびつな経験しか持っていない。

「それにしてもニコルちゃんは落ち着いてるわね。私よりも頼りになるわ」

「……褒めても、なにも出ない」

　悪を断罪する暗殺者。それを行うため、俺の戦闘力は街中でこそ発揮される。

　コルティナとは全く逆の方向性だ。

「どこでそんな技術を学んだの？　マリアから？」

「えっ!?」

　しまった。珍しく俺がリードする展開に、少々調子に乗ってしまった。

　あまり出しゃばりすぎると、怪しまれるのは当たり前だ。俺はまだ十にも満たない子供なのだから。

「えーと、えーと……ママだったか、パパだったか、覚えてない……」

　自信無さげにわざとらしく俯うつむき、顎先に指を当てて、考え込む仕草をする。

　あからさまに媚こびた態度だが、場を誤魔化すためなら手段を選んではいられない。

　現にコルティナも、そんな俺の姿を見て手を合わせて悶もだえている。これでまた、正体をバラせない理由が増えた気がする。

「まーいっかぁ！　ニコルちゃんかわいーし！」

「ふぎゅー!?」

　抱き着いてきたコルティナを敢あえて避けず、俺は抱き人形のごとく抱きすくめられた。

　ぐりぐりと頭頂部に頰ほお摺ずりしてくるコルティナ。とりあえずは誤魔化せた気がするので、良しとしよう。

　コルティナだけじゃなく、こちらを見ている視線からも──だ。

　そう、怪しい姿『は』見つける事ができなかった。

　だが俺は、明らかに肌を刺すような視線を感じていた。肌が逆立つような感触が、見つけられない誰かの存在を認識させる。

　間違いなく、誰かがこちらを監視しているようだ。

「用事が済んだのなら、帰ろ？　みんな待ってるし」

「そ、そうね。欲しい情報は入った訳だし……情報の共有と、あと、喋れる使い魔をマクスウェルかマリアに送ってもらわないと」

　俺の勧めに従い、そそくさと二人で帰途につく。俺もその後をついて行くが、視線は剝はがれる事は無かった。

　それなのに、姿は確認できない。おそらく相手は俺と同じく隠おん密みつのギフトを持っている可能性が高い。これを無効化するには、探知系のギフトか魔法でもないと不可能だろう。

「ま、トレントの警戒を搔い潜れるとなると、それも当然か。となると、このまま家まで帰るのも不味まずいな」

　俺は口の中でだけで、そう呟つぶやく。

　このまま帰宅すると、六英雄が事件に関わっている事が敵にバレてしまう。

　もし知られれば、連中はこの街から逃げ出してしまうだろう。

　そのような事態になると、マチスの命が危なくなる。街から逃げ出すのに、人質は足手まといになるからだ。

「コルティナ、こっち」

「ん、どこいくの？」

「えっと、おしっこ」

「あ、そっか。お茶とか飲んでたもんね」

　俺たちは手近なカフェに飛び込み、奥の席でティーセットを注文すると同時にトイレへ駆け込んだ。

　さすがにここまでは視線を感じない。いや、カフェの中まで追跡してこられなかったというべきか。姿が見えないのに扉が開閉したら、さすがに目立ってしまう。

　俺の持つ隠密のギフトは、人目が多い場所でもその姿を認識し辛くすることはできるが、姿を消せるわけではない。

　追跡者が同じ能力を持っていると仮定した場合、入り口を注視されたら追跡がバレてしまうので、入店を躊躇ためらったのだろう。

「コルティナ。今のうちに変装解いちゃお」

「あー、そっか。もう別にいいよね」

　服を着替える事はできなかったので、俺はウィッグを取っただけ、コルティナは帽子を取ってジャケットを脱いだだけだ。

　俺はドレスの上にコルティナのジャケットを羽織って変装した。

　フォーマルな感じを持つジャケットと、青銀の長い髪のおかげで、大分印象が変わったはずだ。コルティナも帽子とジャケットを取っただけで大きく印象が違って見える。

　トイレから出た俺たちは別種の視線によってざくざくと突き刺された。

　そりゃそうだ。俺のそばにはコルティナという超有名人がいるのだから。

　無論、この街の人間はコルティナの事を知っているので、地方のように大騒ぎになりはしないが、それでも注目されるのは避けられない。

　俺が率先して奥のテーブルを選んだので、街路からこちらを覗く事はできない。

　変装を解いたので、このまま外に出れば、追跡者も中に入ったのが俺たちだとは気付かないだろう。

　どうせ他の面子だってまだ帰っていないだろうし、ついでにコルティナとケーキでも貪っていこう。甘い物は──実は前世から好きだったのだ。







　夜になって、俺は隠密のギフトを最大活用して、家から抜け出した。念のため家周辺を調べてみたが、不審者が張っている様子はない。

「うーむ、これはこちらを追跡させた方が手っ取り早かったか？」

　とはいえ、コルティナが絡んでいると知って追跡を継続する悪党なんてそういないだろうし、これも結果論か。

　なんにせよ俺は先客がいるので、貯木場へ向かう。

　そこにはクラウドが木切れを持って待ち構えていた。俺の身元を確認されないよう、髪と顔を隠してから声を掛ける。

「おまたせー。待ってた？」

「ううん、今来たところだし……なんか変な会話だね」

「うるさい、だまれ。早速修行に入るぞ」

　待ってたクラウドは準備運動を済ませ、木切れを不格好に構えた。だが少々重いのか、腕が震えているように見える。

「いい？　剣を使う上で重要なのは、身体に合った武器を装備する事だ」

　サクリ──と、何かが頭に刺さったような気がした。心理的に。

「重い武器は身体への負担が大きい。長く戦えないというのもマイナス点。まずはもっと軽い武器を持つ事を勧める」

「そうなのか……」

　二本目のブーメランが頭に刺さった気がするが、なにも間違ったことは言っていない。

　前線を維持するという事は、後衛の安全を確保する事でもある。そしてそれこそが前衛の最大の仕事なのだ。

　重い武器を無理に使い、早々に疲労してしまっては、その役目を果たせない。

　まずは身の丈にあった武器を装備して、ようやくスタート地点に立つ事ができる。

　幸いここは貯木場で、木切れならそこら中に転がっている。その中から適当な大きさの物を選んで、俺たちは対たい峙じした。

「前線を維持するという事は立ち続けるという事だ。つまり──」

「やああぁぁぁぁ！」

「隙のない相手に自分から攻撃するのはむしろ悪手。よっぽどの実力差が無い以上、まずは守りを優先すべし」

　振り下ろされる木切れを受け流し、体勢を崩してから横腹を軽く突いた。

「アイタッ!?」

「攻撃すると同時に、守りに隙ができてしまうんだよ。だから先に牽けん制せいなり何なりを入れて、相手が反撃できないように体勢を崩さないとこうなる」

「う、うん」

　木切れを構え、何度も交錯し、その度に心得を説いていく。

　孤児院育ちの俺に師匠という存在は無く、少々度の過ぎた喧けん嘩かと実戦で自らの技を鍛えてきた。

　その経験を言葉に変えて、少年に伝えていく。これまで正式な弟子という存在を持った事は無いが、ライエルもこんな気持ちで俺に剣を教えていたのだろうか？

　コルティナに隠密術を教えた時は、弟子という雰囲気ではなかったから、よくわからない。わからないが……悪い気はしない。

「武器は剣だけとは限らない。この木切れは剣を模してはいるが、あくまで木切れ。その時に応じた使い道はある」

「えっ、わっ!?」

　クルリと木切れを持ち替え、棍のようにしてクラウドの間合いの内側での攻撃に使用してみせる。

　木切れを剣のようにしか使っていないクラウドは、その間合いの変化に対応できず、攻撃の手段をなくした。

　その隙を突いて手を叩たたいて武器を落とす。

　武器は剣だけじゃない。斧おのも、槌つちも、杖つえも、弓も。自分に合った武器を探し出すのも、強くなるための重要な要因フアクターになる。

　俺はギフトから糸という武器に簡単に気付く事ができたが、それがないクラウドには試行錯誤の連続が待っているだろう。

「いい？　ここで教えている事は戦い方。モンスターや悪党を相手に使う技だ。子供相手に使うのは禁止」

「え？」

「君がイジメにあっていることは理解している。でもここで教える技術はそういうレベルを超えてる。これは敵を殺し、身を守るための技だ」

「それは……」

「相手を殺したい訳じゃないでしょ」

「うん──」

　子供のイジメは容赦がない。重傷を負わせるようなイタズラだって、平然とする。

　だがそれでも、相手を殺害してしまえば、彼の方が悪人になる。たとえ自衛の為であっても、悪にされてしまうのが半魔人だ。

　それはクラウドもわかっているのか、そこまでの敵意を相手に持っていなかったようだ。

　これはあくまで彼が身を守るための技であり──今後、彼が孤児院から巣立った後に役立つ技だ。俺はそれを、彼に仕込んでいく。

　それでなんとなく、自分の──レイドという存在の何かを残せた気分になるからだ。







　時間にして二時間程度だろうか。

　俺はクラウドに戦い方や、冒険者としての立ち回りを仕込んでいった。

　彼はいずれ孤児院を出ねばならない身だ。今後この教えが役に立つ時は、きっとある。

　それに子供のノリのままでイジメを受けていれば、成人するまでに死ぬことも充分にあり得る。そして半魔人なら、その原因を追究されないまま闇に葬られるというのも、よく聞く話だ。

　俺はクラウドと別れ、人目を避けながら家へ向かっていた。

　今の俺の身長は小人族と大して変わらないほど低い上、顔や髪を隠しているので、夜に見かけると怪しさがさらに増している。

　もちろん、すでに夜も更けて明かりの付いている家もまばらなほど遅い時間。擦れ違う人などほとんどいない。それでも巡回の衛え士じなど、人目が皆無という訳ではない。

　万全を期して、訓練も兼ねて路上ではなく屋根の上を疾走していた。

　結構汗をかいてしまっていたので、夜風が心地いい。しかしこのまま寝ると汗臭くなってしまうので、寝る前に身体も拭いておかねばならないだろう。

　そんな事を考えつつ、屋根の上を走っていると、突然小さな悲鳴が聞こえてきた。

「きゃ！」

「んぉ!?」

　とっさに屋根の上に突き出た煙突に糸を絡めて、急制動をかける。

　複数の鋼糸を縒より合わせておき、伸縮性を持たせた糸は俺の身体をふわりと引き止めた。

「……なんだ？」

　周囲には人の視線はない。屋根の上という状況と夜という時間帯。こちらを注視する目など、意図しない限りは存在しない。

　怪しいのは──先ほど糸を絡めた煙突の中か？

「ここから、かな？」

　耳を澄ましてみると、何かを叩くような打撃音が間断なく響いてくる。それも布や木を打つ音ではなく、肉を打つ音だ。

　その合間に、小さな呻うめき声ごえが響いてくる。それはどこかで聞いた覚えがあるような気がした。

「まさか──！」

　俺は煙突の中に潜り込んでいく。小さめの煙突なのでかなり狭いが、幸いと言っていいのか、俺の身体も負けず劣らずミニマムサイズ。

　内部にこびりついた煤すすを足掛かりにして、するすると煙突の中を下りて行くことができた。

　下は暖炉に繫つながっていたようで、燃もえ滓かすの薪まきが薄く煙を上げていた。

　髪やマフラーが垂れてしまうと見つかってしまう可能性があるので、きつく顔に巻き付け固定しておく。これで煙でむせる可能性も下がっただろう。

「それにしてもいつまで生かしておくッスかね？」

「取引が済むまでは、確実に生かしておけ。そうじゃないと、追い詰められたホールトンが何をするかわかったものじゃないからな」

「ハー、面倒ッスねぇ。もう返さないでそのまま奴隷商にでも売っちまうのはどうッスか？」

「馬鹿野郎！　俺たちは交渉してんだ。返すって言ったら返すんだよ」

「おお、さすがアニキ。律義ッスね、ストイックッスね！」

「ただし、生かしたまま返すとは言ってないがな」

「ギャハハハ、外道ッスね！」

　そんな声が聞こえてきて、また肉を打つ音と呻き声が聞こえてきた。

　だがそれ以降かすかな呻き声以外、悲鳴が続く事はない。おそらく打ちよう擲ちやくされている人物は気絶してしまったと思われる。

　呻き声は腹を攻撃された事により、反射的に息を吐きだす動きで発生しているようだ。

「取引を終わらせるまでは、娘は生かしておけ。それから逃げられないように、クロンとゼッツ、それからジョーイの三交代で常時見張りについておくんだ」

「わかったッス」

「バルドは明日、俺と一緒にホールトンとの交渉についてこい。そのために今のうちに寝ておけ」

「うす」

　そう言って足音高く立ち去っていく。扉を開け、そして閉める音がそれに続く。

「バルドのアニキはこれから寝るッスか。いいッスねぇ」

「ゼッツ、お前あのゲイル兄貴について行きたいか？」

「うわ、それはお断りッスねぇ。ゲイル兄貴はそばにいるだけで怖いッスから」

「だろう？」

　そんな声の後、もう一つ足音が遠ざかっていく。

　扉の閉まる音の後、ゼッツと呼ばれた男の声がこんなことを呟つぶやいていた。

「あーあ、せめてあと五歳くらい歳が上なら、別の楽しみ方もあったのによぉ」

「贅ぜい沢たく言ってんじゃねぇよ。まぁ、俺もそう思わなくもないけどな」

「待てよ。ひょっとしたらできっかもしれねぇぞ？」

「うっわ、お前マジ？　変態極まってるぞ」

「言ってみただけだよ。マジでやるかよ！」

「冗談でもやめとけ、下手に手ェ出して死なれたら、俺たちが殺されんぞ」

「ギャハハハ、それもそうだな！　諦めとけ」

　品のない笑いが、部屋を満たす。癇かんに障るその声に、俺の中の殺意が湧き上がってくる。この苛いら立だちは、生前暴走する前によく感じていた物だ。

　呻き声は女の子の声だった。そして会話の中に出てきたホールトンの名前。

　どういう運命の悪戯か、どうやら俺はマチスを攫さらった連中の根城に辿たどり着いたらしい。




　俺は人目に付かない場所を選んで帰途についていた。それはつまり、他にも人目を避けたい連中も、同じような場所に集まってくるという事でもある。

　もちろん、偶然の要素は大きい。俺が通りかかる瞬間に彼女が声を上げねば、通り過ぎていたに違いない。

　それに通りがかったのが俺でなければ、そもそも男たちの会話を訝いぶかしむ事もなかっただろう。

　問題はこの後どうするか、である。

　常識的に考えれば、コルティナなりマクスウェルなりに報告し、早朝から奇襲してもらい、制圧すればいい。




　だがどうやって説明する？

　夜間に見知らぬ少年に稽古をつけて、その帰りに発見したと素直に報告するか？　そんな事できるはずもない。




　では見過ごすのか？　しかし、マチスが受けている扱いも、長く放置していい状況ではない。

　あの男──ゲイルという男は、交渉が終わればマチスを殺すとも言っていた。

　そして明日……もう今日だが、再度ホールトン商会へ交渉に行くと言っていた。朝まで待って連中を捕らえに向かえば、間に合わないかもしれない。

「今日は冷えるな、暖炉の火が消えてるじゃねーか」

　その声に慌てて俺は煙突を這はいあがる。このままここにいては、一緒に燻いぶされてしまう。

　俺は煙突の中を這い上がりながら、覚悟を決めた。

「どうやら……久しぶりに暗殺者レイドの出番がやってきたのかもしれないな」

　煙突から這い出し、俺は即座に行動に移ったのだった。
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　ヒビの入ったグラスに注いだ安酒を一息に呷あおり、ゼッツは席を立った。

　椅子に縛られたままのホールトン商会の娘は、椅子ごと床に蹴り倒されたまま、まだ意識を取り戻していない。

　息をしている事は確認しているので、生きてはいるだろう。

「クロン、俺ぁちょっとションベンしてくるッス」

「飲みすぎっから──」

「うっせ！」

　ドアを開けて廊下の先にあるトイレへ向かう。

　この隠れ家のトイレは水洗式の下水道に繫がった物ではなく、穴を掘っただけの汲くみ取とり式。一時の隠れ家として買い取ったボロ屋だ。そんな高価な設備があるはずもない。

　隙間だらけの適当な造りのドアを閉め、ズボンを下ろし、ジョボジョボと穴に流し込む。

「はー、全く夜番とはツイてないッス」

　愚痴を漏らして、首筋をガリガリと搔かき毟むしる。何か虫のような物が這いずった感触が走ったからだ。

　この汲み取り式のトイレではハエなどの虫が良く繁殖するため、肌に痒かゆみが走っても特に変には思わない。だがそれが彼の命取りとなった。

　突如、首に這っていた感触が、実体を持って締め上げてきたからだ。

「あがっ、ぐへぁ!?」

　そのまま猛烈な力で背後に引っ張られ、扉に叩たたきつけられる。しかし、扉はビクともせず、外開きにもかかわらず開かなかった。

「あがががが──」

　悲鳴を上げたくとも、喉を絞められていては呻き声しか漏れ出てこない。

　しかもその力はまったく衰える事なく、容赦なく首を締め上げていく。

　首に巻き付いた糸──鋼糸は肉に食い込み、指を挟む隙すらない。そのまま糸は扉の隙間から引き続けられ……

「がっ──ふっ……」

　ついにゼッツの身体から、ぐったりと力が抜けた。

　すでに死亡した。だというのに糸は引かれ続け、やがて鋼糸はその首を切り落とした。

　ゴドン、と重い音を立てて転がる首は、そのまま便べん壷つぼの中に落ちて消える。一拍遅れて、その身体がずるりと崩れ落ちた。




「まずは一人」

　ニコル……いや、レイドは、樹に吊つるした岩に繫つないだ糸を解く。

　岩に鋼糸を繫いで街路の木に吊り上げておいたのだ。そしてその糸をゼッツの背後から首に絡め、同時に岩に繫いだ鋼糸とも結ぶ。

　そして岩を落とせば、勝手にゼッツの首を締め上げ、切り落とすという寸法だった。

　外開きの扉はゼッツが入った直後に掃除用のモップをカンヌキ代わりに掛けておいたので、内から開くことはない。

　しかし岩が落ちた音が夜陰に響く。それはこの家の他の連中の耳に届いただろう。

　逆にいえば、相手をこちらの思う方向に誘導できるという事になる。

「次の標的は──」

　そう言って彼は廊下の窓から外に出て、次の標的の元へ向かった。




　二人で見張りを続けていたクロンとジョーイは、玄関口で何かが落ちる重い音を聞いた。

　トランプでゲームを続けていた二人は、その手を止めて顔を見合わせた。

「おい、今の音……」

「ああ、ジョーイも聞こえたか？」

「ゼッツの奴も戻ってこないな」

「なにかあったと断じるには少し早いが……表の様子を見てきてくれ。帰りにゼッツも確認してきてくれるとありがたい」

「あ？　ああ、そうだな。お前はそこの小娘を見張っててくれ。もし奪還に来た奴なら──」

「そうだ。ここに来るはずだからな」

　ジョーイは腰に剣を下げて玄関に向かう。薄暗い廊下を歩き、玄関ドアを開く。

　その先には、やはり暗い街路しか存在しない。あるのは魔法石を使った街灯のみ。いや、街路樹の下に一抱えもある岩が転がっていた。

「なんだ、あれは……」

　怪しい岩を調べるべく、玄関から一歩踏み出す。その足元を何かが掠かすめた。

　同時に首元にも、感触。

「おっ!?」

　小さく声を上げて足を引こうとする。だがそれは叶かなわなかった。首と足を同時に縛り上げられ、足を強く後ろに引かれて、前のめりに倒れ込む。

　しかし首を縛られているため、完全に倒れ込む事ができず斜めに吊るされた状態で固定されてしまった。

「あぐっ、げふ、がぁ──」

　もがき、どうにか首に巻き付いた糸を外すべく、のたうつジョーイ。

　だが足が後方に引っ張られているため、態勢を整える事ができなかった。足の糸と首の糸は建物の二階の窓枠を通して繫つながっていたのだ。

　つまりこの足を引っ張っているのは、ジョーイ自身の体重。これを立て直す事は、自力では難しいだろう。

「がふっ、く、くそ……なんとか……」

　手や膝を着こうとどうにかもがいてみるが、その動きに合わせて糸が調節され、上手くいかない。

　結果、糸を解くべく必死に足元に手を伸ばす。

　そんなジョーイのそばに、歩み寄ってくる姿があった。

　黒い上着を羽織った、小さな少女。その顔は煤すすで黒く染められている。ただ銀髪だけが夜闇に輝いて見えた。

「た、たしゅ──」

　助けを乞うべく、手を伸ばす。だが少女──レイドには助ける気など、欠片もなかった。

　背負ったカタナを抜き、振り上げる。それがジョーイの最期の光景になった。




　席から立ち上がり、警戒を緩めぬまま、クロンはジョーイの帰りを待っていた。

　いまだゼッツの帰りもない。なにかあったのは確実だろう。

「チッ、どこからこの場所が漏れやがったか？　とにかくバルドとゲイル兄貴に──」

　そこまで言ったところで、窓の外でカタンと音が鳴った。

「そこかぁ！」

　警戒していたクロンには、その音がはっきりと聞こえた。

　咄とつ嗟さに剣を抜き、木の落とし窓越しに剣を突き立てる。

　木を突き破る感触と同時に、肉を貫く手応えが返ってきた。さらに骨を削る感触まであった。

　この手応えならば致命傷だ。クロンはそう確信を持って、ニヤリと嗤わらう。

「アホが、そう簡単に後ろを取られると思うなよ」

「そうか？　簡単に取れたがな」

　自分の他に気絶した少女以外誰もいないはずの部屋で、高い声が響いた。

　その声は攫った少女よりもさらに高く、美しい声だった。

　そして、クロンの胸を冷たい光が貫いた。冷たい鉄の、冷酷な感触がその命を奪う。

「な、なぜ……」

「窓の外はお前のお仲間だよ」

　泳ぐ様に突き出した手が落とし窓をわずかに押し開ける。そこには二階から吊り下げられたジョーイの死体がぶら下がっていたのだ。

「ちく、しょ……」

　罵倒の言葉を残し、クロンの全身から力が抜け、床に崩れ落ちる。ビクビクと痙けい攣れんしているのは、致命傷を受けた証だ。

　こうなると、たとえマリアでも回復はできない。

「これで三人。あとは二人だな」

　残りの二人は眠っているはず。その前にこの部屋を捜索しておくのも悪くない。そうレイドは考えた。




　まずはマチスの様子を見てみる。息があるだけで、深刻な容態である可能性もある。

　調べてみると強いダメージを全身に受けているが、頭部にはダメージがあまりない。

「治癒魔法は干渉系にはあまり無いんだよな……朱の一、群青の一、翡翠の一、彼の者に癒しの光を──治癒光キユアライト」

　干渉系は、武器の性能や肉体の性能に干渉する事を得意とする。

　だが傷を癒すという事はその範はん疇ちゆうにはない。せいぜい折れた骨やズレた関節を元の位置に戻す程度しかできない。

　整体程度の効果しかないが、それでも何もしないよりはマシだ。僅かに落ち着いた呼吸を見てレイドは安あん堵どの息を漏らす。

「早くマリアに診てもらわないと、危ないかもな……しかし彼女を運び出すのは後回し。今は身体を伸ばして楽にさせる程度で勘弁してもらおう」

　レイドはマチスの体を暖炉のそばに横たえ、部屋の隅にあった毛布を掛けてやる。これで身体が冷える事は無いだろう。

　続いてそばにあったチェストを調べてみると、中から指輪と巻物スクロール、そして短剣が一本出てきた。

「俺にはこれが何かはわかんねぇけど……いや、巻物スクロールはわかるな」

　そこに描かれた魔法陣から、発火イグナイトの魔法と推測できた。

　おそらくはトレントの元へ忍び込んだ時に切り札にするつもりだったのだろう。トレントは乾燥した樹木の姿をしているだけに、火に弱い。

　それを見て、レイドはさらに一計を案じたのだった。
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　部屋を捜索して出てきたアイテムは三つ。

　魔法の掛かった短剣と指輪。そして発火イグナイトの魔法が掛かった巻物スクロール。

　目的の女王華の種は見つからなかったが、考えてみればあの軽薄そうな部下たちにそんな大事な物を預けるはずもないか。

　となると、あのゲイルという男が隠し持ってる可能性が高い。

「ふむ、なら自力で持ち出してもらうか」

　俺はそう判断し、再び罠わなを仕掛けに回る。前世で悪徳貴族共を成敗して回ったので、こういう状況で行動するのには慣れていた。

　まずはバルドと呼ばれていた護衛の男。足音の大きさから体格は良さそうだと判断して、俺では絞殺は不可能。ゼッツの時のような小細工をするなら別だろうが、その余裕はないかもしれない。

　ついでにゲイルからも女王華の種を奪い返さないといけない。

「ならば──」

　今手元にあるアイテムを見て、俺は計画を練り上げていった。




　まずやらねばならない事。それはマチスの身の安全の確保である。

　残り二人の部屋は二階にあった。俺は屋根から糸を使って壁を這はい、窓から中を覗のぞいて所在を確認している。

　そのまま寝込みを襲ってもいいかと思わなくもなかったが、今の体格では致命傷を負わせるのは難しいと考え直し、策を講じることにした。

　そのために、一人を部屋から出られなくする必要があった。部屋のドアに鋼糸を巻き付け、がっちりと固定する。モップの柄なども使って鋼糸で固定しておいたので、そうそう破れなくなったはずだ。

　続いてマチスを街路へ連れ出し、人目の付く所へ放置。冷えないように毛布も掛けてやる。

　人目の付く場所といっても、今は深夜。騒ぎになるには時間がかかる。その間に俺は次の罠を仕掛けて回った。




　おそらく体格がいい方がバルドと呼ばれていた男だろうと目測をつける。推定バルドの部屋の下は厩うまやがあり、そこには二頭の馬と馬車が繫つながれていた。

　そしてその脇には飼葉の山が放置されている。バルドの部屋は二階にあり、隣にはもう一人の男……おそらくゲイルと呼ばれていた男の部屋もあった。

　俺はその構造を見てここに罠を仕掛けておく。

　それから室内のランプから油を抜き、家中に撒まいておいた。これで火の回りが早くなるだろう。

　最後にバルドの部屋の扉に強化付与エンチヤントを施して、更に強度を上げて終了だ。

　俺は一階から発火イグナイトのスクロールを使い、家に火を着けた。巻物スクロールは開けば誰でもその効果を発動させることができる。この魔法、点火テインダーと違って、より大きなモノへも着火できるのが特徴である。

　その火力の強さと油の勢いを利用し、火の手は家中に一気に広がっていく。

　俺は燃える家の中で息を潜め、ただひたすら待ち続けた。

「なんだ、火事か!?　クソ、下の連中は何をやってやがる！」

　やがてバルドの部屋から状況を察したのか、叫び声が上がり、ドンドンとドアを叩く音が聞こえてくる。

　ゲイルの部屋でも微かに舌打ちの声が聞こえ、ごそごそと部屋を探る音が聞こえてきた。

　恐らくバルドは身の安全を確保するために避難しようとし、ゲイルは女王華の種を確保しようとしているのだろう。

「扉が開かねぇ！　こうなったら──窓から！」

　予想通りの展開。バルドは窓を開けて街路を見るだろう。そこには部屋から連れ出されたマチスの姿が目に入るはず。

　人質が街路に、そして隠れ家に火。この状況から奴はマチスが隠れ家に火をつけたと判断し、完全にヒートアップした。

「てめぇのせいか！」

　マチスを捕らえるべく、窓から身を乗り出して叫ぶ。怒声が響き、飛び降りようとして──

「がふぁ!?」

　そして断末魔が聞こえてきた。

　窓の外には厩と飼葉の山。そりゃもちろん、飛び降りるだろうな。クッション性が高い飼葉の上に。

　そこまで読めれば、あとは窓と飼葉の間に鋼糸を張っておけばいい。

　飛び降りた勢いで、バルドの身体は勝手に真っ二つになってくれるという寸法だ。逆上した頭では、夜闇に紛れて張り渡された鋼糸など、目に入るまい。

　同じく窓から顔を出したゲイルは、その死体を見てどう思うだろう？

　彼は女王華の種を持ち出そうとするため、避難するタイミングがバルドよりも遅くなっている。

　不審火に続き、さらに気を失ったままの人質が、これ見よがしに街路に連れ出されているのが見て取れるはずだ。

　そして、下には二つになって転がるバルドの死体。

　この状況でゲイルが窓から後を追う可能性は少ない。




　ギィと、小さく音を立てて扉が開く。

　ゲイルのドアは固定していない。開けようと思えば、すぐに開けられる。

　そしてゲイルも、侵入者の存在を感知しているだけに慎重に……ゆっくりと部屋から出ようとする。それは俺にとって、もっとも狙いやすい瞬間だった。

　外開きのドア。つまり蝶ちよう番つがいも外側に設置されている。そのドアが開くという事は、壁とドアの間に、わずかな隙間ができるという意味でもある。

　そしてゆっくりと進み出る、ゲイル。

　俺はその瞬間を狙って、ドアと壁の隙間から鋼糸を飛ばし、ゲイルの首に絡めた。

　全力で引っ張りドアの隙間にゲイルを固定する。そしてドアノブに鋼糸の片側を絡め、逃げられないようにした。

「グゥッ!?」

　とっさに首と鋼糸の間に指を挟み、首を絞められないようにしたのはさすがだが、どのみち俺の膂りよ力りよくでは絞殺は不可能だし、指を落とす事もできない。これで致命傷を与えられない我が身が口惜しい限りだ。

　とにかくこの一撃の目的は、ヤツをその場に固定する事。

　続いて俺は、隙間からカタナを突きだした。高さは奴の腹より少し上。刃を下にして全力で貫き通す。

「ガフッ──だ、誰だ……！」

「殺し屋だよ。悪いが返してもらう。色々とな」

　誰すい何かの声を飛ばすゲイルに、俺は律義に返事をしておく。

　その声に反応してゲイルは剣をドア越しに突き通して来るが……残念、その攻撃も読んでいる。

　壁際に身を寄せていた俺に、その一撃は当たらない。

　そのままカタナに体重をかけて、ゆっくりと刃を下に斬り進める。

「ガァ──ぐふ、やめ……」

「やめないよ。あの子もそう言ったけど、やめなかったんだろう？」

「よせ……し、死ぬ……」

「元より殺すつもりだ」

　だが、ゲイルの声はすぐにしなくなった。

　マチスをいたぶってくれた礼に、もう少しゆっくりと殺してやるつもりだったのだが、火の回りが予想より早く、煙に巻かれてあっさりと気を失ってしまったようである。俺が平気なのは、浄化ピユーリフアイを込めたマフラーを着けているからだ。

　ゲイルからカタナを引き抜き、家中に仕掛けた鋼糸を回収しておく。これが証拠になって俺が犯人だとバレても困る。

　そしてゲイルの懐から、女王華の種を回収しておいた。

　これで俺の任務は完了、という事である。




　火の手が上がる家の前に放置しておいたマチスの元へ向かい、俺は彼女の膝の上に女王華の種を置いておいた。

　街中の火事とあって、そろそろ騒ぎになってくるはずだ。その前に俺は、姿を消さねばならない。

「う……」

「あ、気が付いた？」

　少しとはいえ、俺の魔法で傷を癒されていたせいか、彼女は意識を取り戻していた。

　だが俺も顔を煤すすで汚し、髪をマフラーで覆っているので、一見して俺と気付かれる事はないだろう。声もできるだけ低く発しているので、中性的な声に聞こえるだろう……たぶん。

「あなた……は？」

「助けに来たよ。もうすぐ人も集まってくる。君は家に帰れる」

「ほんと、に？」

「ああ。その代わりと言っちゃなんだけど、この袋をコルティナに。大事な物だから」

「こる……てぃな、様？」

「そう。よろしくね」

　彼女の手に女王華の種の入った袋を握らせ、俺はその場から立ち去ろうとした。

　今の彼女に、自力で歩く体力はない。しかし火事となれば、衛士が駆け付けてくるのも時間の問題だ。

　彼女の安全は確保されたとみていいだろう。

　踵きびすを返した俺は、その時視界の隅に光る影を見て取った。とっさに鋼糸を飛ばし、その光からマチスをかばう。

「──誰だ！」

「避けられるとは思ってなかったな」

　まるで闇から染み出すように、木陰から一人の男が出てくる。

　ひょろりと背の高い男。だらりと下げた腕には二本の小剣シヨートソード。全身黒ずくめで、俺と似たような姿。

「もう一度聞く……いや、いいか」

「そうか？」

　そりゃそうだ。

　考えてみれば、俺はホールトン商会を出たときに視線を感じていた。つまりあの場には監視していた人間がいたはずだ。

　そしてトレントの監視網を搔かい潜くぐった賊は、おそらく隠おん密みつのギフト持ち。この二名はおそらく同一人物。

　だが家の中には、そういった能力を持っていたらしい人物はいなかった。

　姿を隠せる能力者ならば、ホールトン商会に張り付いていたはずなのだ。交渉前日にアジトに戻っているはずがない。

　ゲイルにしても、屋敷内に不審者がいるという事実に気付けば、まず気配を消して脱出する手を選んだはず。

　それをしなかったという事は、ゲイルにその技術が無かったという事になる。

　つまり、敵はもう一人いたという事だ。

　そいつはホールトン商会を監視していて、この火事を見て駆け戻ってきた。そして不審者である俺と、目撃者であるマチスを消すため、姿を現した。

「お前だろう？　女王華の種を盗んだのは」

「ああ、そこまで知っているのか？　御名答だよ」

　ゆらりと剣を構える男。俺もこいつも、人目に付く事を恐れている。

　ならばのんびりと会話している時間はない。

「見ればまだ子供のようだが、お前一人でやったのか？　だとすれば大した物だ。どうだ、俺と手を組まないか？」

「断固として断るね！」

　俺は男に向かって糸を飛ばす。大きく縦に振った、斬撃の特性を持たせた攻撃。

　闇の中では、この攻撃を知覚する事は難しいはず。だが、男はこれを難なく避けてみせた。

　大きく飛び退すさり、距離を取る。

　俺としても、先の攻撃は命中を期待した物ではない。マチスから距離を取らせることが目的だ。

　それにしても、この夜中に俺の鋼糸を避けるという事は、よほど闇の中での戦闘に慣れているとみえる。火事の明かりがあるとはいえ、かなり視認し辛いはずなのだが。

「糸使いか。渋い能力を持っているじゃないか！」

　男は一声叫ぶと、またゆらりと体を揺らす。そして次の瞬間には、俺の目の前に迫っていた。

「なにっ!?」

「シッ！」

　まるで転移魔法のように、男の位置が飛ぶ。独特の間合いを持つ男に、俺はとっさに詰められた距離を開こうと退がった。

　左手の鋼糸を二本、後ろの街路樹に飛ばし、強引に引っ張る事で俺はその場から離れる。直後、俺のいた空間を男のショートソードが薙なぎ払っていく。

　態勢を立て直し、カタナを構えると、再び男の姿が搔かき消える。

　恐らくは隠密の祝福ギフト。あの能力は隠れる事に秀でてはいるが、目の前で注視されている状態から消えられるほど、優れた物ではないはずだ。

　現に男は一瞬後には俺の目の前に迫ってきていた。

　小さく吐き出される呼気。続いて迫る剣閃。俺はこれをカタナで受け止め、躱かわし、流す。

「戦い慣れてるじゃないか、ガキが！」

「そっちこそ、奇妙なギフトの使い方をするな」

　俺も隠密のギフトを持っているが、男のような使い方はした事がない。

　これはあくまで奇襲用であり、偵察用の能力だ。それなのにこの男は、戦闘用に昇華させている。

　目の前で消えることはできないが、一瞬、認識を外すことはできるというわけか。そしてその一瞬で戦いの流れは大きく変わる。

　認識から外れた一瞬で間合いを詰め、そして外す。

　戦闘において、間合いというモノは非常に重要な要素だ。その主導権を、男は非戦闘用である隠密のギフトを使ってがっちりと保持している。同じギフトの使い手として、感嘆を禁じ得ない。

　俺は戦闘に使いやすい操糸のギフトがあったせいで、そちらを鍛える事に労力を費やしていた。

　そして奇襲というスタイルを確立してからは、正面から斬り合う機会も格段に減った。

　この男は隠密というギフトだけを戦闘用に鍛え抜き、このようなスタイルを確立したのだろう。

　正直、俺でもこんな使い方を試そうとは思わなかった。これは正面に敵を立たせ、実際に使わないと効果を実感できない使い方だ。

　そして戦闘中にそれを行い、もし失敗したらと考えると、とてもじゃないが使おうとは思えない。

「いい腕をしてるっていうのに──もったいない」

「一対一がいくら強くてもな」

　この世界で名を上げるには、戦場に出て強敵を倒すか、凶悪なモンスターを狩るかしかない。

　だがこの戦い方では、一度に多数を相手取る戦場では役に立たないし、力押しで迫るモンスターにも不利を被るだろう。

　この男の戦い方は、一対一という状況限定で役に立つ戦い方だ。対人間オンリーの、決闘の場でしか使えない技術。

　だからこそゲイルという男がリーダーになっていたのだと思われる。

「ガキ、悪いが時間はなさそうだ。早々に死んでくれ！」

「この歳でまた死ぬつもりはねーよ」

　言葉を交わし、再び斬り結ぶ。

　周囲の喧けん騒そうはそろそろ限界に近い。あと数分もすれば、俺たちの姿は目撃されてしまうだろう。

　俺は斬り結ぶ最中に微妙に位置をずらしており、タイミングを計って一息にそこから闇の中へ駆け込んだ。男も、マチスを放置して俺を追ってくる。

「やはり、か」

　男は常にホールトン商会を監視していた。ならばマチスに顔を目撃されていた可能性は少ない。

　始末する優先順位で、俺を上位に置いていたとしてもおかしくはない。

　こうして俺はマチスの安全を確保し、戦いの場を移動させる事に成功したのだった。







　闇の中で俺と男の剣が交錯する。

　斬り結んでは位置を変え、より人目の少ない場所へと移動していく。そうする事でマチスから引き離し、同時に思う存分戦える場所へと誘導している。

　その意図は男も理解しているのか、敢あえて戦いの場を戻そうとはしなかった。

「いいのか？　彼女を放っておいて」

　俺は走りながら、そう男に聞いてみた。

　男にとって、マチスの存在自体はそれほど大きな物ではなくなった。こうなってしまった以上、ホールトン商会と交渉を続ける事は難しくなったからだ。

　しかし、金かね蔓づるである女王華の種はまだ存在している。それはマチスの懐にあり、それを彼女に渡す場面も男は見ていたはず。

　それなのに男は、俺を消す事を優先していた。男は俺の問いに、ニタリとイヤらしい笑いを浮かべる。

「構わんよ。俺の本業は元々盗む事だからな。たとえ衛士が回収したとしても、お前を始末した後で詰所から盗み返せばいいだけの話だ」

「詰所に持ち込まれるとは限らないぞ。この街には、もっと厄介な場所もある」

　例えばマクスウェルの宝物庫とかな。野郎、趣味に飽かせてありったけの魔法技術で防犯魔法を仕掛けてやがった。

　なぜそれを俺が知っているのか？　その答えは……防犯テストの侵入者役として協力したことがあるからである。

　あの時はマジで死ぬかと思った。あそこに仕舞い込まれたら、隠密のギフト程度では忍び込む事は不可能だろう。

「六英雄か？　そりゃお前、尻尾巻いて逃げるに決まってるだろ。確かに女王華の種の報酬はデカいが、国ごと潰せるようなバケモノを相手にする程の価値はねぇよ」

　損得勘定もしっかりしてやがる。ゲイルはどうかわからないが、その部下よりも遥はるかに頭は良さそうだ。

　それもそのはずか、非戦闘用のギフトで、あんな戦い方を生み出したのだから、頭が悪いはずがない。

　そんな会話を交わしている最中も、男の位置が微妙にずれる。また隠密を行ったのだろう。

　隠密のギフトはその気配を完全に遮断してしまう。しかし目の前に存在しているのに消えてしまえるほど強力なギフトではない。

　目の前にいながら気配が消え、そして見えている存在を再認識する瞬間の、僅かなブレ。これを戦いの中で有効に利用している。

「チィ！」

　男が微妙に位置をずらした事で俺の鋼糸が空を切る。

　俺はほぼ常時、右手と両足の強化に毛糸を一本ずつ使用している。自由に使える残った鋼糸は二本だけだ。

　それも干渉系の強化付与エンチヤントの効果時間内という制限付き。

　短期決戦を意図してはいたが、予想以上に戦いが長引き、俺の方が圧倒的不利である。

「その糸、厄介だな。なかなか近付かせてくれん」

「こちとらか弱い乙女だぞ。お前みたいな変態に近付かれてたまるかよ」

「ハ、ここまで暗殺術に長けた乙女なんぞ、見たことねぇよ」

「いるだろ、目の前に！」

　男も両手の剣を巧みに操り、間断なく攻撃を仕掛けてくる。

　こちらが攻撃に使えるのは残り二本の鋼糸と右手のカタナ。

　手数ではほぼ互角か、こちらがやや有利な程度。

　しかし一撃の重さに圧倒的な差があり、カタナで攻撃を受け止める都度、俺の身体は宙に浮く。これは男の力が強いというより、俺が軽過ぎるせいだろう。

　こうして攻撃を仕掛け、受け、躱しながら、俺は目的の場所にやってきた。

　そこは毎夜訓練に使用している貯木場だった。

　ここならどこに何があるのか、俺は把握している。しかしここまですでに二分近い時間を浪費してしまっていた。残る時間はせいぜい一分という所だ。

「ようやく辿たどり着いたか……ようこそ、俺の戦場フイールドへ」

「ふん、子供の遊び場に興味はないね！」

　男はそう吐き捨て、こちらに迫ってくる。

　毒付きながらも、右側に材木を配置した位置取りで立ちまわるところが、実に隙が無い。

　側面に壁を立てる事で、横薙ぎの鋼糸の攻撃を防ごうという意図だ。

　鋼糸を鞭むち状に使用する俺にとってこの場は不利と思われがちだが、意外とそうではない。

　俺の鋼糸は攻撃よりも罠わなにおいて多彩な効果を発揮するからだ。そして障害物の多いこの場所は、俺にとって格好の狩場と化す。

　腕を一振りし、男が壁にしている材木に鋼糸を当てる。無論、これでダメージを与える事は不可能に近い。

　しかし鋼糸を受けて材木の表面が大きく削られ、その木き屑くずが男の正面に舞い散る。勢いをつけた男に、これを防ぐ手段はなかった。

「クッ、目潰しか」

「砂と違って木は軽いからな。結構長く舞ってくれるぞ」

　無論砂だって微細な物ならば、長時間宙を舞う。しかし同じ大きさならば、質量の軽い木屑の方が舞いやすいのも事実。

　そのまま俺はもう一本の鋼糸で男を攻撃するが、これはかろうじて男に避けられる。しかし視界を塞がれた男は大きく体勢を崩していた。

　俺はこの機に正面から突撃し、カタナを振り下ろす。だが、これまた男が逆にこちらに飛び掛かってきた事で防がれてしまった。

　退かずに敢えて前に飛び出す事で、こちらの攻撃圏のさらに内側に潜り込んできたのだ。

　カタナも鋼糸も、攻撃範囲で言えば結構長い。特に俺の身体に比して、カタナは両手剣に匹敵するほどの長さがある。

　半ばタックルのような形で抱き着かれては、攻撃のしようがない。

　そもそも大人の男を支えられるだけの筋力も、俺には無かった。そのまま地面に押し倒され、マウントポジションの形を取られる。この間合いならば、男のショートソードの方が取り回しは利く。

　俺に馬乗りになりながら、男は剣を振りかざし、俺の頭部目掛けて突き刺してきた。

　だが両手の剣で攻撃してくるという事は、俺の身体がしっかりと固定されていないという事でもある。

　俺は左手の鋼糸を使い、男の股から引き抜くように身体を引っ張り出して、再び距離を取った。

「このガキ……子供かと思ったが、妙に戦い慣れているな。実は小人族ってオチか？」

「残念。正真正銘の七歳児だよ」

　糸により手足の筋力を強化しているとはいえ、元のひ弱さをフォローしきれるほどではない。

　それでも対等に戦えているのは、前世の戦闘経験があるからこそだ。それも制限時間付きでの話で、残りは数十秒しかない。ここらで勝負を着けねば、俺の方が危なくなるだろう。

　距離を取ったとはいえ、俺に睨にらみ合う余裕なんてない。

　残る時間は僅かなのだから、積極的に攻勢に出ねば、タイムアップを迎えてしまう。幸い男の右目はいまだ視界が戻っていないため、そっちの死角を突く事にした。

　男の右側は材木によって塞がれている。しかしそんなスペースでも俺の鋼糸は攻撃する事が可能だ。

　鞭のように撓しならせ、剣のような武器ではありえない柔軟性を持って、狭い空間を斬撃が走る。

　ただ横薙ぎに払うのではない、槍やりのような攻撃。もちろん、槍のような貫通力があるわけではない。それでも皮膚を裂き、肉を抉えぐるくらいの威力はある。

　しかしその攻撃を男も読んでいたのか、身を屈めてやり過ごした。

　鋼糸の斬撃は、空振りした時のリカバリーに時間がかかる。

　この空振りによって男は俺に隙ができたと見たのか、再びタックルを仕掛けてきた。

　体重が軽い俺は、大人に押されたらあっさりと転がってしまう。その弱点を突こうという考えだろう。

　だが残念ながら、俺も相手がそう動く事は想定内。残る鋼糸はもう一本ある。上方から鋼糸を落とし、男を両断しようと試みる。

　しかしこれも、男に命中する事はなかった。

　奴はタックルの最中にショートソードを地面に突き立て、急激に方向転換してのけたのだ。

　壁にしていた材木から大きく離れ、広い空間に身を晒さらす。そこは上下左右、どこからでも鋼糸の攻撃を受ける危険地帯でもある。しかし俺の鋼糸は空振りした後で、追撃する余裕は無い。

　そして男は、再度こちらに向かって突き進んできた。

　立ち位置を変え、今、俺の背後には材木の山がある。軽い俺の身体では材木に叩たたき付けられたら、それだけで気を失いかねない。




　──泥棒が本業？　冗談だろ、恐ろしいほどに戦い慣れてやがる。




　内心で男に向かって悪態を吐つき、同時に感嘆する。

　この男は俺のような幼児に対しても油断していない。常に最適解を導き出し、こちらの嫌がる行動を取ってくる。

　恐らくは男も、ちょっとしたミスで命を落とすような生活をしてきたのだろう。だからこそ油断しない。たとえ子供が相手であろうとも。

　背後に退路がないのなら、前に進むしかない。

　俺はそう覚悟を決めて、カタナを突き出し、迎撃する。正面に刃があるのなら、男もタックルには来れない。この突きを躱かわすか受けるかしないと、致命傷を負う。

　案の定、男はショートソードを横に払って俺のカタナを弾き飛ばす。

　元の筋力の違いから、俺のカタナは面白いように簡単に、宙に舞った。

　そして残った方のショートソードで、逆に突きを放ってくる。

　俺のカタナはすでに無く、鋼糸は二本とも非準備状態で使用不可。背後は材木の壁があり、前に体重をかけて突きを放ったので、左右に動く事もままならない。

　完全に詰み。男はそう判断して歪ゆがんだ笑みを浮かべた。




　だが──それは油断だ。




　今までだって何度も斬り結んできたが、カタナは飛ばされなかった。

　俺がその気になれば、糸で柄に手を括りつける事だってできる。この男の攻撃程度で武器を飛ばされるなんて事が、あるはずがない。

　それに思い到いたれなかったのが、彼の敗因。




　俺は左手を即座に腰の後ろに回し、そこに挟んでいた短剣を引き抜いた。これはこいつらのアジトから失敬してきた物だ。

　魔法の品である事しかわからず、どんな魔法が込められているかも定かではない。

　それでも短剣である以上、斬る事は可能。

　一瞬だけ、俺も隠おん密みつのギフトを発動させる。ここまで俺はこの能力を発揮していなかったので、男は完全に不意を突かれていた。

　男は目の前にいるはずの俺を一瞬だけ見失い、そして再び認識する。

　その時には俺は密着するほど接近していて、男の左手を押さえ込んでいた。

　武器を持った手を糸によって補強された腕で封じられ、男は攻撃を止められる。そして俺は、短剣を勢いよく男の腹に突き立てた。

「ぐふっ!?」

　くぐもった悲鳴を漏らし、男の動きは止まった。

　ヘソの少し下、やや左……男にとって右の脇腹。そこは腎臓のある位置でもある。

　俺はトドメに短剣を捻って傷口を抉り、回復不能な傷を与えた。これでもう、高位の回復魔法を使わない限りは生き延びられないだろう。

　男は大量に吐血し、俺の肩口を赤く染め上げる。

「終わりだ」

「まさ、か……こんなガキに負ける、とは……な」

「いい腕してたよ、お前」

　ずるりと俺に圧し掛かってくる男。その身体を横たえ、俺は語りかけた。

　無論、この男の事だ。どんな手を残しているか油断できない。俺は反撃に備えつつ、最期の言葉を聞き取る。

「この傷じゃ、助からねぇ、な……最期だ、顔を……見せろ、よ」

　男の要請に俺は髪と口元、それと顔の半面を隠していたマフラーを取り、素顔を晒した。

　煤すすで汚した顔と、長く夜風にたなびく青銀の髪。そして色違いの、紅と碧あおの瞳。

「なんだ、よ。本当にガキ……じゃねぇか。名前……は？」

「レイドだ」

「六、英雄の……同じ、名か」

「本人だよ。転生の魔法で生まれ変わったんだ。女になっちまったけどな」

「は、ははは……ははははは！　マジか！　最後の最後で、でけぇ獲物を──取り逃がしち、まった……」

　最期の力を振り絞って、男は哄こう笑しようを上げる。唾と血泡を撒まき散ちらしながら、目を血走らせて。

　そして最期まで笑いながら、やがて痙けい攣れんするような動きを見せて、息絶えた。

　男の心臓が完全に止まっていることを確認し、俺は立ち上がる。

「まぁ、メンドくさい敵だったよ。お前は」

　男の死体を見下ろし、俺はぽつりとそう呟つぶやいた。




　地に倒れ伏した男の傍かたわらで息を吐き出し、軽く気を落ち着けたあとで俺は小さく拳を握って、鍛錬の成果を実感した。

　この幼い身体で、成人男性と──それも相当な手て練だれを相手に斬り結ぶ事ができた。しかも体重まかせのタックルはともかく、剣撃の威力で引けを取ることなく、だ。

　つまり糸を使った身体強化ならば、充分な戦力向上を図れているという証明である。

「とはいえ三分間フルに使うと、身体の方が保たないな……」

　今もなお身体の各所、特に肩と膝にズキズキとした痛みが走っている。

　この調子では、戦闘中に魔法を掛け直して効果を延長すれば、数日は動けなくなってしまうだろう。

「まぁ、そこは追々修正していくとして、今はとにかく、この場を離れないとな……」
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　明らかに怪しい風体をした子供が、明らかに怪しい風体をした男を、明らかに刺殺した状況。

　こんなところを人に見られたら、いくら俺が子供の姿をしているといっても、間違いなく牢ろう屋やで数日を過ごす事になってしまう。

　いくらマチスちゃんが証言してくれるだろうといっても、夜に出歩いている事がバレるのは今後にとってもあまりよろしくない。

　マフラーを使って顔を拭い、汚れを落としてから誘拐犯のアジトへ戻ってみた。

　不自然な顔の汚れを落として、人一倍目立つ艶やかな髪を隠しておけば、そこらの薄汚れた子供に見えてもおかしくないはずだ。

　すでにアジト周辺は人ひと集だかりができており、マチスの周りには衛え士じが集まって応急処置が施されていた。

　それを見て俺は安あん堵どの息を漏らし、こっそりとその場を離れる。これで彼女の身の安全は確保されたはず。

　あとは衛士経由で、マクスウェルかコルティナの元に女王華の種が手渡されるだろう。




　俺は隠密のギフトを活用しつつ、コルティナの家まで戻り、自室に潜り込んだ。

　そこで水差しの水を利用してタオルを濡ぬらし、身体の汚れを丹念に落としていく。

　さすがに初夏にすらならないこの時期に、服を脱いで全身を拭うのはかなり寒いが、こうでもしないと汗臭くなってしまう。

　ただでさえ子供の身体で夜更かししているので、身体への負担は結構大きい。質の高い睡眠は確保しておきたい。

　汚れたタオルとマフラー、血まみれの服は翌日に洗濯するとして……いや、もういっそ処分して、同じ服をこっそり買い込むとしよう……

「……もういいや。週明けに学院で洗濯しよう」

　他生徒に注目される身なので、あまり怪しい真似はできないのだが、それくらいは構うまい。

　俺は汚れたタオルを体操着を入れる巾着に隠し、パジャマに着替えて寝床に潜り込んだのだった。




　翌朝、俺が目を覚まして食堂に向かうと、すでにコルティナの姿は見えなかった。

　というか、時間的にすでに昼前に近いため、かなり寝坊をしてしまったようだ。俺に食事の用意を整えてくれるフィニアに俺は挨拶をした。

「おはよう、フィニア」

「おはようございます、ニコル様。今日はすごくゆっくりでしたね？」

「うん。ちょっと夜更かししちゃった」

　俺はそうフィニアに告げると、彼女は俺の発言を何か勘違いしたようだった。

　口元に手を当て、何か意味深な、少しばかりイヤらしい笑みを浮かべてくる。『うぷぷ』という笑い声まで聞こえてきそうな顔だ。

　そんな仕草をしながらも、彼女の給仕の手は止まらない。手早くサラダとトーストをテーブルの上に運び、ハムエッグも用意してくれた。

「そういえば一昨日、ライエル様の活躍を目の当たりにしたのでしたか。興奮して寝付けなくなるのも無理はないですね」

「ぜったい、ぜぇったい違うし！」

　フィニアのトンデモナイ勘違いに、俺はぷいっと顔を背けて異論を示した。

　だがそれが彼女に別の勘違いを生ませてしまったようだ。

「ライエル様はカッコいいですからね。ニコル様もお父様の活躍を目にして、見直したでしょう？」

「む、レイドの方がカッコいいし」

「それは同意しますけどね！」

　フィニアは俺の反論に、間髪入れず同意してくれた。

　彼女の一番は、面おも映はゆいながらも、いまだ俺のままだった。おそらく過去を盛大に美化した結果なのだろうが、ともあれ評価してくれるのはありがたい。

「コルティナは？」

「何でも昨夜火事があったそうで。そこが実は人ひと攫さらいのアジトで、誘拐されていたマチス様が発見されたそうです」

「そっか、よかった」

「しかも森から奪われた女王華の種も一緒に見つかったとかで、マクスウェル様とコルティナ様が朝から大忙しなんです」

「へー、じゃあ蜜を分けてもらえるね」

「はい、これでニコル様も元気になれますね！」

「わたしはいつも元気だけど……」

　むしろ他の子供に比べれば、過剰なくらい身体を鍛えていると言っていい。

　問題はその成果がついて来ないないだけだ。

　だがそれもこれまで。俺の体力を大きく削ぎ落としていた元凶である魔力蓄過症さえ完治すれば、鍛錬の成果が正常にフィードバックされるはず。

「むふ」

「嬉うれしそうですね、ニコル様」

「病気が治るんだし、多少はね」

　朝食兼用の昼食ブランチをたいらげ、食後のホットミルクのカップを両手で抱え込み、口元に運ぶ。

　ごく僅かに砂糖の甘みがあるところが気が利いている。ほのかな甘みが身体に染み込むように感じられて、心地いい。

　そんな昼前の穏やかな時間もここまでだった。ドヤドヤと騒がしく玄関が開いたと思ったら、コルティナとマクスウェルが戻ってきたのだ。

「たっだいまぁ。あー、疲れた。フィニアちゃんお茶くれる？」

「ワシはコーヒーでな。濃い目に頼むぞ」

「はい、ただいま用意します」

　コルティナはともかく、マクスウェル、テメェは少し遠慮しろ。笑顔で茶とコーヒーを用意するフィニアの人の良さにあきれながらも、俺は心中で毒づいた。

　そんな俺の気も知らず、マクスウェルは空気を読まずに話を続ける。

「それで、ニコルや。話は聞いておるかな？」

「フィニアから、だいたいは」

「そりゃよかった。説明し直すのは面倒だからのぅ。そういうわけで昼から女王華の元に訪れるから、準備しておくんじゃぞ」

「わかった。ミシェルちゃんとレティーナは？」

「ああ、連絡しておかんと後で恨まれそうじゃな。そちらはニコルに任せるとしようか」

「ん、連絡しておく」

　正直言うと、温厚とはいえモンスターの元に訪れるのだから、彼女たちは連れていきたくない。

　しかし、俺はマクスウェルと違って彼女たちと四六時中一緒にいるクラスメイトだ。顔を合わせる度に恨み言を言われるのは勘弁願いたい。

「じゃあ、わたしはミシェルちゃんとレティーナに連絡してくるね」

「はい、お気をつけて」

　ぴょんと椅子から飛び降り──足がつかないのだ──服を着替えてから玄関を飛び出していく。

　背後から微笑ましそうな視線を三つほど感じた気がするが、この際気にしない事ことにした。
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　昼過ぎになって、ライエルとマリアもマクスウェルの屋敷に合流してきた。

　ミシェルちゃんとレティーナも、一緒に来ている。誘拐犯が捕まった翌日なので、彼らが迎えにいったのだ。

「おかげでママがまた卒倒しちゃって」

「さもありなん」

　子供の迎えに世界を救った英雄がやってくるとか、普通は畏れ多くて考えられない事態である。ましてや普段は物怖じしないレティーナのことだ。自分の娘が何かやらかしていないか、心配しても無理はない。

「しかも気絶したママをマリア様が強制的に覚醒アウエイクの魔法で起こしたから、また気絶しちゃって」

「覚醒アウエイクの魔法かぁ。目の前で気絶されたら、そりゃ使うね」

「三回くらいそれを繰り返しちゃって」

「途中であきらめろ」

　まぁ、その律義さこそマリアである。

「ま、まぁ、出発前にちょっと問題があったけど、とりあえずは問題なしってことで」

「ママ……取り繕っても遅れた事は事実だから」

「うう、ごめんなさい」

　コルティナの指摘にしょぼんとうなだれるマリアを見るのは、実は珍しい。

　しばらくしてトリシア女医もやって来たので、俺たちは再びノールド山へ出発する事になったのだ。




　マフラーを口元に当ててノールド山を登る。特に目的地はなく、ただ頂上を目指す。

　ある程度登った所で向こうからこちらを見つけてくれるはずなので、探す必要がないのだ。

「あ、きた」

　俺は荷車の上でポツリと呟つぶやいた。煙けぶる視界の隅に、蠢うごめく影がちらりと見えたからだ。

「またニコルちゃんが一番手か。ホント目め聡ざといわね」

「俺も警戒してたんだけど、自信なくすなぁ」

「あなたは大おお雑ざつ把ぱだから。でも私も気付かなかったわ」

「お前らは揃そろって大雑把じゃろうに……ワシはガドルスだ！　要望の品を持ってきたと女王華に伝えぃ！」

　ガドルスの大音声にこちらを包囲すべく動いていたトレントたちが、さわさわと音を立てて退いていく。

　しばらくして聞き覚えのある幼い声がこちらを出迎えてくれた。

「もう戻ってきたか。種は見つかったかぇ？」

　遠巻きにこちらを見つめるトレントたちを搔かき分わけ、巨大な花を咲かせてその中央に幼女が鎮座したトレント──女王華が姿を現す。

　その声はまったくこちらの成果を期待していない様子だったが、そうは問屋が卸さない。

「おう、これこの通り」

「なんと!?　まさか本当にたった二日で見つけてきたのか？」

　種を預かっていたライエルが少し離れた場所に袋を置き、それをトレントが回収していく。その袋を受け取った女王華はいそいそと中を確認して、数を数え始めた。

　そう言えば、盗まれた数まではチェックしてなかったな。

「ひの、ふの……ふむ、ちゃんと全部あるな」

「そりゃよかった」

「それにしてもたった二日とは……どうやって見つけたのじゃ？」

「それがなぁ……そいつを売り込みに来た盗人ぬすつとどもが隠れ家で火事を起こしてな。しかも俺たちが駆け付けるより早く、何者かに襲撃を受けていたらしい」

「何者か、とは？」

　誘拐犯どもは俺が全て殺害していた。ライエルがその事実を知っているのは、マチスが俺の姿を目撃していたからだろう。

　もっともあの時、俺は顔を煤すすで汚し、髪もマフラーで隠し、特徴ある右の紅眼も隠していたので、俺と気付かないはずだ。

「黒ずくめの黒い顔をした小人族。目撃者の情報によるとそれしかわからん。ああ、それと凄まじい膂りよ力りよくの持ち主だな。人体があちこちで真っ二つにされていた」

　それは俺の膂力が為した事ではなく奴等の自重や岩の重さを利用した結果なのだが、それによって勘違いしてくれるのならば、俺にとっても都合がいい。

　非力極まりない俺という認識が、『犯人は俺』という捜査の糸を断ち切ってしまうからだ。

「ふむぅ、その者は目の前にある種を見つけられなかったのか。それは幸運じゃな」

「いや、しっかり見つけていたようだ。誘拐されていた子供に、この種を託していったらしい。おそらくはこちらの事情を知っている存在がやったことだな」

「心当たりはないのか？」

「考えてみたが……ないな。いや、ひょっとして──？」

「あるのか？」

「いや、やはりない」

　ライエルは何かを考えていたようだが、もう一度首を振って否定した。奴にどんな心当たりがあるのかわからないが、今はそれが問題じゃない。

「それより──」

「ああ、交換条件じゃからな。しばし待て」

　そう言うと女王華は、トレントに大雑把な造りの木き桶おけを持ってこさせ、それを自らに生える花弁の中央にドプリと漬け込んだ。

　待つ事しばし、再び持ち上げられた木桶にはたっぷりと蜜が満ちていた。強い花の香りがこちらまで届くほど、芳ほう醇じゆんな香りを放っている。

「これが、女王華の……？」

「そうじゃ。種が芽吹くとアルラウネになり、その蜜を飲んで育つことになる。我が力を濃縮した物でもあり……貴重な品じゃ」

「ああ、知っている。これでこの子も助かる。協力感謝する」

「なに、助けられたのはこちらの方じゃ。この縁を結んでくれた世界樹に感謝を」

「よし、じゃあついに私の出番ね！」

　蜜を受け取って、感謝を交わすライエルと女王華。その二人の空気をぶち壊すように、トリシア女医が腕まくりをした。

　女王華の蜜は花から取り出した直後から薬効成分が気化していくらしい。その場で薬に加工し、保存できるようにしないと、ただ美味おいしいだけの蜜になってしまう。

　残念だが彼女の言う通り、ここからがトリシア女医の独壇場になるのだ。




　女王華の目前でトリシア女医の調剤作業が始まった。

　しかし、それほど大したことをするわけじゃない。種と違って蜜はそのまま薬効を体内に取り込む事ができる。問題なのは、その薬効が放置しておくとドンドン大気中に溶け出して、効き目が薄くなってしまう事だ。

「──そこで薬効を蜜に閉じ込めておくために、別の薬剤を混ぜ込んで保存できるようにするのが目的なんだけど……この量は予想してなかったわね」

　俺たちに説明しながら、手持ちの薬箱から小瓶を取り出し、蜜の中に流し込み丁寧に混ぜ込んでいく。この保存液の量が多過ぎても少なすぎても、効果は保存できなくなってしまうらしい。

「この量だと、手持ちの保存液じゃ全然足りないわね。マクスウェル様……いえ、マリア様、コルティナ──様と一緒にラウムまで戻って薬瓶を持ってきてもらえますか？　保存液の場所はコルティナ様が知ってますので」

「ええ、まかせて。それと、私もコルティナと同じように呼び捨てでいいわよ？」

「そんな、畏れ多い！」

「私は良いのか、アンタは」

「アンタは同僚だからいいのよ！」

　いつもの掛け合いを始めたコルティナとトリシア女医。それを傍目にマリアが術式を展開していく。

「取りに行くだけなら、マクスウェルでも良かったんじゃない？」

　マリアは転移術式に慣れていない。発動までに少々時間がかかってしまう。戦闘中に使えない程度には、この術に慣れていなかった。

　それならばマクスウェルの方が時間の短縮になるのではないか？　俺はそう考えてトリシア女医に尋ねてみた。

　彼女は調薬の手を緩めることなく、俺の問いに答えを返してくれる。

「だってほら、私の家よ？　そこに男性を無断で上げるわけには、ねぇ？」

「あ、そっか。一応女だもんね」

「一応ってのは余計よ!?」

　俺たちが騒々しく騒いでいる間に転移の為の発光現象が起き、マリアとコルティナの姿がこの場から消えた。

　その間も女王華はトリシア女医の調薬作業を物珍しそうに見つめていた。

「その薬──」

「ひぇっ!?　な、なに？」

　唐突に話しかけてきた女王華に、引ひき攣つったような声を返すトリシア女医。

　それでもかき混ぜる手を緩めない所は、しっかりした職業意識の持ち主だ。

　こうしてかき混ぜ続ける事で、一時的に保存薬の分量不足を誤魔化す事ができるらしい。無論、かき回し続けるわけにはいかないので、その効果は一時的な物だ。

「その薬があれば、蜜の効能……薬効というのか？　それを保存できるのか？」

「え、私が知る限りは維持できますけど……」

「ならば、それでアルラウネたちに与える蜜も保存できるのかえ？」

「それは……アルラウネがどの薬効を必要としているのかわからないので、なんとも……試してみないと」

「ほほぅ、ならば多めに作ってもらえんか？　幼子たちに与えて試してみたい」

「はぇっ!?」

　唐突な申し出に、トリシア女医は目を白黒させて驚きよう愕がくしている。だが女王華の言う通り、蜜の保存ができるのであれば、今回のように山に住すみ処かを移動させてもしばらくは保つ。

　上手くいけば、この高価な薬を継続的に入手できるようになるかもしれない。

「先生、つくれない？」

「そりゃ、コルティナが追加の保存液を持ってきてくれたら、無理じゃないけど」

「じゃあ、分けてあげよ？」

「いいのかなぁ？」

「ニコルの分が確保できるのなら、いいんじゃないかの？」

　女王華の蜜は魔力の解放を強化する役割がある。アルラウネから種族そのものを進化させる源ともいえる食材なのだから、それくらいの薬効があるのは納得なのだが、それが安定供給されるとなると絡む利権も相当面倒になる。

　それに女王華そのものを狙う輩も出てくるかもしれない。それでもマクスウェルは、暢のん気きにそんなことを口走る。だが、俺は知っている。この爺じじいはボケ老人のように見えて、その実態は国政にも関わる切れ者だ。ただでこんな面倒を抱え込むはずがない。

「お主らの居場所を知る悪漢どもは先日駆逐された。この場にお主らがいる事実を知っておるのは、ワシらとごく少数だけじゃ。存在を隠すことはそう難しくあるまい」

「だが薬に関してはどうする？　安定供給できるとなると、必ず他国や商人、それに盗賊どもが嗅ぎまわり始めるぞ」

　金の匂いに敏感な商人や盗賊、それに力を欲する国々ならば、魔法使いの能力を引き上げる事のできるこの薬は垂すい涎ぜんの的になるはずだ。

　それをいつまでも隠し通せるとは思えない。ライエルはそれを危惧していた。

「そこはそれ。ワシが専売すればよいのじゃ。ついでに後見にガドルスとライエルも付いてくれんかの？　そうすればマリアも含めて実質四人がこの商売に関わる事になる。しかもワシにはラウムの後ろ盾もある。それでも無理を通そうとする人間は、そうはおるまい？」

「一国丸ごと敵に回すだけでなく、俺たちまで敵に回す、か。確かに今の世で最悪の展開だな、それは」

　国を巻き込んだ悪巧みが着々と進行している。それを聞いてトリシア女医は耳を塞いで首を振っていた。代わりに蜜はミシェルちゃんがかき混ぜている。

「ああ、聞きたくない聞きたくない！　そんな寿命が縮むような話は聞きたくないわ！」

「先生、ちゃんとかき混ぜないと」

「ミシェルちゃんがやってくれてるからいいのよ。それにわたしは腕が疲れちゃって」

「職業意識があると思ったのを撤回します」

「ああっ、なんだか知らないけど、私の評価が落ちてる!?」

　耳を押さえていたクセにこっちの言葉にキチンと反応してるって事は、やっぱり聞いてたんじゃないか。

　俺がそんなトリシア女医の態度に呆あきれていると、再び発光現象が起きてマリアたちが戻ってきた。

「おまたせー、薬持ってきたわよ」

「トリシア、アンタ家を少し片付けなさいよ。マクスウェルと大差ないわよ？」

　騒々しい二人が薬瓶を手提げ袋に一杯詰め込んで戻ってきた。それを受け取り、ようやく俺の治療薬が完成したのだった。




　完成した薬は薄い黄色の混じった乳白色の、どろりとした液体だった。俺はそれを飲む前に、トリシア女医から取り扱いの説明を受けていた。

「いい、この薬を飲んだだけじゃ、解放力は伸びないの」

「え、それじゃ役に立たない」

「いえ、正確に言うとちょっと違うのかな。解放力は伸びているんだけど、それを有効に活用できないというか……」

「鍛錬が必要？」

「まぁ、それに近いかな？　ほら、堤防貯水池の穴をあけてもそこに水を誘導しないと水が抜けないでしょ。その誘導に、結構慣れが必要になるのよ。で、最初は誰かに補助してもらわないといけないのよね」

　人差し指を立てて俺に説明している姿は、それなりに女医らしい。だがなぜか、その態度に俺の危険感知能力が反応していた。

　それでもこの先、人並みの生活を送るためには、話を聞いておかねばならない。

「えーと……補助って？」

「そうね。具体的に言うと体内に溜たまった余剰魔力を無理矢理引っ張り出してもらうの」

「そんなこと、できるの？」

「できるわ。そのために解放力を大きくするんだし。で、その方法なんだけどぉ」

　そこでトリシア女医はニヤリと底意地の悪い笑みを浮かべた。俺は悪寒を感じ、自分の肩を抱きしめ、一歩後退あとずさる。

「それはもちろん、キスで吸い出してもらうのよ！」

「まてぃ！」

　思わず俺は大声を出した。キスだと？　なぜそんな事をする必要があるのか。

「魔法を使うにはキーワードが必要になるわね？　まぁ、マリア様みたいな例外はあるけど」

「そりゃ、たしかに」

「もう、呼び捨てでいいって言ったのに……」

　様付けに膨れるマリアはこの際置いておこう。トリシア女医の説明の方が重要だ。

　ガドルスがなんだか暴れ出そうとしているライエルを取り押さえているのも見えた。

「つまり、魔力は大抵口から出るのよ。口というか、声を形作る喉かな？　声に魔力を乗せるような？　そういう魔法もあるでしょ？」

「ふむふむ？」

　確かに呪歌ガルドルと呼ばれる魔法形態などが存在する。それらは声そのものに魔力を乗せて、歌詞を魔法陣代わりに魔法を完成させる。

　そういう事例があるため、口から魔力が出るという理論には、納得ができる。

「口から魔力が出るなら、そこは一番魔力が漏れ出しやすい場所って事なの。そして他者が魔力を引き出すには、同じく口を使った方が魔力を摑つかみやすいわけ」

「ふむ？　むぃ？」

　なんだかよくわからない謎理論に飛躍した気がする。

「式も陣も無いのに魔力が中空に放出されるなら、蓄過症なんて病気は発症しない。魔力は基本的に体内に滞留しようとする性質がある。ならば体内から体内へ移動させてやる方が、楽に抜けるわ。そこでキスよ！」

　つまり、口から口へと魔力を引き抜き、他者の体内に魔力を移すために、直接唇を合わせ、魔力を委譲するという訳か？

　どうも飛躍的に話が飛んだので、微妙に納得しがたいのだが。

「そういう訳で、誰がニコルちゃんのキスのお相手になるのかな？」

　実に楽しそうに、トリシア女医が爆弾を叩たたき付けてきた。その言葉に勢いよく手を挙げたのはライエルである。

「ハイ、ハイ！　娘の唇を他者に奪われるわけにはいかんし！　ここは頼りになる父親の出番だろう？」

「異性とのキスにはまだ早いわよ。やはり母親の私じゃないかしら？」

「それは却下」

　治療目的と考えるなら、マリアが相手になるのは確かに正論ではある。しかし乳すら吸えなかった俺が、接せつ吻ぷんなどできようはずもない。

「あなた、ニコルが冷たいの！」

「もう親離れの時期なのだろうか……少し早すぎないか？」

「そういう問題じゃなく。そもそも二人は村に戻ってる事が多いでしょ。わたしはいつ倒れるかわからないし、いざという時にやってもらわないといけないのなら、こっちに住んでる人の方が勝手がわかってると便利」

「む、我が娘ながら、なんという冷徹な分析力」

「確実にあなたには似てないわね」

「ぐふぅ!?」

　勝手にショックを受けているライエルは置いておくとして、異性である……いや、精神的同性であるマクスウェルとガドルスは除外。残るはトリシア女医とコルティナ、レティーナとミシェルちゃん、それにフィニアというところか。

「うん、レティーナはない」

「えー、なんでよ！」

「侯爵令嬢とキスしたなんて噂うわさになったら、何が起こるかわからないもの」

　そう、こう見えてもレティーナは国の重鎮の娘である。その彼女に悪い噂は立てられない。

「それにトリシア先生も無理かな。いつも医務室に閉じこもってるから」

　ホイホイ倒れてしまう体質上、迅速な処置が必要なのに、相手が遠い場所にいるというのは致命的だ。

　そう考えると、同じ理由でミシェルちゃんも除外。彼女は昼間は隣の冒険者支援学園に通っているのだから。

　そもそも彼女の場合、ファーストキスが俺というのが可哀想でもある。

「となると、担任のコルティナと、フィニアが妥協点？」

「なんか売れ残りみたいに言うのヤメテ。まぁ異論はないけど」

「多少、願望が混じってるのも、ある」

「ン、何か言った？」

「なんでもない」

　かつて告白した相手に、堂々と口付ける機会を得られたのだ。

　多少……いや、かなり卑ひ怯きような気がしないでもないが、俺としてはこの機会を逃したくない。多少、いやかなり情けない気がしないでもないが。

「それじゃやり方を教えるわね。まず舌にこの蜜を塗って。それから口付けして、舌と舌を合わせるの。後は勝手に飽和量の少ない方に魔力が流れていくはず」

「その蜜、一回だけ飲むんじゃないんだ？」

「解放力を広げる役目もあるからね。何度か飲み続けて、身体を慣らさないといけないのよ」

「なるほど」

　俺はトリシア女医から蜜を受け取り、恐る恐る自分の舌に塗り付けてみる。

　すると強い花の香りと共に、痺しびれるような刺激が舌に走った。さらに熱っぽい温かさも感じる。

「それじゃ、行くわよ……なんだかドキドキするわね」

　俺の頰ほおに両手を添え、わずかに頰を染めたコルティナの顔が近付いてくる。

　彼女にしてみれば、親友の娘にキスする程度なので、ペットに口付けるのと同程度の感覚なのかもしれない。

　だが俺としては、前世越しの宿願でもある。心臓がバクバクと暴れ出し、思わず胸元の服を強く握りしめてしまった。

「ほら、緊張しないで。行くわよ──ん」

　少しばかり照れくさそうにコルティナの唇が俺のそれと重なる。

　すぐにぬるりと温かい舌が潜り込み、こちらの舌をまさぐってくる。

　異変が起きたのはその直後だった。

　まるで背骨から神経を引き抜かれるかのような激烈な刺激。あまりの刺激の強さに、痛いのか痺れているのか、全く判別がつかない。

「んっ!?　んぅっ！」

　俺は全身を強張らせ、ビクリ、ビクリと痙けい攣れんする。よくわからない感覚に翻弄され、痙攣し、硬直し、やがて脱力する。

　その頃になってようやくコルティナは唇を放した。

「ぷぁ。どうかな。ニコルちゃん？」

「はぅ、えぅぅ」

　身体の倦けん怠たい感かんは確かに消えている。しかし俺は別の感覚に翻弄され、答える事ができなかった。
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　こんな行為をこれから頻繁に行う必要があるのか？

「オッケーっぽいかな？　じゃあ、それを朝晩毎日繰り返してね」

「毎日!?」

「そりゃそうよ。薬だって毎日飲むでしょ？」

「うっ、そうだけど……ニコルちゃんがこの有様じゃ、負担が強すぎない？」

「リハビリみたいなものだからね。そのうち慣れるわよ」

　トリシア女医は気軽に言ってくれているが、俺の腰は完全に抜けていた。地面にへなへなとへたり込みながら、聞くとはなしに周囲の喧けん騒そうが聞こえてくる。

「ああ、ニコルが、ニコルが穢けがされてしまったぁ！」

「ちょっと、そこ！　人聞きの悪い事を言わないでよ！」

「あ、でもちょっとだけメスの顔してるかも？」

「マリア、なんて事言うの、アンタも!?」

　コルティナとライエルたちは大騒動を起こしている。これを俺は、毎日繰り返さねばならない。

　健康になるためとはいえ、この先俺は大丈夫なんだろうか？　体力的にも、精神的にも、結構きついモノがある。

　これからの毎日を思い浮かべ、俺は溜ため息いきを吐つかざるを得なかったのである。





◇◆◇◆◇






　パキリ、と燃えカスを長身の男が踏み砕いた。

　老朽化し、廃棄された民家が一棟。そこが炎上したのは二日前のこと。

　マクスウェルは、その現場検証に訪れていた。

「やれやれ、一日遅れの調査とはな。人手が足らんわい。もう一人ワシが欲しいくらいじゃ」

　ぶつぶつと独り言をぼやきながら、もはや廃屋と化した民家に足を踏み入れていった。

　今回、部下は連れてきていない。衛士隊に奴隷商人と内通した者が出たばかりで、再編が終わっていなかったからだ。コルティナも今回はニコルの看護についているため、同行することができなかった。

　民家──誘拐犯のアジトは、ほぼ全焼してはいたが、延焼する前に消火が間に合っていたため、周辺に被害はなかった。

　これはラウムには消火にも役立つ水属性魔法を使える者が多数いたことも、無関係ではない。魔法都市の面目躍如というところだ。

　件くだんの民家も、木材を使用した部分はほとんどが焼き尽くされていたが、石組みの部分などは残っている。

「被害者は五人。一人は首を落とされ、一人は胴体から両断。残る三人は刃物傷が致命傷か。マチス嬢の証言では子供のような犯人という話じゃったが……」

　殺された誘拐犯の中には、胴体を両断された者までいる。子供にできる所業ではない。

「ドワーフが犯人じゃったのかな？」

　小柄なドワーフならば、子供と見間違ってもおかしくはない。いや、横幅が違い過ぎてさすがにあり得ないと、首を振って否定する。

　軽口を叩きながら一階の廊下を進み、ドアを開けた。

　狭い部屋の中に敷かれた布を剝はぎ取とると、そこには首のない焼死体が横たわっていた。

「……黒こげじゃな。トイレの中で首を落とされ、身体はこんがり。こんな死に方はしとうないもんじゃな」

　布を掛けてあったのは先行で調査した部下が、遺体の損壊を防ぐために掛けたものだ。

　そこでマクスウェルは扉についた奇妙な痕跡を発見する。

「ふむ、こすれたというか、切り込みみたいになっておるな」

　ドアの一部、扉に空いた穴にかすかに残された切り込みのような痕跡。彼はこれに見覚えがあった。

「これ、まるで……糸か何かを引っ掛けて引っ張ったような……」

　そこでマクスウェルは人ひと攫さらいの足元に絡みついていた銀髪を思い出す。

　さすがに毛髪ではこのような痕跡は残せないが、その色と、扉の痕跡が別の光景を思い浮かべさせた。

「そうか、レイドの暗殺の跡もこんな感じじゃったか……」

　それから焼け跡を隈くまなく調べてみた結果、似たような痕跡が各所に見受けられた。両断され窓の外に放置されていた遺体は、窓の間に鋼糸を張った罠わなによる物だとも判明した。

　犯人は間違いなく、糸──それも鋼糸を使った暗殺を行っている。

「間違いない！　この痕跡──」

　糸を使った暗殺。罠を仕掛け、人を両断する手際。それは間違いなくかつての戦友の物だった。それでもマクスウェルには、釈然としない。

「……ならばなぜ、ワシらの前に現れん？」

　生まれ変わったのなら、すぐにでも目の前に現れてもおかしくない。それくらいには、信頼し合い、共に死線を潜くぐり抜ぬけた仲である。

　マチスの証言からすると、まだ子供なのだろうが、それでもその程度のことを気にするような、繊細な男ではなかった。

　ならば別の、何らかの理由があるのだろう。戦友の前に姿を現せないという、深刻な理由が。

　そこに不穏な何かを感じ取り、マクスウェルは首を振って疑念を追い払っていた。

「まあいい。もしレイドの仕業だとすれば、追っ手を掛けられんように工作しておかんとな」

　今回の事件、誘拐犯はもちろんだが、それを暗殺した相手も法を犯したことに間違いはない。今後手配されてしまうことは避けられないだろう。

　だがそれがレイドだとすれば、マクスウェルとしては放置しておくことはできない。

「レイドの手配書を出したと知られたら、コルティナに何をされるか、わかったモノじゃないからのぅ」

　レイドの復活。それを確信し、相好を崩すマクスウェル。かつての賑にぎやかさが戻ってくると思うと、笑みを堪えることができなかった。
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　レイドから救援を求めるように指示を受けたコルティナは、そのまま孤児院の教会から駆け出していた。

　ライエルたちの住む村までの距離は軽く十キロを超える。普通に走っていたら確実に間に合わない。そこでコルティナは自身に荷役カーゴの魔法をかけ、全力で疾走していた。

　この魔法は術者の疲労を軽減させ、単純な作業を延々と行うために開発された労働用の魔法である。

　操魔系に属し、自身の身体をゴーレムのように操ることで疲労を軽減させる魔法だ。

　しかしこの魔法にも難点はある。

　一つは単純な行動しかサポートできないこと。もう一つは、術者にしかかけられないことだ。

　これ故に労働用に開発されたにもかかわらず、肉体労働に従事することが少ない魔術師にしか使えないということで、今一つ普及していない魔法でもあった。

　しかし、この状況では利用価値は大きく跳ね上がる。

　馬を使うという選択肢もあるにはあったが、魔法で補助して全力疾走したコルティナと何の補助もない馬で長距離を走り抜くことを比較した場合、コルティナが走った方が速くなる。

「待ってて、レイド──すぐ助けを呼んでくるから！」

　それでも彼女の計算では、三十分程度の時間が必要になる。それはレイドが耐えれるかどうか、ぎりぎりの時間でもあった。

　夜の道を駆けぬけ、ライエルの自宅に辿たどり着いたころには、コルティナは汗まみれになっていた。

　いくら魔法でサポートしているといっても、肉体にかかる負担までは打ち消せない。荷役カーゴでは疲労をごまかす程度の効果しかない。

　それでも悲鳴のように声を張り上げ助けを求めるコルティナの姿に、尋常ならざる状況を察したマリアはすぐさま愛用の杖つえだけを持って家を飛び出した。

　ライエルも戦闘を想定し、剣と胸甲だけを着けて馬に跨またがって後を追ってくるが、こちらはやはり遅れ気味だ。




　およそ三十分の時をかけ、コルティナが孤児院に戻った時、戦闘はすでに終了していた。

　現場には倒れ伏した魔神と腰を抜かした子供たち。そして血ち塗まみれのレイドの姿が残されていた。

　一人の子供がレイドに取りすがって泣いており、その頰ほおをレイドが拭っている。しかしその手もコルティナが駆けつけると同時に力をなくし、パタリと落ちていく。

「レイド!?」

　状況は絶望的。レイドの生存もまた可能性はない。自身の冷静な部分が、そんな悲劇を認識させるが、コルティナはそれを首を振って否定した。

　背後についてきているマリアは、コルティナほど足が速くないため、まだ到着していない。

「レイド、待って、まだ死なないで！」

　取りすがっていた少女を突き放し、レイドに駆け寄って治癒魔法を発動させるコルティナ。突き放された少女が、まるでとんでもないことをしてしまったと悟ったかのように絶望的な表情を浮かべている。

　しかし彼女はそれどころではなかった。周囲の状況把握すら放棄して、レイドに治癒魔法をかけ続ける。だが彼女の使う治癒魔法は、重傷を治せるほど熟達していない。

　そしてなにより──死者に治癒魔法は発動しない。

「ヤだ、うそ……やだ、ねぇ！　レイド、目をあけて!?」

　すでに呪文の維持を放棄し、ただ幼子が駄だ々だをこねるかのように、取りすがる。そこへようやく、マリアも駆けつけてきた。

「下がって！」

「マリア、でも」

「下がりなさい！　ここは私の領分よ」

　そうだ、マリアなら……死者すら蘇よみがえらせられるかもしれない。自分でもそんなことは不可能だと、脳裏のどこかで理解していながらも、その希望にすがる。すがりたかった。

　死者蘇そ生せいの魔法はご禁制で、聖女と呼ばれたマリアですら修得していない。蘇生は不可能。自分の冷静な部分がそう指摘してくる──それがたまらなく、疎ましい。

「マリア……ねぇ、だ、大丈夫よね？」

「……いえ」

　私の問いに、マリアが最も聞きたくなかった答えを返す。




　想像はしていた。認めたくなかった。




　カクリと膝の力が抜け、その場にへたり込んでしまった。

「そんな……まだ謝っていないのに。意地張っちゃってゴメンって……答えていないのに。『いいよ』って……」

　レイドからのプロポーズ、本当は天にも舞い上がるほどに、嬉うれしかったのだ。でも周囲の視線を気にして、つい断ってしまった。それを謝っていない。彼に謝罪していない。

　絶望に目の前が暗くなる。だけど、マリアは違ったらしい。

「え？」

　すでに死亡している状態で、まだ打つ手があるというのか？

　マリアの言葉に一いち縷るの希望を見み出いだした気分で顔を上げる。

「確実性はない。即効性もない。でも、転生リーインカーネーシヨンの魔法なら……」

「あれって伝説の代物だったんじゃ？」

「一応、存在はしているわ。レイドではなく、レイドだった誰かになってしまうけど」

「それでも……それでもいい！　彼が私の元に戻ってくれるなら──」

「戻ってくる可能性もないのよ？」

「それでも！」

　子供のように叫ぶ。

　それを認めて、マリアは最奥義たる魔法を発動させた。







　あの事件から、一年が過ぎた。

　マリアの魔法が成功を収めたことだけは、聞かされていた。この世界のどこかにレイドが生まれ落ちる素地ができているはずだ。

　しかし、その朗報はいまだ彼女の元に届いてこない。




　五年が過ぎた。

　まだレイドは現れない。ひょっとしたらもう生まれているかもしれないのに。




　十年が過ぎた。

　ここでようやく、自分と巡り合えないかもしれないという事実に気付いた。

　この世界は広い。生まれたばかりのレイドが自分の元に戻ってこられる可能性は、それこそ限りなくゼロに近い。

　なんという間抜け。そんな自分に絶望した。




　最近は酒の量も増え、生活も荒すさんでいる。

　レイドを求め、そしてそれが叶かなわないことを受け入れつつある。荒むコルティナと反対に、マリアから子を産んだという報告を受けた。

　親友の出産に嬉しくも思い、そして微量ながら妬ましい思いも自覚した。

　彼女は幸せな人生を送っているのだ。自分にそう思い込ませ、祝福の言葉を送っておく。







「敵軍との戦力差は二割強。もちろん自軍が劣勢。戦場は平原。この状況で執れる戦術を答えなさい」

　マクスウェルが理事長を務める魔術学院。そこで今、コルティナは教きよう鞭べんを執っている。

　黒板に乱雑に略図を描き、生徒に戦術を授ける。魔術師は戦場でも後方に下がることが多く、それ故に戦況をもっとも冷静に見渡せる。

　少数の戦いの場となるとなおさらだ。だからこそ、戦術は必須科目でもある。

　コルティナの出題に、一人の生徒が挙手して答えを返す。

「はい、数的劣勢ならば、正面から戦うのは不利です。戦場が平原ということもありますし、紡ぼう錘すい陣形での突破から敵将打破が効果的かと」

「はずれ。敵が同じように中央を厚くしたら、消耗戦に持ち込まれるでしょ。そうなったら勝ち目はないわ。むしろそれこそが敵の狙いかもしれない。この場合、斜行陣を敷き敵左翼もしくは右翼から消耗させていくのが正解ね。常に敵より多くの戦力で当たり、こちらの消耗を控え敵を消耗させること」

「ですが、その場合敵もこちらに対抗してくるのでは？」

「なら敵の移動のさらに外側を削るようになさい。もしくは反対側に戦力を移す。なによりも状況を的確に認識し、常に主導権を失わないことが大事よ」

　突き放すようにパンと黒板を叩たたくコルティナ。やや澱よどんだ瞳で睨にらみ据すえられた生徒は、それ以上反論できず悄しよう然ぜんと席に腰を落とした。




　ここで教鞭を執るようになって十年近く経つ。

　六英雄の肩書を持つ自分の教科を選択してくれる生徒は数多い。

　しかしどこか投げやりな、そして冷徹な表情を浮かべる彼女に、生徒たちは次第に距離を取り始めるようになる。

　教師がこのような態度ではいけないと、彼女自身も自覚している。しかしそれでも、その態度を改めることができない。

　レイドのいない世界は、まるで色を失ったかのように、彼女から熱意を奪い去っていた。




「だからってここは医務室なのよ。酒なんて持ち込む？　普通」

「そう言いながら真っ先に酒瓶を開けてるのはあんたでしょ。どうにもストレスが溜たまってるのよ、付き合いなさい」

「それ、ワシの前で口にしていいもんかね？」

　学院の医務室。生徒がほとんど寄り付かない場所で、トリシアとコルティナ、そしてマクスウェルは茶会を開いていた。あくまで茶会である。

「このままで飲むわけないでしょ。私はこの後も講義があるんだし」

「いや、そもそも普通は飲まないでしょ？」

「お茶の風味付け程度よ。匂いすら残らないわ」

「学院で酒を飲むなというに」

　椅子の上で胡坐あぐらを組んでアルコール入りの茶を呷あおるコルティナに、マクスウェルは溜ため息いきを吐つかざるを得ない。

　そういう彼の手には茶すら入っていない、酒のみが入ったカップが握られていた。

「それはそれとして、コルティナ。お主、生徒の評判が良くないぞ？」

「そう？　気にしてないけど」

「少しは気にせい。近付きがたくて質問にも行けんと、ワシのところに苦情が上がっておる」

「聞かれれば答えるわよ。そいつの度胸がないのを私のせいにしないで」

「そのツンケンした態度が問題だと言っておるのに──」

　レイドの死後、彼女が本来持っていた陽気な雰囲気は影を潜めていた。生徒への対応も、やや棘とげを感じる態度だ。

　無意識に周囲から人を遠ざけようとする節すらある。それでも学院に勤め続けるのは、マクスウェルへの義理というべきか。

　邪竜の素材という大金を持つ彼女なら、その気になれば死ぬまで自宅に篭こもったままになることだってできる。もっともそんな状況になったら、さすがにマクスウェルも本腰を入れて引っ張り出そうとするだろう。

　こうして教師として外に出てくるからこそ、今も彼は様子を見続けているのだった。

「トリシア、お主も一緒に飲んでどうするんじゃ？」

「だって学院内でここが一番お酒の匂いを消せる場所じゃないですか」

　消毒液の匂いが籠った医務室。中にはアルコールを利用した消毒液もある。そのため酒の匂いもかなり紛れていた。

「まさかそれが目当てで保険医になったのではあるまいな？」

「…………ま、まさかそんなこと、あるわけ、ないじゃないですか？」

「なぜ首をひねる。まったくお主らときたら……」

　トリシアは元々騎士階級を持つ上級市民で、学院に来る前は衛生兵として従軍していた経歴がある。当時の能力評価は上々だったので学院に引き抜いたのだが、どうやらかなり巨大な猫をかぶっていたようだ。

　その勤務態度も予想外だったが、マクスウェルとしても彼女には感謝している面もある。

　彼女がいるからこそ、コルティナも羽目を外せる場所が存在しているからだ。コルティナが過去の関係を一切投げ捨てず、こうして関かかわりを保ってくれているのは、彼女が一因になっている可能性もある。

　その点において、マクスウェルはトリシアを雇用した意義があったと考えていた。




　そしてあの日から十七年目。

　マクスウェルがコルティナを呼び出したのは、そんな時だ。

　マリアの娘がラウムにやってくる。それをコルティナに受け入れろという話だった。

　生活はすでに荒み、気の合う保険医と一緒に自堕落な生活を送る日々。そこへ親友の子供を預けるというのだから、本来なら正気の沙汰とも思えない。

　しかしマクスウェルは過去のコルティナを知っている。元々は明るく、世話好きな娘なのだ。

　マリアの娘が本来の彼女を取り戻す切っ掛けになればいい。そう考えてライエルの申し出を受けたのである。

「そっか、マリアの娘ももう七歳になるのね……」

「干渉系魔法のギフト持ちだそうじゃ。それに権力者にも目を付けられておる。地元に置いておくのは危険と判断したのじゃろうな」

「マクスウェル、あんたの庇ひ護ご下に置くのは悪い手じゃないわ。でも長くはごまかせないわよ？」

「ワシもある意味、権力者の側じゃからな。大義名分が通用するのは学院に在籍しておる間だけじゃろうて」

「それまでに自分の力で身を守る程度には鍛えてくれってことね」

　マクスウェルに言いくるめられた数日後、コルティナは再びマクスウェルの元を訪れていた。

　コルティナから了承を取り付け、正式にニコルとミシェルの入学願書を審査するためである。

　その書類には二人の能力……実際には彼女たちが自己申告した能力が記されていた。

「ま、そんなところじゃな。もう一人は射撃のギフト持ちじゃな。こちらも支援学園の方に編入する予定じゃ」

「あんな辺境でよくまあ有用なギフト持ちが二人も生まれたモノね」

「そっちは家族揃そろっての移住じゃな。お主の家のそばにもう一軒用意してやろう。なに、補助金を使えば問題はあるまい」

「勝手に学院の補助金ブッ込むんじゃないわよ。違法じゃないの、それ」

「フン、貴族どもの飯のために豪華な食堂作らされるよりは、よっぽど有用じゃわい」

　相も変わらぬ棘のある言葉。しかしそこにはそれまでに無かった活力が感じられた。

　親友の娘を受け入れるとあって、家を片付け、部屋を用意しているうちに多少は気が晴れたらしい。

　彼女の家に迎え入れるのは、七歳の女児とその使用人。可愛かわいい盛りの子供である。信頼してくれたライエルたちには悪いが、自堕落な生活をするコルティナを引っかき回してくれれば、悲しみの感情も薄れるという計算も存在した。

　それにもう一人の使用人の名前も、また意味がある。

　レイドが救った孤児の一人。あの場にコルティナと共に居合わせた少女である。調査の結果、彼女はコルティナとも面識があるという話だった。

　その情報はマリアからも聞かされており、コルティナと同じ悲しみを持つ同志でもあると知らされていた。

　子供が賑にぎやかに家をかき回し、同じ悲しみを持つ少女と慰め合う。それができればコルティナが心に負った傷も、多少は癒えてくれるのではないかと期待して。

「まあいいわ。そっちはあんたが上手く進めておいて」

「任せておけぃ」

　ギフト持ちであることもこの際都合がいい。奨学生扱いにして、寄付金をそちらに振り分けるよう、手早く書類を整える。




　そうして着々と受け入れ態勢を整え、ニコルたちがラウムに到着する日がやってきた。







　迎えに出たコルティナは勢いをつけすぎて馬を驚かせてしまったが、即座に平静サニテイを使って落ち着かせる。

　そしてそれらしい娘を目にして、コルティナは驚きよう愕がくした。

　マリア似の青銀の髪と神秘的な色違いの瞳。そして幼いながらに整った容貌。

　まるで精緻な人形のような、完成された美貌。なによりも──その長く艶やかな髪は、レイドの放つ聖銀ミスリルの糸を想起させた。




　──ああ、彼女は……彼を思い出させてくれる。




　言葉にならない感動が、コルティナを包み込む。同時に彼女ニコルと過ごすことで自分の心が癒されると、なぜだか確信できた。

　ニコルが、その髪が、レイドとの繫つながりのように感じられたから。

　まるで運命の人と出会ったかのように硬直していたコルティナだったが、即座に我を取り戻し、誰よりも先に口を開いた。

　何事もなかったかのように表情を取り繕い、余裕を持って過去の自分が出していたような、潑はつ溂らつとした声をあげる。

「いらっしゃい！　あなたがニコルね？」







あとがき




　お久しぶりです。めでたく二巻をお手元にお届けできることに舞い上がっております。鏑かぶら木ぎです。

　どうやら一巻も売れ行き好調なようで、お買い上げいただいた皆様には感謝の言葉もありません。




　さて二巻ですが、ようやくニコルも自身の強化への第一歩を踏み出したというところですね。

　ここからどんな風に強くなっていくのか、いろいろ試行錯誤させていく予定ですので、今後をぜひ楽しみにしていてください。

　そして、二巻からは少しずつ登場人物が増えてきます。レティーナ、ガドルス、クラウド、トリシア、マチスまで。

　まさかマチスまでイラストにしていただけるとは思ってもみませんでした。前回の白い神は私の我わが儘ままでねじ込んでもらいましたが、晃あき田た先生はいつもいろいろなキャラを描いてくださるので、毎回私も楽しみにしています。

　マチスなんて表紙を飾ってもおかしくないくらい可愛かわいらしくて、『え、いいの!?　ニコル食っちゃわない？』と真剣に考えてしまったほどです。

　そんな心配を吹き飛ばすほどカッコ良いニコルの立ち姿に、ホッと胸を撫なで下おろしたりもしました。

　新たな登場人物たちの中でも、特にレティーナとクラウドは出番も多くなるため、私としても気になるところでした。

　レティーナは作業中にまとわりつく猫のようなウザ可愛さを。クラウドは子犬のような愛らしさを。そういう二人の魅力が、まさに想像通りの形で再現されていました。

　晃田先生の手腕はさすがとしか言いようがないですね！

　この二人は今後も出番が多くなりますので、お気に召した方は今後も期待してください。




　さて話は変わりますが、私は実は『名前を付ける』とか、『タイトルを考える』という行為がすごく苦手です。

　ネタバレ全開のこの作品タイトルからも想像できると思いますが、本編を書くより悩んだこともあります。

　いつもは手元にある天使や悪魔、神様の名前などを流用したり、某球団の助すけっ人との名前を利用したりしています。ＴとかＣのチームが好きでよく試合を見ています。

　今回もクラウドの名前で散々悩んでいましたところ、ある実況者さんの名前を拝見し、そういえば某最後で幻想な大作ゲームでも『そういう名前があったな』と思い至り、この名を付けました。

　なので、ゲームや同名の方とは全く関係がないことを、ここに明言します。女装したり斬り落とすとか磨すり潰つぶすと脅していた彼とは全く関係がありません。本当です。

　今後も適当な名前のキャラが出てきたら『ああ、悩んでいたんだなぁ』と察していただけると幸いです。




　それでは最後になりましたが、この本を出版するに当たり、尽力していただいた担当さまとＫＡＤＯＫＡＷＡ様に感謝を。

　そして今回も素晴らしいイラストを提供してくださった晃田さま、ファンレターを送ってくださったＯさん、本当にありがとうございました。ニコルのイラスト、とても可愛かったですよ！

　それでは三巻でまたお会いしましょう。


鏑木ハルカ
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　その日、その食堂はかつてない緊張に包まれていた。

　ラウム東門の近くにある、小さな食堂。冒険者相手のボリューム満点の食事が売り。

　それが行き過ぎて、いわゆるデカ盛りを提供し始めた店。

　その店の門を、小さな人影が二つ、くぐってくる。

「い、いらっしゃい」

「おじさん、今日も特盛トンカツ定食二つね。三十分で食べきったらタダだよねっ？」

「お、おう」

　勢いよく店主に注文を飛ばしたのは、癖のある茶髪を肩口で切りそろえた幼い少女……ミシェルだ。

　冒険者相手に挑戦するつもりで始めたこのメニューだが、まさか七歳の子供に制覇されてしまうとは、店主も想像していなかった。

　しかも回数制限を着けていなかったので、彼女は毎日のようにやってくる。

　そしてオヤツ感覚で食い尽くしていくのだ。

「まるで蝗害だぜ……」

「なにかいった？」

「いや、なんでも！」

　食いきれたらタダ。ただしダメだった場合は普通の倍の値段を支払わなくてはならない。

　散々冒険者相手に暴利をむさぼってきたメニューを、今さら取り下げるわけにもいかなかった。

　質のいい油の中に衣をつけた豚肉を泳がせながら、店主は料理を仕上げていく。隠し味に、屈辱の涙を少々。

　出来上がった料理を皿の上に山のように盛り付け、テーブルに運ぶ。その盛りの大きさは、彼女の頭よりも大きい。

　そうして運ばれた料理を、容赦なく、それこそ崩壊デイスインテグレイトの魔法でもかけられたかのように消え去っていく。

　その速度たるや、十分ですでに半分を駆逐していた。あの小さな身体のどこに入るというのか、本当に謎だ。

「あーあ、今日もおっっちゃんの負けだな、こりゃ」

「う、うるせぇ！　子供だから手加減してんだよ！」

「負け惜しみ言ってると、また明日も来られるぜ？」

「うっ、それはちょっと……」

　別の客のツッコミに、言葉を詰まらせる店主。

　そうこうしているうちに、二十分が経過し、渾身の山盛り料理はあっという間に敗北した。

「ぷぁ、ごちそーさまっ」

「くっそぅ、特盛制覇だよ、こんちくしょう！」

「やったぁ、タダだ！」

　店主の宣言にピョンと席を立って喜ぶミシェル。

　そして彼女は一緒に来たもう一人に視線を向けた。

「ニコルちゃんは、もう降参？」

「うぷっ、油が……胸やけが……」

　二枚目のトンカツで早くも一杯一杯になっている同行者──親友のニコルに、ミシェルは呆れ顔をして見せた。

「もう、しかたないなぁ。私が半分出してあげるからね？」

「いや、そもそもこの料理をわたしが注文する意味って……？」

「どうせなら、一緒の食べたいじゃない？」

「おねがい、かんべんして」

　結局ニコルはギブアップしてお代は二倍。ミシェルは無料。まとめて割り勘すると、通常料金である。実は店にもニコルにも損はない。

　しかし店長はミシェルに敗北し続けることを認められず、更なるボリュームアップに励むのだった。

　それは同行者であるニコルの苦難が増すことを意味している。

　それに気付く者は──ニコル本人を除いて、一人もいなかったのである。
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